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<表紙解説>

日常使用される語し言業を翻訳する音111'表1111訳シ ス テ ム の
実現への期待が高まっています。

シ ス テ ム が 小型に な り 、 常 時携帯で き る よ う に な れば 、

異なる言語を用いる人同士でも 、  衡角で自由にコ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン で き る よ う に な り ま す 。 そ ん な 将来 にお け る 実 用

化 イ メ ー ジの一例として、身体に装着できる小型の携帶端

末 、 デ ィ ス ブ レ イ 、 へ ツ ド ホ ンマ イ ク を使用 した携帶型音

声細訳システムを開発しました。

ATR音声言語通信研究所では、  実環境下における利用形

態に向けて様々な基礎研究を進め、  「言1111の基産を取り除く

情報通信システム」  の実現を目指しています。
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e巻頭言

(株) ATR知能映像通信研究所

代表取締役社長 中津 良平

国際化 と ぃ う  こ とが叫ばれて久しぃ。  それと同時に真の国際化とは何か、  また真の国際人とは何かに関し

ても多 くの議論がある 。国際人の定義として 、  「外国人と外国語 (通常は英語 )  で対等にコ ミ ュ ニ ケー シ ョ

ン で き る 人」 と ぃ う の が よ く 使われ る 。  A T R とぃ う外国人の割合の大きぃ社会、  しかも世界各国から人々が
集まっている社会では、必然的に我々は国際人たらさ°るを得ない、  したがって、 A T Rにいる日本人の多くは

国際人である 、  と ぃ う のは簡単であ るが 、 では自分自身は とい う と 、 実は悪戦苦闘して き た と い う のが真実

である 。その過程でいったい何のためにコ ミ ュニケーシ ョ ン しているのかを自問自答する機会も多かった 。

この場を借りて 、 A T Rに来てからの自分の経験の一端を紹介すると共に、それをベー ス と し て国際的な コ ミ

ュニケー シ ョ ン と は な にか を考え てみたい。
外国人と日本語で話す : A T R にいる外国人で日本語のコ ミ ュニケー シ ョ ン能力を身に付けたい と考えて
い る人は多い。 彼等と話す時には日本語で話すことになるが、  これが非常に難しぃ。  と り ゎ け 、  その
と き 感 じ る 違和感 と い っ た ら 。 こ れ を克服 し気楽に日本語で話す こ と が で き る よ う に な る のに 1 年近

くかかった。

日本人同士で外国語で話す : 日本人 ・外国人が何人か集まった雑談 ・ ミ ーティングの場では日本人同士も
英語で話すこ とになる 。  これも相当の違和感を感じるコ ミ ュニケー シ ョ ン で あ る 。  日本人同士で日本

語で話す場合と英語で話す場合で、  コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン の質 、  も っ とい う と その時の空気が違つて く

る ので あ る 。

英語でプレセンテーシ ョ ンす る  : 英語でプレゼンテー シ ョ ンす る場合 、  原稿を読み上げるのと原稿無しの
2つの方法がある。  前者から後者へ進むとぃうのが通常であるが、  この切り替えが非常に困難である。

ど う も こ れは英語の能力だけではない よ う で あ る。 むしろ 、原稿の有無でコ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン の質が
違つてく るため 、その切 り替えが困難なのではなぃか 。

以上のよ う な経験をする中で 、  コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン能力 とは何かを考え さ、るを得なかった。筆者の得た結

論は、  コ ミ ュニケーシ ョン能力は、伝えたい内容そのものを表現する力  (表現能力) と 、 そ れ ら を 表現す る

際の技巧 (表現技巧) の 部 分 か ら 成 つ て い る と い う こ と で あ る 。  我々の日本語を用いた日常のコミュニケー

シ ョ ンでは 、当然ではあるが技巧がかな り重要な ゥ ェー ト を占める 。  レ ト リ ッ ク と ぃ う 言 葉 も あ る よ う に 、

母国語の場合は話したぃ内容そのものと同時に、  時にはそれ以上に表現技巧が重要な意味を持つている。  そ

れらを使えない状況の時ど うな るか 。結局 、  コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン の上手 さではな く 内容で勝負 と ぃ う こ と に

なる。  こ こ ま で い う と お分か り だ ろ う 。 上記のいずれ も が 、 技巧が大 き ぃ ウェー ト を 占 め て い る コ ミ ュ ニ ケ
ー ションに.電川れている我々が、 それを使えない状況に陥つた時に感じる違和感の例なのである。

そ うする と 、英語が標準言語である場において我々が持つハンデイキ ャ ップ とは 、外見勝負ではな く内容

月券負で行かなければならなぃとぃ うこ とである。国際化に関する議論の多くは、確立した自己を持たず、  自

分自身の確固たる意見を持たなぃ日本人には国際化はとても無理という自  J豊的なものが多いが、 果た してそ

う か 。

こ こ 1 0 年程の日本人の国際的なコ ミ ュニケー シ ョン能力は驚く程進歩している 。国際会議での発表の多

くは内容的に欧米人と十分に張り合えるものである。  質疑応答も堂に入つている。  日本人の発表になるとぞ

ろぞろと席を立つ人が出るのが当たり前の昔の光景を思い起こすと隔世の感がある。  多くの日本人研究者が

確固たる自己と確固たる主張内容を持つていると考えていいのではなぃか。  むしろ彼等の発表からは、  技巧

と ぃ う 衣 を かぶ ら な ぃ コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン のすがすが し さ を感 じ る場合が多い。多 くの日本人が、筆者と同

様 に 苦 労 し な が ら も コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン の壁 を乗 り 越 え て来 てい る と ぃ う の が現在の状況では ないだ ろ う

か。
その よ う な我々が英語での コ ミ ュ ニ ケー ションの技巧を身に付けたら鬼に金棒である。  国際会議や国際学

会の場で多くの日本人がキーパー ソ ン と し て活躍する日はそれほど遠 くな ぃのではないか 。  そしてその際、

A T Rの現役 ・ 〇 B の研究者が中心になる 。 これは実現可能な夢である と ぃ った ら楽観的に過ぎるだろ うか 。
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研究動向紹介

凹凸を再現可能な歩行感覚提示装置

Locomotionlnterface GS S :G r o u n d  Surface Simulator

歩行感覚提示装置GS Sは、  よ り再現性の高い歩行感覚を提示するために、  ア ク

テ ィ ブ 型 の ト レ ッ ド ミ ル を 用 い 、  そのぺルト面上に画出のある歩行面を再現す

るものです。ここでは、G S Sの特徴や機能の説明を行い、  これを応用した体感

を伝送す る こ と ので き る コ ミ ュ ニケー ション環境について述ぺます。

We describe a newly developedlocomotionlnterface , cal ied the GSS(Ground
Surface Simulator) , The G S S  system is a nove11ocomotion device that provides
a ground surface simulation with an actlve treadmll1. This ground surface
slmulation function achieves a more realistlc virtualwalking environment.We
descrlbe an overview of the first prototype G S S  system andlts appl1oat1on

1 .  はじめに

現在、  娯楽から医療までの幅広い分野に応用さ

れているVR (V i r t u a l R e a l i t y )技術では、 立体映像な

どの視覚情報が主 と し て用い られています 。  しか

し、視覚情報のみでは表現が英能しぃ感覚がありま

す、 この点は、  現在の vR技術の弱点となっていま
す。 私たちは 、  視覚情報だけに限らず 、  人間の持

つ色々な感覚を効果的に活かすことのできる vR 技
術の研究に取り組んでいます。

2.  仮想空間を用いた コ ミ ュニケー ション環境
本稿の歩行感覚提示装置GS S ( G r o u n d  Sur f a ce

Simulator ) ' ' 'は、  歩行感覚を再現し、  こ れ ま でに実
現例の無い四凸のある歩行面を提示できます。  私

た ち は 、 Gssの よ う な 体 感 を 再 現す る デ バ イ ス を
用いて 、  日常的な身体動作を伴 う コ ミ ュ ニ ケ ー シ

ョ ン を vR技術で作られた仮想空間内で実現するこ
と に 着日 し ま し た 。 私 た ち の日常的な コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ンでは 、会話などの言語的な情報に加えて 、

身振りなどの身体的な動作を伴うこ とが自然です。

動作や雰囲気などの暗 1]1'的 な情報が コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン に 加 わ る こ と に よ っ て 、  よ り効率的な情報

の伝達が行えます。 例えば、  生田の研究 '2 'は、  伝承
技能の習得において、「わ ざ」 のよ うに言語化が困
難なものが、  身体的な動作に伴 う体感によ って効

果的に伝達 さ れ る こ と を 明 ら か に し ま し た 。  しか

し、  既存の通信技術では、  全ての暗要f的な情報を

伝達する こ とは困英能でした 。 そ こで 、私たちは 、

仮想空間を コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 媒 体 と し て 用 い る

考え方 '3'を提案し、  暗要大的な情報の伝達も可能なコ
ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 環境の実現を目指 し てい ます 。

生田の例の様に、  身体的な動作に伴う体感は、  コ
ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に お け る 暗黙的 な情報 と し て 重

要です。 Gss は歩行に伴う体感を与えます。人間
は 、 歩行 よ り 、 地 形や距離感 と そ れに伴 う 経過時

間の感覚など、  周囲の環境を理解するための手が

か り を 得 る こ と が で き ま す 。  ま た 、 同伴者 と の歩

行の際には 、付いた り離れた りす る間合いなどで 、

お互いの存在を意識す る こ と を自然に行つて ぃ ま

す 。 こ の よ う に 、 歩 行 と ぃ う 体 感 を 介 し て も 、 お

互いの存在感が交換されています。  Gssの目的は、
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こ う ぃった周囲の環境を知るための体感的な手が

か り ゃ 、  歩行を介した相手の存在感などを仮想空

間内で再現するこ とです 。

3 . G S S シ ス テ ム

G S Sは 、  ア ク テ ィ ブ 型 の ト レ ッ ド ミ ル  ( ロー ル

状のベル ト を用いて歩行路を模す装置 )  を基本 と

し 、  人間の歩行動作に l111 ら か に 連 動 す る ト レ ッ ド

ミ ルの制御機能 と 、  ト レ ッ ド ミ ル の ベ ル ト 上 に 任

意 の 四 凸 面 を 模 擬 す る 機 能 を 実 現 し た も の で す

( 図 1 ) 。  この 2つの機能は、  共に私たちの先行研究

を応用したものです。前者は、歩行感覚提示装置

A T L A S l' ]の成果を 、  ま た 、 後 者 は 、 地 形 シ ミ ュ レ
一夕A L Fに'1の成果を活かしたものです。  G S S は 、 ベ
ル ト が動力で 111区 動 さ れ る ア ク テ ィ ブ 型 の ト レ ッ ド
ミ ル を 用 い て い ま す 。 原 理 的 に ア ク テ ィ ブ 型 の ト

レ ッ ド ミ ル で は 、  人間の歩行と同じ速度でべルト

が逆方向に走行すれば、 Gssのューザは 、  ト レ ッ
ド ミ ル 上 の 同 じ 位 置 に 留 ま っ て 歩 き 続 け る こ と が

できます 。  し か し 、 ユーザが自由に仮想空間内を

歩く場合には 、  任意に歩行速度が変化しますので、

この速度変化にベル  ト の走行を追随させる必要が

あ り ます 。既存の研究例では、  この任意の歩行動

作への追随を洗練された手法で実現したものはあ

り ませんでした 。私たちは 、 A T L A S の研究におい

ぺル、1 11i行用
モー タ

図 1  G S Sシステム外観  (外側の化粧板を外した状態)



て 、  人間の歩行の実験的なモデル化を行い、  こ れ

に基づいて 、  ベル トの走行を滑らかに歩行動作に

連動させる制御機能を実現しま した 。  ま た 、 A L F

では 、  ア クチ ュエ一夕を用いて任意の凹凸面を生

成する手法を実現しています。

図 2 に シ ス テ ム 構 成 を 示 し ま す 。  シ ス テ ム は 、

歩行動作を ccD カ メ ラ に よ っ て 検 出 し ま す 。 こ の
検出された足の動きから 、  先に述べたATLA S研究

で実験的に得られたモデルに基づいた歩行速度の

推定を行います。被験者実験の結果、  歩行速度は

立脚  ( 足が接地したまま体に対して後方に移動す

る 相 ) 時 間 と の 間 に 相 関 の あ る こ と が 分 か り ま し

た。  こ う し て推定された歩行速度に基づいてべル

トの走行速度を能動的に制御し、  停止から早足ま

での歩行に連動する自然な制御が可能です。 次に、
凹凸のある地形を模す機能にっいて述べます。  こ
の機能は、  A L F で開発 された細分化されたパネル

を ァ ク チ ュ エー タ に よ っ て 昇 降 す る こ と で [11] 凸面
を作る機構を 、  ト レ ッ ド ミ ル の ベ ル ト 下 部 に 組 み

込むこ とで実現しています 。  Gss で は 、 ベ ル ト の
走行方向に一次元的に国凸を提示します。  図1 , 2の

通 り 、 ベル ト 面の下部に短冊形の昇降するパネル

を配置し 、  こ れ を ァ ク チ ュ エ一夕に よ っ て駆動す

る こ と で 、 凹 凸の あ る 地形 を模 し ま す 。 現状の シ

ス テ ム で は 、  ト レ ッ ド ミ ル 上 の 歩 行 面 は 、 6 0 c m

(巾) x 1 5 0 c m ( 長 さ ) の大きさがあ ります 。  こ の歩
行面の下に計 6 個の昇降パネルがあ り 、  最大で±

1 5 c mの凹凸を再現します。  パネルの大き さは 、  ベ

ルトの走行方向に2 5 c mの長さです。この大きさは、

成人男性の標準的 な足 の大 き さ よ り も 小 さ く 、 充

分な面の細かさであると考えています。

Gss は 、  歩行動作に連動して地形を表示できま
す。 こ れは 、連続的な坂道や階段の よ う な地形を

提示するための機能です。上 り坂を例 と して考え

ます。 この場合、  人間に連続的な傾斜感覚を与え

る必要があります。歩行動作は、左右の足の運び

が交互に行われ て い る こ と に 着目 し ま す 。 上 り 坂

では、  踏み込んだ側の足が着地する際に 、  必ず、

も う 一方の足 よ り も 相対的に高い位置に路み下ろ

されます 。  次い で 、  その路くみ込んだ足は後方に運

ばれ、  こ こ で足の運びの相が左右で変わ り 、今度

は、 も う一方の側の足が路み込む役割を果たしま

す。 こ れが繰 り返 され ますので 、理_,くみ込む足の動
き に合せてパネルを上げ 、後方に運ばれてい く 間

に パ ネ ル を 平 坦 に 戻 す こ と を 繰 り 返 す こ と で 、 連

続的な昇り傾斜の感覚を与えられます。

4 .  体感を伝送する コ ミュニケーション環境

Gss では地形要素の再現機能によって 、仮想空
間内での体感的な再現性が高まっています。  こ の

特徴を用いれば 、  歩行に伴 う体感の伝送を主 とす

る 新 し ぃ コ ミ ュ ニ ケー ション手段が期待できます。

その一例として、Te l e-G S S シ ステム l61を紹介します。
Tele-G S S シ ス テ ムは 、  人 間 の 代 理 と な る ロ ボ ッ ト
を実空間内で走行させ、  そ の ロ ボ ッ  ト が 計測す る

地 形 を 、 Gss上で人間が体感できる ものです 。  ロ
ボ ッ ト と Gssは 無 線 ネ ッ ト ヮ ー ク で 接 続 さ れ て い

図 2  G S Sシステムの構成

ます。 ロ ボ ッ  ト には地形を計測する超音波センサ

があ り ま す 。  こ の 計測 さ れ た地形デー タは 、  リ ア

ル夕 イ ム に G S S に 伝送 さ れ 、  ロ ボ ッ ト が 走 行 し て

い る路面の状況を人間に体感 させ る こ と が可能に

な り ます 。  また 、  ロ ボ ッ ト の 走 行 速 度 は 、 Gss上
の人間の歩行速度で制御されます。  こ の よ う に 人

間 の代理 を 用 い れば 、 極 地 の よ う に 行 く こ と が 困

難な場所 を も 体感す る こ と が で き 、 新 し ぃ 体感型

の ア ミ ュ ー ズ メ ン ト や 教 育への応用が期待できま

す。

5.  ま と め

以上、  歩行感覚提示装置Gss研究の概要を説明
し 、 そ れ を応用 し た体感 を伝送す る こ と の で き る

新 し ぃ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 環 境 を 紹 介 し ま し た 。

体感を伝送する こ と に よ っ て 、既存の通信手段で

は困難であった体感に伴 う暗黙的な情報を伝える

こ と の で き る コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン環境が実現で き

ます。
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研究動向紹介

対話者の情報を使つ た音声翻訳

一人に合わせて翻訳表現が変わり  ます一

Speech  Translation Usinglnformation on Dialogue Participants
- Translation Results Depend on  Dialogue Participants-
音声翻訳を使つて自然に会話を進め るために 、  対話者によって翻訳表現を変え

る手法を考案しました 。  こ れ は 、  音声翻訳の言語翻訳部のルールや辞書に対話

者の情報を加える こ とで実現して ぃ ます 。  こ こ で は 、  その具体的な方法と実験

結果について紹介します。

We  have proposed a translat1on method by using information on dialogue

partlcipants, i n  order to make a conversation f low smoothly wlth a speech

translation.We incorporated the informat1onlnto transfer rules and dictionary

entries of the machine translation.This paper describes our method and shows
the results of our exDeriment.

1 .  は じめに

従来 、音声翻訳は話し手が誰であって も 、  入力

が 同 じ な ら ば 全 く 同 じ 表 現 で 細訳 し て い ま し た 。

例 え ば 英 日 翻 訳 の 時 、  例 文 の よ う に 、  入 力 が

T h a n k y o u f o r w a i t i n g ” の場合、常に “待たせてす

い ま せ ん ”  と 訳 し て い ま し た 。  し か し 、 話 し 手 が

「受付」 であって も こ の訳ですので 、  「受付」 に し
ては少々ぶっ き らぼ う な表現 と な って し ま ぃ ます 。

こ れ で は 、  た と え 機 械 が 翻 訳 し て い る と し て も 聞

い た 感 じ が よ く あ り ま せ ん 。

例文

入力

標準

受イ11

Thank you for waiting

持たせてすぃません

お待たせして中し訳ありません

そ こ で 、  対話者によって -翻訳表現を変える手法

を 考案 し ま し た 。 こ の 方法 を用い る と 、 話 し 手 が

「受付」 であればそれ相応な細訳表現を出力し、  音
声翻訳を使つてい る人が ス ム ー ズに会話を進めや

すくなります。例えば、上記の例文の場合、 「受付」
が 話 し た 場 合 “ お 待 た せ し て 申 し 訳 あ り ま せ ん ”

と 出 力 さ れ る よ う に な り ま す 。 本 稿 で は 、 そ の 具

体的な実現方法と実験結果にっいて紹介します。

2.  言語翻訳部

こ こ で は 、  言語翻訳部にっいて簡単に説明し ま

す。 言語翻訳部では、  入力された文を他の言語の

文 に 変 換 す る こ と を 行 つ て い ま す 。 そ の た め に 、

ルールと辞書を使います。

ルー ルは 、 原言語 ( 入 力 さ れ た言語 )  の パ タ ー

ン 、  目的言語 (出力する言語 )  の パ 夕 一 ン 、用例 、

お よ び単語訳か ら 構成 さ れ て い ま す 。 例 え ば 、 上

記例文の場合、 “ f o r ”  に 相 当 す る 日 本 語 訳 は “ て '

です。  この場合、  ルー ル で は 図 1 の よ う に 、 原 言

(株)  ATR音声言語通信研究所

第三研究室、  2第四研究室、

(3現NT Tコ ミュニケー ション科学基礎研究所)

山田節夫',3、隅田英一郎'、柏岡秀紀 2

語のパタ ー ン ( X  “ for”  Y )は 、  目的言語のパタ ー ン

(y “ て ' x ) に な る 、  と記述します。  こ こ で 、 X 、 Y 、

x 、 y は変数を表し 、任意の単語を意味します 。  x
は x 、 Y は y と 対 応 し て い ま す 。  しかし 、  どんな場

合 も  “ for” が “ て '  と 訳 さ れ る こ と は な く 、 例 え

ば、  “ b a t t e r y f o r c a m e r a ”の“ f o r ”  は “ の ”  と 訳 さ

れますし、 “ t i c k e t f o r L o s A n g e l e s ” の “ f o r ”は “行

き ”  と 訳 さ れ ま す 。 そ こ で 、  こ れ ら に 対 応 す る た

めに 、  図 1 の よ う に 目的言語のパ夕一 ン に そ の用

例を記述してお き ます 。  この用例における単語の

組と入力された原言語における単語の組の意味的

な近 さに よ って目的言語パタ ー ンが決定されます。

例 え ば 、  “ k e y  f o r  r o o m ”  が 入 力 さ れ た 場 合 、

( X " f o r " Y )

==1>
( y “ で ' x )

用例

X_ "thank y o u ' Y- 'wa i t"
単語訳

Thank you-二-> “ す ぃ ません ”

' w a i t ' - :1> “待たせ る ”

(y “の” x )

用例

X- "battery"Y- "camera"
(y “ 行 き の ” x )

用例

X=" t i c k e t "Y="Lo s  AngeIes"

図 1  ルールの例

' thank you" -> “ あ り が と う ”
wait"-:1> “待つ”

図 2  辞書の例
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(“ticket” “Los Angeles”)や(“thank you” “waiting” ) よ

りも ( “ b a t t e r y ” “ c a m e r a ” ) の 組のほ うが ( “ k e y ”

“ r o om ” )の組に近いので、  “for” は “ の "  と 訳 さ れ

ます。

単語訳は、  通常辞書に記述してある訳であれば、

ル ー ル に は 記 述 し て お く 必 要 は あ り ま せ ん が 、

“thank you” は 図 2 の よ う に 、 通 常 “ あ り が と う ”

と い う 訳 ですので 、  “すぃません ”  と ルールに記述

しておく必要があります。

3 .  対話者に応じて翻訳表現を変える方法

対話者に応 じた翻訳表現を出せる よ う に 、 単語

訳 の と こ ろ に 「:話し手一受付」 と い う 条 件 を加 え
ま し た 。 例 え ば 、 図 3 の よ う に な り ま す 。 こ れ は 、

もし言語翻訳部で、言111 し手が受付である と分かれ

ば、 “ t h a n k y o u ” の訳は “申し訳あ り ません ”  と 訳

し な さ い 、  と ぃ う意味です 。言語翻訳部で 、対話

者が不明であれば、 “ t h a n k y o u ” の訳は、条件が指

定 さ れ て い な い “ す ぃ ま せ ん ”  と な り ま す 。 私 た

ちの音声翻訳の対象は、対話者が 「受付」 (銀行の
窓口、旅行会社の受付、  ホ テ ル の フ ロ ン ト 等 の サ

ー ビ ス提供者 ) か 「客」 ( サー ビス享受者 )の旅行
会話ですの で 、 例 え ば マ イ ク か ら 、 話 し 手 が 「受
付」 か 「客」 かは容易に知 る こ と が で き ま す 。 マ
イ ク は 「受付」 と 「客」 と で 固 定 し て い る か ら で
す。

図 3 の ルー ル を 用 い る と 、 話 し 手 が 「受付」 で
あれば、 上記例文の場合、 すなわち  “Thank  you for

waiting” は 、 “ お 待 たせ し て申 し訳 あ り ま せん ' '  と

訳されます 。

( X " f o r ' Y )

=1>
(y “ て ' x )

用例

X=" th ank  y o u "Y- 'wa i t"
単語訳

rhankyoし」'=1l・ “申し訳ありません”: 話し手 _受付
thank you"-:1> “すぃません ”

”wait'二二二;> “お待たせする”  : 話し手 =受付
wait"=;> “ 待たせる ”

図 3  話し手を考慮したルールの例

今回紹介しま した例では 、  ルー ルにおける単語

訳の部分に条件 を加 え た だ け ですが 、  実際には 、

目的言語のパ夕一 ンや辞書に も 同 じ よ う に 条件 を

加えています。

4 .翻訳表現を変える方法の有効性

旅行会話において  「受付」 が話した約1 4 0 0発声
を対象に 、話 し手が 「受付」 であ るがゆえに丁寧
になった表現を調査しま した 。  この調査結果をも

と に 、  言語翻訳部で使つてい るルー ルや辞書に条

件を付与 し ま し た 。 こ れ ら ルー ルや辞書が有効で

ある こ と を確かめるために 、上記 1 4 0 0 発声 とは別

のテス ト用会話  (344発声) を言語翻訳部に入力し

て 、 翻 訳 実 験 を し ま し た 。 テ ス ト 用 会 話 に は 、 話

し手が 「受付」 「客」 の両方が含まれています。
実 験 の 結 果 、 丁 寧 表 現 を 使 う べ き 発 声 の う ち

6 5 % は正し く丁寧表現に変わっていました。  また、

丁寧表現に変つた表現が正しかったかど うかを調

べ た と こ ろ 、  8 6 % が 正解で した。 こ の こ と よ り 、
こ の手法は効果があ る こ と が分か り ま し た 。実験

結果を良 く見た と こ ろ容易に改善でき る点があ り 、

そ れ ら を 考 慮 す る と 、  さ ら に こ れ ら の 率 が 上 が る

こ と も分かっています 。

以上の こ と か ら 、 本稿で紹介 し ま し た対話者に

応じて翻訳表現を変える手法は、  比較的容易に実

現 で き 、  効果がある と言えます 。

5.  お わ り に

機 械 が 翻 訳 す る と ぃ っ て も 、 人 に と っ て な る べ

く 使いやすぃ音声翻訳が望ま し ぃ と考えています 。

本稿では、  対話者に応じて翻訳表現を変える手法

を紹介しました 。  こ の手法に よ って 、音声翻訳を

よ り自然な状態で使 う こ とができます 。

この手法は、  音声翻訳の言語翻訳部のルー ルや

辞書を修正する こ とで実現しています 。実際に旅

行会話で使われている表現を基にルー ルや辞書を

修正し、  調査対象とは別のテス ト用の会話で実験

し た と こ ろ 、 効 果 が あ る こ と が 分 か り ま し た 。  こ

の手法は比較的容易に実現でき 、効果 も あ る こ と

から有用だと言えます。

今後は 、話 し手が 「受付」 か ど う か と ぃ う 情 報
だけでな く 、対話者の年齢、身分、対話時の時刻

な ど を利用 して 、  よ り 適切な細訳が出力で き る よ

う にする予定です。  また 、英日方向の翻訳だけで

な く日英方向や 、  日中など他の言語対にも適用さ

せていく予定です。

参考文献

[ 1 ] 山田節夫 ,隅田英一郎 ,柏岡秀紀 :話者の役割を利用し

た 翻訳 ; 言 語 処理学会第 6 回 年次大会発表論文集

2000

[ 2 ] S e t s u o  Y am a d a , E i i c h i r o  S u m i t a , H i d e k i  Kash i o k a :

Translation using in formation on dia1ogue participants.;

Proceedings o f  ANLP-NAACL20002000

ATR 1lourna1 41号 AUTUMN 2000 5



研究動向紹介

色覚と画像表現

Color Mechanisms a n d l m a g e  Representation

私達は、  人間の高次段階の色覚メ カ= ズムに基づいた、  画像の全体的な色彩情
報を表現する新しい方法について研究してぃます 。  ま た 、  こ の方法を用いた 、

効率的な画像分類・検索システムの開発にも取り組んでいます。

We proposed a method to represent a globalco1or informatlon in an image

efficiently, b a s e d  on the higher-order human co1or mechanlsms. We are also
deve lop ing  an e f f i c l e n t lm a g e  re t r i eva l sys tem uslng the new image

representation method.

1 .  は じめに

私達は無数の色彩に囲まれて生活しています 。

色彩は 、物を目立たせた り 、美 し さ な どの感覚を

も た ら す だ けで な く 、 実 に様々な情報 を含んでい

ます 。例えば、一つのシ ー ン に含 まれ る多 く の色

彩の分布情報 ( 図 1 ) か ら 、 照明状態を推定す る こ

と が で き る こ と が 示 さ れ て い ま す。色彩の分布は

風景や物に よ っては特徴的な場合があ り 、  こ の た

め 、画像の自動分類や検索のための手がか り と し

て も ょ く 用 い ら れ てい ます 。

色彩を手がか り と して画像の分類や検索を行お

う と す る と き 、 問 題 と な る の は そ の 情報量 の多 さ

です。  写真画像は一般に数万を超える多くの色彩

で構成 されてお り 、  これらすべての色彩情報を処

理する と計算の負荷は大きな ものにな り ます 。  と

はいえ 、  細かな色彩の違いにまで重要な情報が含

ま れ て い る わ け で は な く 、  画像中の色彩情報のす

べてをそのま ま分類や検索のための手がか り と し

(株)  ATR人間情報通信研究所

第五研究室

郷田  直一

て使 う 必要 も な ぃ と 考 え られ ます 。  高速で効率の

よ い 分 類 ・ 検 索 を 行 う に は 、  各 画 像 ご と に 、 色 彩

に っいての統計的情報を、  テ キ ス ト の キー ワ ー ド

の よ う に 要 約 的 に 表 現 し 、  イ ン デ ク ス 化 ( C o 1 o r

I n d e x i n g ) す る こ と が望ま し ぃで し ょ う 。 では 、一

体 ど の よ う に 表現す る の が よ い の で し ょ う か ?

2.  色覚の メ カ=ズム
ーつの方法は、  人間の視覚系が行つているの と

同じ方法で色彩の統計的情報を表現する とい う も

のです。

人間の視覚系には多段階の色覚メカニズムが存

在 し ま す 。 綱 膜 に は 3 種 類 の 館体 ( 視 細 胞 ) が あ

り 、  それぞれ異なる波長帯域の光を感受していま

す。 さ ら に網膜では 、  こ れ ら館体の応答を加減算

して、  反対色と呼ばれる色表現への変換を行つて

い ます 。 こ の変換に よ り 、 異 な る種類の館体応答

の冗長性が低減され情報の圧縮がなされています。

図 1  画像の色彩分布例 ( R G B

w

=
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人間の低次段階の色覚メ  カ ニ ズ ム にっい て は多  く

の こ と が 明 ら か に さ れ て お り 、 そ れ を 利 用 し た 技

術は私達の日常に浸透しています。例えば、  テレ

ビな どで 3 原色に よ って過不足な く様々な色を表

示できるのは錐体が 3種類であるためです。  も し 、

人間に4つめの錐体があれば、  どの よ う な 3 原色を

用いた と し て も表現できない色が必然的に存在す

る こ と に な り ま す 。  また、  テレビ信号の伝送やデ

ジ夕  ル画像圧縮では反対色変換と  同様の処理がな

さ れ てい ます 。  こ れ ら の 先 例 と 同 様 に 、  視覚系が

画像の全体的な色彩情報をどのよ うに処理してい

る か も 理 解 で き た な ら 、  それを利用して色彩の統

計的情報を過不足な く効率的に表現する こ とが可

能 に な る で し ょ う 。

近年、 反対色表現よ り も さ ら に高次の段階にお

いて 、特定の色相に最 も強 く応答する色相チャ ン

ネル群に よ る 多重チ ャ ン ネ ル的表現 ( 以 後 、 多重

色相表現 と 呼 び ま す ) が 存 在す る と 考 え ら れ る よ

う に な り ま し た 。 高次段階の メ カ ニ ズ ム の特性や

機能にっい て は 、  まだ不明な点が多 く残 されてい

ますが、  こ の段階の個々の メ カ ニズ ムは 、錐体や

反対色の メ カニズ ムに比べて空間的に よ り 広い領

域に感度 を 持つ と さ れ て お り 、 そ の よ う な 特 性 は

全 体 的 な 色 彩 情 報 を 処 理 す る も の と し て 適 し て い

る と も 考 え ら れ ます 。 私達は 、  これまで技術応用

には展開 され て こ な か っ た 、  この高次段階の色覚

メカニズムに着目した研究を行つています。

3.  多重色相チャンネルによる画像色彩表現

まず人間の視覚系が色彩の統計的情報をどのよ

う に 処 理 し て い る か を 探 る た め 、  色彩の分布のみ

が 異 な る テ ク ス チ ュ ア を 作 成 し 、  観察者がそれら

の違いをどの程度識別できるのかを様々な色彩分

布の対にっいて測定 し ま し た 。  その結果、  人間の

色彩分布の識別特性は、  色覚の第一段階である錐

体 メ カ ニ ズ ム に よ っ て も 第 二 段階 で あ る 反 対色 メ

カ ニ ズ ム に よ っ て も う ま く 説 明 で き な ぃ こ と が 分

か り ま した 。色彩分布の比較は 、  こ れ ら の段階に

お い て な さ れ て い る の で は な ぃ と 考 え ら れ ま す 。

こ の 結果に よれば 、  画像の全体的な色彩分布を表

現 す る に は 、  錐体表現や反対色表現 と 類似 し た

R G Bや Y I Q などの 3次元的色彩表現は必ずしも適

切ではない こ と に な り ます 。

一方、 高次 メ カニズムであ る多重色相表現を利

用 し た モ デ ル を 用 い る と 、  実験で得られた識別特

性を定量的に説明でき ま し た 。  こ の モデルでは 、

各色相チ ャ ンネルは 、  特定の色相を最適 とする釣

鐘型の色相感度特性を持ち、  テ ク ス チ ュ ア 空間領

域 にっいての平均値を出力します。 一つのテ ク ス

チ ュ アは 、  仮定されたチャンネル数の色相成分で

表現 さ れ る こ と に な り ま す 。 任 意 の 2 つ の 色彩分

布の識別率は、  それ ら に対す る各色相チ ャ ン ネル

の出力差を確率加算して得られる値  (色彩分布の

間の距離)  と 関係付け られ ます 。 こ の結果は 、 全

体的な色彩情報が多重色相チャンネルによって処

理 さ れ て い る こ と を 示 唆 し ま す 。 従 つ て 、 画 像 の

全体的な色彩分布を要約的に表現するには多重色

相表現を用いるのが適切であ る と ぃ え るで し ょ う 。

4. 画像分類 ・検索システムへ
この多重色相表現モデルを拡張することによ り 、

任意の画像刺激にっい て  『 人間に とっての色彩分

布の類似度 』 を評価する こ とが可能です 。 また 、 1

つの画像の色彩情報が、  1 0 以下の要素からなるべ

ク ト ル で 簡 潔 に 表現す る こ と が で き 、 効 率 的 な 画

像 の 自 動 分 類 ・ 検 索 の イ ン デ ッ ク ス と し て 適 し て

います。

現在は、  これらの利点を備えた多重色相表現法

によって 、色彩分布の類似した画像を検索するシ

ステムの開発を試みています。  5 0 0 0枚の写真画像

デ ー タベー ス を用い 、  任意に選んだ参照画像を元

に し て こ の シ ス テ ム で 検 索 を 行 つ て み る と 、 画 像

の景観や印象が類似 し た画像が得 られ る こ と が分

か り ま し た。単純化された心理実験で得られた結

果やモデルをそのまま自然画像へあてはめるには

い く っ か の ギ ャ ッ プ が あ り ま す が 、  こ の よ う な 研

究アプロ ーチに よ り 、 人間の特性に適合 し た新 し

い技術を生む可能性が開けると考えています。
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研究動向紹介

横断するデザイ  ン一新しい物質を見つける ために一

A Design Theoryof MaterialSystems

A New Materialto Enhance  Constants Characterizing MaterialProperties -
物質 をデザ イ ン す る と は ど の よ う な こ と な の か ?  モデル化を通じて、  デ ザ イ ン

の重要な要素が1事き彫りになり研究の進歩を評価する基準が得られます。  物質

の機能を飛躍的に向上させるには、  要求 を物質パ ラ メ ー タに関係づけるデザ イ

ン関数の値を最大とする方向に、  物 質 パ ラ メ ー タ を 一気に動かす と ぃ う 戦 略 を

得ま し た 。

What is the materialdesign? Through the modeling,there becomes clear the

elements of the materialdesign as we1las the reference points for evaluating the

research progresses.In order to obtain the materlalsystems with greatlylarge

functlonalcharacterlstics, w e  explorer the method of moving materialparameters

efficiently for maxlmizing the deslgn function which connects the demand to the
materialparameters.

1 .  はじめに

ダ イ ァ モ ン ド よ り11-1liいモ ノ は な ぃ ので し ょ う か ?
・ もっ と燃え難い繊維は創れないのでし ょ うか ?

電気抵抗がゼロとなる (超電導物質の)温度は最大

どれ ぐ ら ぃ 高 く な る の で し ょ う か ?

今年はオ リ ン ピ ッ ク の年で し た 。  も っ と 水 を 弾

く繊維で水着を作ると競泳の記録は向上したの

ではないので し ょ う か ?

低電圧で さ らに効率 よ く 発光する材料の寿命が

長 く な る と 、 紙 の よ う に 持 ち 歩 け る テ レ ビ が で

きるかもしれません。

新しぃ機能を持つ素材や材料となる物質を探し

出 し 、  ある機能を十二分に発揮する物質を創製す

る こ と は 、 私 達 の新 し ぃ 生活様式 を創造 し “ モ ノ

作りの日本 ”  ' ' 'を根底で支える基盤と して も とて も
魅力的です。

私達は、 a ) 新 し ぃ機能を探索するこ と 、 b ) あ る機

能を最大にする '2 'こ と をデザ イ ンの一つの問題 と し
て捉えています。 デ ザ イ ン と ぃ う 言 葉 を 日 常 気 軽

に使つて し ま ぃ ますが 、  こ こ で は デ ザ イ ン と は ど

ん な こ と な の か を正面か ら問いかけ一、 そのモデ
ル化を通じて、  どのよ うな考え方をすれば良いか、

ま たその考えを実現する方法を模索してい ます 。

この研究は、  物質のデザインを遂行する上でどの

よ う な 研究の要素があ る か を明 ら かに し て く れ ま

す。また、従来の物質デザインの研究を位置付け、

何が足りなぃのかを教えてくれます。

この解説では、  物質デザ イ ンのモデル と機能を

飛躍的に向上させるb )の課題 (の一部 )にっいて私達
の考え方とそれを実現するための方法を紹介しま

す。

2.  (物質 )デザインのモデルを考えよう
デザインの日標は、  簡単に言えば “要求 (仕様と

言い替えても構いません ) を満たすモノを手に入れ

る ”  こ と で す 。 仕 様 に合致す る な ら ど ん な モ ノ で

も構わな ぃ と こ ろが特徴的です 。計算機のプログ

ラ ムは幾 らで も書 き換え自由ですが 、  物質を対象

と す る 場 合 には 、 幾 ら で も 自由 に変更す る こ と は

出来ません。  こ のため 、  特 に こ の こ と に 起 因 す る

(株) ATR環境適応通信研究所

第二研究室

大田原一成

制限に注意を払う必要が出て来ます。  物質のデザ

イ ンは

( 1 ) 仕 様を満たすよ う な 、  ど ん な も ので も ぃい か ら

ーつ物質を探し出すこと 、

( 1 . 1 )要求を明示する。

( 1 .2 ) 物 質 を特徴づけ るパ ラ メ一夕を指定する 。  こ

れ ら の パ ラ メ ー タ を x,y,_で表記します。
( 1 .3 ) 要 求 を物質パ ラ メ ー タ と 関 係 づ け る 。 パ ラ メ

ー タで表 された要求を v (x,y, . . ) と書き 、 これ
をデザ イ ン関数 と呼ぶ こ と に し ます 。例えば 、

硬さ、耐久性、競泳の例では “鮫月儿度 ' '  を 物

質 パ ラ メ ー タで表すことに対応します。

( 1 . 4 ) デ ザ イ ン 関 数 を 最大 と す る よ う に 物 質パ ラ メ

ー タを一気に動かす仕掛けを工夫する。  こ れ

は “ 仕 様 に 合 致 す る な ら ど ん な モ ノ で も 構 わ

な ぃ ” を 実践す る こ と に 相当 し て い ま す 。 そ
の他に、

( 2 )その物質への制限、

( 2. 1 )存在するのか。

( 2 .2 ) 合成できるのか、  その方法は?

が間題 とな り ます 。  このデザインの枠組を [2 '、 図 式
的に描けば図 1 と な り ま す 。

要求仕様 物理領域 存在領域 合成加工領域

図 1  物質デザインのモデル

冒頭の例で言えば、  ( 1 . 1 )の要求とは  “ ダ イ ア モ

ン ド よ り 硬 い ” で す 。 そ の 他 に “ 耐 久 性 ” や “ 生

産 コ ス ト ”  などがあ り ます 。 ( l .2 ) の 物質パ ラ メ ー

夕は 、物質の性質を決め る よ う な パ ラ メ ー タです。

例えば 、  物質を構成する原子の種類やそれらの配

置 です 。 そ れ ら を 指 定 す る と 物 質 パ ラ メ ー タ 値 が

定 ま り 、  それに一つの物質が対応します。  こ の他

に 、  も う 少 し荒つぼい物質パラ メ一夕 もあ り ます 。
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一方、  ( 2.1 ) で は物質パラ メ ー タ で指定 され る物質

が存在する必要があります。  存在する条件を正確

に言い当て る こ と は非常に難 し ぃ の ですが 、 例 え

ば物質を構成する原子とそれらの配置を持つ物質

が 、 バ ラ バ ラ に 散 ら ず に 安 定 に い る と ぃ う こ と で

す。 ま た 、 ( 2.2 ) で は 、そのよ う な物質を化学反応
で 合 成 し た り 、 原 子 操 作 技 術 や リ ソ グ ラ フ イ ー な

どの技術で加工できるかが重要となります。

従来の物質デザインの一つの方向は、  あ る性質

の 物 理 的 な 説 明 が 追 求 さ れ て 来 ま し た。 例 え ば
夢のェネルギ一源”  と して一時世間を騒がせた低

温核融合反応もその物理学的な説明が追求されま

し た 。  こ れ は 図 1 で 言 え ば 、  物 性 パ ラ メ 一 夕

(x,y,_ ) か ら要求 ( =低温核融合反応が起こる ) を関係
づ け る 、 言 い 替 え れ ば (x,y,_ ) か ら デ ザ イ ン 関 数
v (x,y,_ ) を 計 算 す る ア ル ゴ リ ズ ム を 与 え る こ と と
等価な こ と で す 。  電子状態や原子配置から精度良

く あ る 物性値 を計算す る試み も こ れ に相当 し 、 計

算物理学の主要な研究テーマの一つです。 こ れは

(1 .3 )の部分です。

も う 一つの方向は 、豊富な情報量か ら な るデー

夕べー ス を 用 い て 、 知識や経験で知 り 得 た リ ー ド

物質 と呼ばれる物質を基軸 と し て 、  よ り 都 合の良

い物質へ と修正 ・ 改 良 を 図 る 方 法 で す 。 近 年 、 実
験デ一夕の精度向上と情報処理技術の高度化によ

っ て 、 物質の探索が可能にな り 、 新 し ぃ 薬の創製

などの分野で実用化されっつあります。  リ ー ド物

質を出発点にす る こ と は 、 合成が可能で容易に作

れ そ う と ぃ う 点 か ら リ ス ク は 小 さ い の で す が 、 反

対に性質を飛躍的に向上する期待 も小 さ く な り ま

す。 こ れ は 図 1 で 言 え ば 合 成 で き る こ と に 重 き を

置 き 、  デザ イ ン の目標か ら見 る と 随分妥協 し た方

法となっています 。

物質のデザインで重要な課題は ( 1 .3 ) ( 1 .4 ) と ( 2. 1 )

( 2 . 2 )の 4つです。何故なら、  これ らに よ って実質的

にデザ イ ン の目標に到達で き る か ら です 。  デ ザ イ

ンの研究課題を示した図 1のお蔭で、  従来では分

離しがちであった基礎研究と開発研究が繋がった

のでは ないで し ょ う か 。  ま た 、物質デザイ ンの研

究管理者は、  自分の所で行われている研究の進捗

状況を、  デザイン全体から鳥 l癌文できるのではなぃ

で し ょ う か 。

次の節では ( 1 . 4 ) に フ ォー カスした説明をします。

現在、  他の課題を含め、  詳細を記述した論文を準

備しています 。  こ の 中 で 、 現 在 ( 1 .3 ) を 構成で き る

産業領域を明らかにし 、 ( 2. 1 ) と こ の 解 説 で 述べ る

方法 とはかな り違つた方法で ( 1 .4 ) を 展開していま

す。

3.  僅 か な パ ラ メ ー タが機能を効率的に増大する

デ ザ イ ン 関 数 を 最 大 と す る よ う に 物 質 パ ラ メ ー

夕を動かす仕掛けを簡単化して説明します。前述

し た よ う に 、 全 て の 物 質 パ ラ メ 一 夕 を 自 由 に 動 か

す こ と は で き ま せ ん 。 そ こ で 、  デ ザ イ ン 関 数 を 最

大にするのに支配的な少数の物質パラ メ一夕を選

択す る と い う 戦 略 を取 る こ と に し ま す 。

この戦略は 、  デ ザ イ ン 関 数 vが し ば し ば 図 2 の

よ う に 分解で き る こ と を 利用 し ます 。  (分解の手順

は[2 ] を参照下さい )。 例えば、 非負の関数 ,lI)に よ り
V (X,y, _ ) =V11'(X) '1Z1)(X,y, _ )

と分解します。  こ こ でv* (x)は x を固定して得られ
る vの最大値です 。現在の物質パ ラ メー タで獲得
でき得るデザイン関数の上限は v* で与えられ xを
如何に動かすかにかかっています。 xを固定した と

き 、 他 の 物 質 パ ラ メ ー タ を 如何に動か し て も デザ

イン関数の値はv* (x) を 越 え る こ と が で き ません 。
こ の と き〇は最大値 v* (x) に 対 す る 他 の パ ラ メ ー タ
の達成度合を表し,1z1) = 1 で最大となります (図 2 ) 。 ま
た、  既存の物質に対して、  ( v*,,1z1) ) の 値を求める こ
とで 、 v''二(x) の値から x を固定してどれだけ大き く
なれるか 、 0の値から v* (x) か ら どれだけ離れてい
る か を 評 価 す る こ と が で き ま す 。  vを効率的に増
大 させ るには 、 v* (x) を v'方向(xパ ラ メ ー タ ) 、 他
の パ ラ メ ー 夕 を 〇 方 向 に 動 か す と い っ た 方 法 が 獲

得されます。

個々の物質パ ラ メ 一 夕を自由に動かすのは制限
から困難なのですが、  こ の よ う にv*方向、 (:1)方向
を 取 る こ と で 、 実 質 的 に パ ラ メ ー タ 数 を 少 な く で

き、  また制限の状況に適応してパ ラ メ 一 夕の種類
を選択できます。  こ の よ う に 少 数 の物質パ ラ メ ー

夕 を 選 ぶ こ と に よ っ て 、  デザイン関数を効率的に

増大 さ せ る 、 つ ま り 一 気 に 性 能向上 さ せ る こ と が

できます。

1 0

図 2  デザ イ ン・関数の分解 と パ ラ メ ー タの動かし方

4. お わ り に

物質の機能を飛躍的に向上させるためのデザイ

ン方法を考えて き ま し た 。 豊富なデザ イ ン関数を

用意で き る な ら 、 知識や経験の豊富な専門家に よ

る試行錯誤を行わず と も 、  極限まで機能を向上さ

せた物質をデザ イ ンで き る と 考えてい ます 。  こ こ

に紹介した方法は、  物質のデザ イ ン に限 らず 、  広

範な分野に横断して適用できると考えています。

補足と参考文献

[ 1 ] 唐津一 : 「ものづ く り懇談会」提言 ; 2 0 0 0

(http://www.kantei.go.jp/jp/monodukuri/)

[ 2 ] K .〇h t a w a r a , S . S h i m o g a w a , K . S h i n j o : A  Design Theory

o f  MaterialSystems,(submitted)

[ 3 ] 新上和正 :横断するデザイン ーど ん な モ ノ が ブ レ イ ク

するか ?-; 第 1 1 回 N E C  HPC研究会2000
[ 4 ] 下川信祐 ,新上和正 ,大田原一成 :モノと人の関係によ

る デ ザ イ ン 戦 略 ど ん な モ ノ が ブ レ イ ク し て ゆ く の

か ? ; 情 報 通 信 ネ ッ ト ワ ー クの新しぃ性能評価シンポ
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研究動向紹介

学習の しかたを学習するーメ タ学習と神経修飾物質一

Leaming How to Learn:Metalearning a n d  Neuromodulators

人間の適応的な行動は、  脳の各部の学習の進み方を 自己調節する  「 メ タ 学習」
の メ カ ニ ズ ム に 支 え ら れ て ぃ る と 考 え ら れ ま す 。 そ こ で 私 た ち は 、 脳 の メ タ 学

習を担う様々な物質系の働きを数理的にモデル化し 、  学習ロボ ッ  ト や 適応工一

ジ ェ ン トへの応用をめざしています。

Highly adaptive behaviors of humans are based on the brain's mechanism of

"metalearning , ' b y  whichlearning of brain modules are coordinated. We have

proposed a computationalmodelof the roles of neuromodulators in metalearning

and are going to apply the mechanism tolearning robots and adaptive agents.

1 , 脳 と ロ ボ ッ  トの学習を可能にするもの

「自 分 で 学 習 す る ロ ボ ッ ト」 と 言 えば 、  ひ と 昔
前 までは sF的な世界の話であった。  しかし、  限定
的 と は い え 学 習 機 能 を 組 み 込 ん だ ぺ ッ ト ロ ボ ッ ト

が商品化 さ れ る な ど 、  自 分 で 学 習 す る ロ ボ ッ ト の

実現ももはや夢ではなくな りっつある。

筆者自身もこれまで 、  ATR人間情報通信研究所、

科学技術振興事業団(以下、 J S T ) E RAT〇プロジェク

トとぃう恵まれた研究環境のなかで、月 l f iの行動学

習機構のモデル化と実験、  ロ ボ ッ ト の 行 動 学習 の

アルゴリズムの開発と実験を並行して進めて来た。

そのなかで、  小月l21、 大月l1l1基底核と大月lfi皮質の学習
アルゴ リズムに応じた機能分化と統合の理論の構

築 ' ' '、 試行錯誤に基づく行動学習の枠組みである
「強化学習」 の新たなアルゴ リズムの開発、  そ れ ら
を応用した 「転んでも自分で起き上がる」 方法を
自 分 で 学 習 す る ロ ボ ッ ト ( 図 1 ) ' 2 ' と ぃ っ た 成 果 を 生
みだして来た 。  し か し 、 そ こ に は ま だ大 き く 欠 け

て い る も の が あ る 。

2 .  メ タ学習と神経修飾物質

一般に学習システムは 、  その入出力特性を決め

る 多 く の パ ラ メ 夕 に 加 え て 、 そ れ ら の 変 化 の し か

たを左右する  「メ 夕 パ ラ メ タ」 を持つ。学習が適
切に進むために必要な メ 夕 パ ラ メ 夕 の設定は 、 学

習課題や環境条件に依存して変化する。  その設定

は多 くの場合 、  開発者の試行錯誤によ り決められ

て お り 、  こ れ が 、  研究室レベルでは成功を収めて

い る 学 習 ロ ポ ッ  ト が 、  世の中に出て行けない最大

(株 )国際電気通信基礎技術研究所

先端情報科学研究部

科学技術振興事業団

CREST 「脳を創る」 研究チーム代表
銅谷  賢治

の原因になっている。

一方、  われわれの脳は、  そ の 学 習 の メ 夕 パ ラ メ

タ を 誰 か に 外 か ら 調 節 し て も ら わ な く て も 、 未 知

の環境のも とで様々な行動を自律的に学習するこ

とが可能である 。つま り月1111 に は 、 基本的な学習機

構 に 加 え て 、 そ の 学 習 の メ 夕 パ ラ メ タ を 自 己 調 節

す る 「メ 夕 学習」 の機構が備わっていると考えられ
る。

月1ま1に お け る メ タ 学 習 の 担 い 手 と し て 、  図 2 の よ

う に 、  月111幹から脳の各部に投射する  「神経修飾物
質系」 が考え られ る 。 その代表的な ものに 、  ドー
パ ミ ン 、 セ ロ ト ニ ン 、  ノ ル ア ド レ ナ リ ン 、  ア セ チ

ル コ リ ン な ど が あ る 。  これらは、月lfi幹の小 さな神

経核から脳の広範な部位に向けて送られる 。  その

効果も、持続的かっ複雑なものが多い。

近年、分子生物学的な実験手法の発達によ り 、

これらの神経修飾物質やその受容体の月l当内分布や、

その細胞や分子レベルでの作用に関するデー タ は

膨大に得 ら れ て い る 。  し か し 、  これらの物質の特

性や相互作用は非常に複雑なため、  単 に 実 験 デー

夕の集積だけから 、  それ らの機能を明 らかにす る

こ とは困難である 。

3 .  行動学の理論による神経修飾物質系のモデル

そ こ でわれわれは 、  神経修飾物質系の行動上の

役割を 、 それ ら の特性に関す る実験デー タ と 、 行

動 学 習 の メ 夕 パ ラ メ タ に 関 し て 理 論 的 に 予 測 さ れ

る 特 性 と を 照 ら し 合 わ せ る こ と に よ り 、 統 一 的 に

説明するモデルを提唱し '3 '、 その検証に向けた研究

図 1 頭の高さを報酬信号と  してロポッ  トが学習により獲得した起立運動パタ ー ン
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図 2  代表的な神経修飾物質系

黒質緻密部(SNc)と腹側被畫野(VTA)の ドーパ ミ  ン系

背側逢線核(DR )のセロトニン系

青斑核 ( L C ) の ノルアドレナリン系

中隔核( S ) とマイネルト核 (M )のァセチルコ リ ン 系

を進めている。

ダ イ ナ ミ ッ ク な環境での行動学習では 、  あ る 状

態である行動を取つた時 、  す ぐ に 得 ら れ る 報 酬 だ

け で な く 、  その先予測される報酬の増減をを も と

に行動を決定する こ と が重要であ る 。実際 、  中脳

の ドーパ ミ ン 性 の細胞は 、  報酬の予測値の増減に

応じた応答をする こ と が知 られてい る 。

ま た 、 報酬予測に も と づ く 学習では 、  どれだけ

先の報酬まで予測するか と ぃ うのが非常に重要な

要素である。  その時間スケー ルが短い と 、  場あた

り 的 、 衝 動 的 な 行 動 が 学 習 さ れ て し ま う 。 最 近 、

プ ロ ザ ッ ク に 代 表 さ れ る よ う な セ ロ ト ニ ン を 増 強

す る薬が 、  う っ病や拒食症な どに効果的であ る と

い う こ と で 注 目 を 集 め て い る 。 セ ロ ト ニ ン 系 の 作

用は非常に複雑だが、  それらは報酬予測の時間ス

ケー ル と い う 観点か ら統一的に説明で き る可能性

がある 。

さ ら に 探索的な学習では 、  これまでの経験の範

囲で最 も 良 い と 思 わ れ る 行動 を 取 る か 、  ラ ン ダ ム

に新た な行動 を試 し てみ る か と ぃ う 選択 も 重要で

あ る 。 最 近 ノ ル ア ド レ ナ リ ン 系 が 、 行 動 選択 の ラ

ン ダ ム さ を 制 御 し て い る と い う こ と を 示 唆 す る 実

験結果が得られている 。

こ の よ う な 、 行 動 学 習 ア ル ゴ リ ズ ム に お け る メ

タ パ ラ メ 夕 の役割 と 、 神 経修飾物質系に関す る実

験的知見との対照をも とに 、われわれは 、

1 ) ドーパミン系は報酬の予測値の増減を、

2 ) セロ トニン系は報酬予測の時間スケールを、

3 ) ノルアドレナ リン系は行動選択のランダムさを 、

4 ) アセチルコリン系は学習の速度を、

そ れぞれ表現 し制御 し て い る と い う 仮 説 を提案 し

て い る l3']。

4. 人間の行動と学習の理解に向けて

以上は、 J STの戦略的基礎研究推進事業(CREsT)、
「脳 を創 る」 の研究提案の基本コンセプ トであ り 、
実際に19 9 9年1 1月から、  J S T と A T Rの共同研究と

い う 形 で 、 そ の 検証 と 拡 張 に向 け た プ ロ ジ ェ ク ト

が 走 り 始 め て い る 。 研 究 チー ム に は 、 早 稲田大 、

奈良先端大の学習理論の研究グルー プ、  群馬大の

ラ ッ ト 海 馬 の研究 グ ルー プ、北大のサルの前頭前

野の研究グルー プ、 広島大精神科のうっ病の研究

グルー プが加わ り 、理論から動物 、人間 、  ロ ボ ッ

ト ま で を対象に 、  メ タ 学 習 の メ カ ニ ズ ム を 探 る と

い う計画である 。

A T Rでも 、視聴覚機構研究所、人間情報通信研

究所 と 続 い た一連の研究で 、 視覚 、 聴覚 、 発話 、

表情など 、  人間の情報処理の出入り口の部分に関

する理解は大き く進んだ。残された大きな課題は、

人間の情報処理のコアの部分の理解であろ う 。昨

今の I T応用の急速な進展は、  単 に い つ で も ど こ で

も高画質高音質でわれわれの目や耳を楽しませて

く れ る と い う だ け で な く 、 各 個 人 の 行動様式や思

考パ タ ー ン自体を も変化 させ るほ どの強力な イ ン

バ ク ト を 持 つ て い る 。

例えば 、  テ ク ノ ロ ジー と社会の急速な変化は、

遠い将来の予測を無意味なもの と し 、携帯情報端

末の普及は 、知識の集積や熟考よ り も 、 即断即決

が重視 され る状況を生んでい る 。  いわば 、  上に述

べた報酬予測の時間スケ ー ル を短 く 設定 さ せ る よ

う な プ レ ッ シ ャーが強力に働いているのである。

こ れ か ら 、  本当に人間を豊かにする I T ア プ リ ケ

一シ ョ ンを生むには 、人間の意志決定と行動学習

における月 l当のメカニズムの理解が鍵になるであろ

う 。逆にその理解なしには 、 I T 製品の 、1監用によっ
て 、 サ イ バーハザー ド と で も呼ぶべき人格破壤が

近い将来社会間題化 し な い と も 限 ら な い。 A T R で

も新たな枠組みが模索される中で 、  われわれの研

究が、 A T Rでの人間の本質に追るべき研究の展開

への先鞭をっけるものになるこ とを期待している 。
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ATR Mono1ogue(16) -

接頭語考 ( その 2 )

ー コンシンの薦め一

(株) 国際電気通信基礎技術研究所

研究開発本部 顧問  葉原耕平

す こ  し言葉のお遊びにな り ますが、 前回に引き続いて接頭語にまっわる話を  します。

① 「コ ミ ュニケー ション」 と は ?
皆さん普段何気な く  「 コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン」 と い う 言 葉 を使つ てい ますね 。  A T R は全体がコ ミ ュ ニ ケー
シ ョンを標榜していますから 、一番大切な言葉の一つです。  コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ンは大抵は話をした り手紙

や E-m a i 1 をやり取りして情報交換をする、そうぃ う こ とを指しています。そして英語の c o m m u n i c a t i o n に相
当する日本語は 「通信」 です。 ところで、英語の動詞c o mm u n i c a t eは例えば〇x f o r d辞典によれば“ t o  make

common to many '' とあります。私にはc omm u n i c a t e とは 「共通化に向けてのプロセス、努力」 で 、表面的現
象のおしゃべ り ゃ情報のや り取 り その もの とはち ょ っ と違 う ょ う に思え ます 。 「おしゃべり 」 は結果が 「共

通の認識」 に至るとぃ う意味で c o m m u n i c a t i o nになるのだと思います。  また 、共通認識 と ぃ う の も 、 「お互
い 違 う こ と を イ メ ー ジ し て い る ら し い。 全 く 同 じ 見解には な ら な い 、  な り え な い」 こ と を 「共通に認識」
す る と い う こ と も 含 む  ( む し ろ こち らが大事 )  と広義に解釈すべきであろ う 、  と思います。  こ と に 国際理

解のためにはそれぞれの考えゃ立場の違いをお互いに認識、  確認す る こ と が ま ず は大切だ と ぃ う こ と に 業

が る よ う に 思 い ま す 。

②接頭語  “con-'''
さてC o m-m u r,i c a t i o nには接頭語com 一がっいています 。
c o m 一は 表 に 示 し た よ う に 、  その次の文字に応じて c o - ,
co1-, c o n -, c o r一などと変化しますが、皆見弟分です。  com -
は ギ リ シ ャ 語 、  ラ テ ン語が も と で 、 英語で言えば w i t h と

かt o g e t h e rに相当する、  と ものの本には書いてあります。

いずれに し て も  「い っ し ょ に」 と ぃ う 意味 を持つてい ま
す。英語、仏語、独語ではそれぞれw i t h, a v e c , m i tなどで

C〇一

c〇l

con-cor-c om-

母青 , h , g nの前

1の前

b , h , 1 , p , r , w以外の子音の前

rの前

上記以外

すが、  スぺイン語 、  イタ リア語などでは c o n がそのまま日常語として使われます。

そ こ で 、  このcom一あるいはco n一を接頭語に持ついくっかの単語で具体的にそれらを見てみます。  例 え ば

con - fuse、 こ れ は ぃ っ し ょ に f u s e ( 注 ぐ ) す る こ と か ら  「困惑 させ る」 と な り 、 c o m-p o s eはいっしょにp o s e
( 置 く ) す る こ と か ら  「構成する」 とい う意味に、 c o n- f e r は と も に f e r ( 運 ぶ ) す る こ と か ら  「意見を持ちよ
る」 「相談する」 と な る 、  などなどです。他にも c o 1-1aboration、co-operation、cor-r e l a t i o nなどなど数え始め
れば切 り が あ り ま せ ん が 、 い ずれ も  「い っ し ょ に」 と か 「と も に」 と ぃ う ニ ュ ア ン ス で あ る こ と が 確 認 で
きます。

「 コ ミ ュ ニケー シ ョ ン」 に戻ります。欧米語の原義は私の持つイメ ー ジでは上に述べたよ うに 「共通化
に向けてのプロセス 、努力」 です 。それに対応して用いられる日本語の 「通信」 はしかし意味深長です。
通信 とは 「信」 を相手に 「通 じ さ せ る」 と書き、私には欧米語のc o mm u n i c a t i o n と全く同義であるとは思え
ません。 C omm u n i c a t i o nはプロセス、つまり討論 ( d e b a t e )  に通じ 、  「通信」 は
l 置;1更心誠意」 に 通 じ る 異i既 念 か も 知 れ ま せ ん。 こ つ い つ 言 語 細 訳 、 1又;1に番羽訳はな

かなか難しぃ、  とぃう共通認識に至る過程がcommu n i c a t i o nで、  何とか真意を分

か っ て欲 し ぃ と 誠 意 を尽 く し て 述べ て行 く の が 「通信」 なのかもしれません 。
そ う ぃ う こ と を 抜 き に し て 、 「communication」 = 「通信」 でお互いに分かったよ
う な気になるのはむしろ問題かもしれません。  少し脱線すれば日本語の 「通信」
の本質は 「通真」 かもしれません。
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③ も う一つの接頭語“syn- (sym- ) ”
con一やcom一 と似たものに “ s y n- (sym- ) ” が あ り ま す ( 次 が b ,  f ,  m , p な ど の場合 s y m- ) 。 いくっか代表
的なものを拾つて見ます。  S ym-b i o s i s (共生)、 s ym-m e t r y (対称、均衡 : m e t e rはギリシャ語で寸法の意味)、
sym-p a t h y (共感)、 s ym-p h o n y (音の一致から)、 s y n-c h r o n i z e (同期する)、 s y n-t h e s i s (合成)  などなどです。
syn一 も辞書ではw i t h 、  t o g e t h e rを意味するとあり、  建前ではcon一 と ほ とんど違いはないのかも しれません 。

しかし、私は s y n一の方がよ り一つのものに集約される 、合わ さって行 く 、  と ぃ う イ メ ー ジが強いよ う に思え

ます。 Synchron izeやこのテーマのきっかけ  (前回参照) のsynthes isはその典型です。

con一 の持つフイ ー リ ングを端的に表わす言葉の一つに c o- i n c i d e があ ります。辞書を引く と  「一致する」
と あ り ます 。では同じ 「一致」 を意味する a g r e e とはどう違うのでしょ うか。我々が科学技術論文を書く際、
例えば実験値が理論値とよく合致した、  とぃ う場合どちらを使えばいいでしょ うか。答えは a g r e e の方です。

なぜな ら 、  c o i n c i d eはたまたま一致した、  ま ぐれかも しれな ぃ 、  と い う 意味合いがあ るか らです 。  あ る い は

挨拶の場で 「た また まですが今日は〇〇の日に当た り ます」 な ど と 言 う の に  “Th i s  i s  on ly  a matter  o f
coincidence,but today is 〇〇.” とやるのにco i n c i d e n c eはびったりです。

そんなわけで、  適切な表現かど うか自信はありませんが、  con 一 と

い う のは図の左側の よ う に位相が ラ ンダ ムな ぃろいろな周波数成分

の寄 り集 ま った もの 、  そしてsy n一の方は図の右側のよ うに 、位相が

一致してピー ク を 作 る 、  と ぃ う ょ う な 感 じ が あ る よ う に 思 い ま す 。

も っ と平た く言えば 、 c o n一は まずは同 じ土俵に集 ま る こ と 、 そ し て

い ろ い ろ と 話 を し た り 議 論 す る こ と に 意 義 が あ る 、  それに対して

syn一は意見の一致を見た り 、 結果 と し て何か思い も ょ ら な ぃ 素晴 ら

し ぃ こ と が生 まれ る 、  そんな意味合いが含まれるよ うに私には思え

るのです。  S y n e r g yがそれを端的に表わしています。  皆 さ ん は ど う

お思いでしょ うか。この問題は議論を始めれば切りがありませんが、

紙数の関係で割愛します。

ラ ン ダ ム な 揺 ら ぎ

C〇N- S YN -

④様々 な集 ま り の 名前

さ て 、 世 の中の集 ま り に は 、  「コ ン グ レ ス」、 「 コンファレンス」、 「フ ォ ー ラ ム」、 「シ ン ポ ジ ウ ム」 や 「ワ
ー ク シ ョ ッ プ」 な どいろいろな名前が使われます 。実際はど う で も ぃい こ と で し ょ う が 、 本 当 の と こ ろ こ
れ ら が ど う 違 う の か 、 気に な る と ぃ えば な り ま す 。 半世紀 も前 “ D e r  Kongre13 t a n t z t (会議は踊る ) ”  と ぃ う

ド イ ッ映画があ り ま した 。率相メ ッテルニ ヒの時代の国際会議の舞台裏で毎夜繰り広げられた舞踏会を題

材にしたものだったよ うに覚えています。 「 コングレス 」  に は こ の よ う な 大 き な 国 際 会 議 の よ う な イ メ ー ジ

が あ る の で し ょ う が 、  「 コングレス」 と 「 コ ン フ ァ レ ン ス」 に国際法上の違いはないそうです。 「フ ォ ー ラ
ム」 は公開討論会、  そ し て 「ワー ク シ ョ ッ プ」 は 研究集会 と い う 感 じ で し ょ う が 、  こ こ で は あ ま り 詮索 し
な ぃ こ と に し ます 。

その代わり 、  一つだけsympo s i umに触れておきます。 かって私はある大変真面目なシンポジウムのプログ
ラ ム を見 て懇親会が仕組 まれていない よ う に思い 、  関係者に 「ど う して懇親会がなぃのか」 と 訊 ね た こ と
があ ります 。相手は最初私の質間の意味が分からなかったよ うです 。  も う ぃ ち ど直截に 「アルコー ルは出

なぃの ? 」  と聞きました。相手はいささかけげんな顔つきでした。実は s y m p o s i u mはギリシャ語に立ち戻る

と s y m と p o s i o nで構成され、後者は t o  d r i n k と い う意味をもっているそ うです。その結果、 s y m p o s i u m とい

う の は a  drinking t o g e t h e r と い う こ となのです。つま り 、広場に集まって酒を酌み交わし 、論談風発とぃ う

のが、  そ も そ も ギ リ シ ャ 時 代 の 「シ ン ポ ジ ウ ム」 で あ っ た よ う に 思 われ ま す 。 で す か ら 、 私 は少 な く と も
懇親会、  も っ と端的に言えばアルコールのない会議は  「シ ン ポ ジ ウ ム」 と ぃ う名前をっけないのが無難で
あ ろ う と 思 つ て い ま す 。

⑤ コンシンの薦め

樓々述べましたが、  コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン は c o n一に始まり s y n一に至る 。 それ

が大切では ないで し ょ う か 。  この c o n一 と s y n一を カ 夕 カ ナ読みす る と コ ン シ ン

で 、  これに無理や り漢字を当てはめれば 「懇親」 です 。ですか ら 、先々はバ
ーチ ャ ル ・ リ ア リ テ ィ で の パーテ ィ も あ り 得 る か も 知れ ま せ んが 、 差 し 向 き

は や は り フ ェ ー ス ・ ツ ー ・ フ ェー ス の シ ン ポ ジ ウ ム での アル コールを交えた

コ ンシンがお薦めなよ う な気がします 。  と い う ゎ けで今回は独 り楽 しむ ぃつ

ものコー ヒ ー カップの絵は前のペー ジに理しました 。
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短信

光台一丁目の交差点を、…

日本電信電話株式会社

コ ミュニケー ション科学基礎研究所主幹研究員

(前ATR音声翻訳通信研究所第四研究室室長)

横尾  昭 男  .

平成 1 2 年 3 月 1日  (水) 朝。 いつもの通 り 、  京奈和自動車道を精華学研インタ ーで降 り て 、  精華大通りを

西へ。 そして 、  光台一丁目の交差点を直進一一 いえ、  今日からは左;折して、N T T京阪奈ビルへ。

私は 、 3 月 1 日付けで A T R か ら出向元であ る N T Tへ復帰しました 。所属の研究グループは、  も と も と 横

須賀にいま したが 、平成 1 0 年 3 月にビルの完成 と と も に引つ越して き ま し た 。  A T R には平成 9年 8 月か ら 2

年7カ月間お世話になりました。復帰して半年以上経ちますが、 A T Rでの数多くのことが記憶にまだ鮮明に

残つています。

「高度音声-翻訳通信システムの基盤技術の確立」 を目的とするA T R音声翻訳通信研究所にあって、  第四

研究室は、 発話状況などの管理技術、  青声処理と言語処理の各要素を有機的に結合する音声言語統合処理

技術の確立をミ ッシ ョン と していました 。音声細訳技術の実現可能性を示すための一つとして 、平成 1 1年 7

月に 「c-sTAR青声翻訳国際共同実験」 を ァ メ リ カ 、  ド イ ッ 、 韓国 、  イ 夕 リ ア 、  フ ラ ン スの研究機関 、そ し
て日本のATR音声翻訳通信研究所が共同で開催しました。  ATRでは日米独韓を接続した青声番羽訳実験など

を行い 、研究成果を広 く ァ ピー ルするこ とができました 。 この実験の実施にあたっては 、各国の研究機関

の協力が不可欠でした。

コ ン ソ ー シ ア ム のパー ト ナー - ミ ー テ ィ ン グ に 参加 し て 、  どの よ う な演出で実験を行 う か議論 し た り 、
ア ジ ア ・ ア メ リ カ ・ ヨ ー ロ ッ パ と時差のあ る国の間で 、  ど の よ う に し て試験を進めてい く かの調整を し た

り 、 普通の研究交流では経験で きない 、本当に責重な経験をす る こ と がで き ま し た 。  この実験の成功は、

携わ っ た方々の総力の結集に よ る も の で あ る こ と は 、 間 違い あ り ま せ ん 。 在職中にい ろ い ろ な こ と が あ り

ましたが 、  こ の c-sT A Rの共同実験は、私にとって最も印象に残つてぃるものの一つです。
この よ う な実験を成功させるためには 、やは り 、地道な研究活動が重要です 。以前 、 「『地の利 』を活用

し な さ い。」 と 言われた こ と が記憶に残つてい ます 。  A T Rには、  いろいろな専門分野の研究者がいます し 、

多くの技術が蓄積されています 。  ま た 、 デー タベー ス 、  ソ フ ト ゥ ェ ア 、 ハー ド ゥ ェ ア の 多 く の リ ソ ー ス が

あ り ます 。 研究を進めてい く上で 、  こ れ ら を 活 用 す る こ と は 有 効 で あ る こ と に 間 違 い あ り ま せ ん 。 ま た 、

京阪奈エ リ アには 、多 く の大学 、企業の研究機関があ り ます し 、  自然言語関連では 「けぃはんな研究会」

と ぃ う ネ ッ ト ヮー ク も あ り ま す 。 こ れ ら も 当 然 「地の利」 と ぃえる ものです。
そして 、  も う一つの 「地の利」、 物理的な 「地の利」 も活用 して も ら ぃ たい と思います 。私たち家族に と

って関西で暮らすのは初めてであ り 、  西日本をェ ン ジ ョ イ し た い と 思 つ て い ま し た 。  和歌山や琵琶湖方面

に家族でキ ャ ン ブに も 出かけ ま し た し 、 復帰 し て か ら ですが 、 淡路花博に も行つて き ま し た 。 遠 く に出か

け な く て も 、 京 都 、 奈 良 に は 、 訪 れ て み た い 場 所 が た く さ ん あ り ま す し 、 見 て み た い お 祭 り も た く さ ん あ

ります。 い ろ い ろ な と こ ろ に 出 か け て 、 心 と 身体 を リ フ レ ッ シ ュ す る こ と を お勧め し ま す 。

今年の1月に設立されたATR音声言語通信研究所は、  「知識利用型音声細訳通信の基礎研究」 を テーマ と

し て い ま す 。 こ の 新 し ぃ プ ロ ジ ェ ク ト で も 、 京 阪奈の 「地の利」、 い え ぃ え 、 全 地球的な 「地の利」 を活用

し て 、  大きな成果が生み出されるものと確信しています。

さ て 、  今日は、  光台一丁目の交差点を左折、 ではな く直進 して 、  A T Rにお邪魔し、  い ろ い ろ と 意 見交換

をす る こ と に な っ てい ます 。 「地の利」 は活かさな くては 。

14 A ITR Journa1 41号 AUTUMN 2000



「、 ATRは、  東京国際展示場 ( 東 京 ヒ ッ ク サ イ  ト )  で7月2 1  日か ら 8 月 6 日 ま で開催 さ れ た

一一 「21世紀夢の技術展」 に出展いたしました。

「2 1世紀夢の技術展」 は、 日本経済新聞社が主催し、  「技術が開
く 明 るい 2 1 世紀 ̃ 人間 と科学技術の調和を目指して ̃」 を テーマ と
し て 、 7 月 2 1 日か ら 8 月 6 日 までの 1 7 日間開催され 、延べ 1 1 2 万人

の来場者で賑わいました。

本技術展は 「環境保全」 「情報 ・ 通信」 「生命科学」 「字宙 ・ 海洋
開発」 「生活基盤」 の 5 ソ ゛ー ンか ら な り 、 そ れぞれの分野で 2 1 世紀
にどんな技術が開花して、  社会生活や産業をどのよ うに豊かにする

のか、 内外の企業や研究機関から幅広い提案 ・ 紹介を行いました。

A T Rは  「情報 ・ 通信」 ソ ' ー ンの中央に位置する主催者展示コーナ
に 『 近 未 来 の 生 活 と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 』 を テーマ と し て 情報 ・ 通

信技術の有用性とそれが生み出す豊かな未来を提示しました。

A T R コーナにも中国大使を始めとして多くの来場者が訪れて、研

究成果の一端をご覧いただ く こ と がで き ま した 。

【ATRからの出展】

知能映像通信研究所

音声翻訳通信研究所

人間情報通信研究所

環境適応通信研究所

M I C イ ン タ ラ ク テ ィ ブ ダ ン ス シ ス テ ム

C-MA P展示ガイ  ド シ ス テ ム .
携帯型音声翻訳システム .

A T R-CALL  (英語LR発音学習システム )
ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト  ( ど こ で も ね っ と )

一 ATRの展示と来場者一

音声翻訳システムに見入る中国大使

ATR Journa1 41号 AUTUMN 2000 15



r
11
文部省科学研究費補助金重点領域研究 (甘利俊一班、外山敬介班 ) 、特定領域研究 (丹治順班 )

の主催により 、 「高次脳機能の理解」 を主テーマ と し た 、 夏 の ワー ク シ ョ ッ プ 、 冬 の ワー ク シ ョ ッ プ

を総計 1 0 年間にわた り開催してきま した 。 このワー クシ ョ ップが若手研究者の教育と 、実験と理論

の研究者の間の意思疎通の改善に果たした役割は計り知れなぃものが有ります。  残念ながら 、  同様

の体制では運営を続けるこ とが困難とな り ま した 。  しかしながら、特定研究 (c) ( 通 称 ミ レ ニ ア ム プ
ロ ジ ェ ク ト 、 先 端 腦 、 代 表 : 井原康夫) を中心に、戦略的基礎研究脳を創る  ( 甘利俊一統括 ) 、  目
標達成型脳研究 (吉澤修治統括、東倉洋一統括、自井支期統括 ) などの科技庁系の大型プロジェ

ク ト 、  さらには理研の月11科学総合研究セン夕一などの協力の下に 、ボ ト ム ア ップで ワー ク シ ョ ッ プ

を維持運営し よ う と ぃ う 気運が盛 り上がって き ま した 。 こ う し て 、彦坂興秀代表を中心に 、下に示

します1 0人の『月111' と 心 の メ カ ニ ズ ム 』 ワー クシ ョ ップ委員会が編成されました 。

代 表 : 彦坂興秀
計画委員長 : 川人光男
実行委員長 : 塚田  稔
委 員 : 木村實 、鋼谷賢治 、田中啓治 、吉澤修治 、丹治順 、外山敬介 、 -日利俊一 (敬称略 )

その記念すべき第1回は、  8月 2 2日  (火)  - 8月 2 3日  (水) に、  京都ホテルルビ ノ堀川にて開催
されました。 「意識、注意、意志決定と予測」 を大テーマ と し 、  よ り 掘 り 下げた議論が行われる こ と

を狙い 、それぞれを相互に深く関わ りのある 3つのセッシ ョ ンに分割して行われました 。

セ ッ シ ョ ン 1 は 、 「予測と心的操作」 と 題 し 、 銅 谷 賢 治 ( A T R-I ) 、 乾 敏 郎 先 生 ( 京 都 大 学 ) 、 本 田
学先生 (生理学研究所 )  に 、予測 と見まね 、  メ ン タ ル シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 、  メ ン 夕 ル モー タ ー イマジ

ェ リ ーについて、  ご講演いただきました。

セ ッ シ ョ ン 2 は 、 「意識と注意」 をテーマに、板倉昭二先生 (大分県立看護科学大学 ) 、芋阪直行

先生 (京都大学 ) 、國吉康夫先生 (電子技術総合研究所 )  に、類人據の自己意識、視覚的意識 ・ 注

意、  ロ ボ ッ ト の 意 識 ・ 意志に関する最新研究成果を紹介いただきました。生物学的、工学的立場か

らの意識にっいて 、  会場内で白熱した議論が戦わされました。

セ ッ シ ョ ン 3 は 、 「動機と行動決定」 にっいて、彦坂興秀先生 (順天堂大学 ) 、  虫明元先生 ( 東 北

大学 ) 、谷淳先生 (理化学研究所 )  に 、 それぞれ実験デー タや計算モデルを交えながら 、様々な角

度からの取り組みをご紹介いただきました 。

参加者は、総勢 1 6 0 名を越すものとな り 、長時間にもかかわらず熱気にあふれた活発な討論が繰

り広げられました 。

また、  冬のワー ク シ ョ ツ プは 「Population Coding&Stat i s t ica l In ference」 を大テーマ と し 、  現在プ
ロ グ ラ ム を作成中です 。 ポ ス タ ーセ ッ シ ョ ン を 加 え る こ と で 、  より若手の参加を期待したぃと考え

ています 。以前 と比較して 、資金 ・ 運営面で多少の困難はあるものの、  こ の ワー ク シ ョ ッ プ が 今 後

の日本のシステムレベルの神経科学の発展に貢献し、  理論と実験研究の協力体制を築き、  最終的に

は日本の1111111科学を推進する と ぃ う大切な役割の一端を担つている と考え 、  少な く と も 今後 5 年 間は

継続してゆきたいと考えています 。

その副次的効果として、異なる種類のプロジェク トの交流が促進され、研究分野の風通しが良く

なり、学際的研究の活発化、若手の育成に結びっくことを期待します。
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l一一 S IGGRAPH2000に参加してきました。 Emerging Technology (技術展示) では、  目本の活
躍が目覚しく、ATR知能映像通信研究所としても世界にァピールができました。

sI GGRAPHは、 毎年、 ア メ  リ カ で 開 催 さ れ る コ ン ピ ュ 一 夕 グ ラ フ イ  ッ クスの分野における世界最大の国
際会議で、例年、 5万人規模の参加者が集ります。今年は、 7月にニュー オリンズのConven t i o n  Cen t e rで開

催され 、論文発表、パネルデイ ス カ ッ シ ョ ン 、  チュー トリアル、Exh ib i t i on、E lec t ron i c  Thea te r等の多くの催

しが行われました。

Emerging Techno1ogy(技術展示) には、 2 6件中1 1件が日本からの出展で、A T R知能映像通信研究所とし

て、 6件が採択されました 。 "Networked Theater",'Augmented Groove", fMagic Book '  ( ワ シ ン ト ン大 との共同

研究 ) , C Y P E R ' 、 " I N  the Muu","4+4F ingers  Direct Manipulation Environment with Force Feedback" (束工大と

の共同展示) で、  そのうちの 4件がMA CW e e k に紹介されました。

今回は、Emerg i ng  Techno1o g y中心に調査をしましたが、 イ ン 夕 フ ェー ス と し て の 新 し ぃ コ ン セ プ ト と し

て興味を持つたものは、  阪大の 'A c t i v e C u v e "である。立方体の積み木を組み合わせていくことで、  その形状

を コンピ ュ一夕上のデイ ス プ レ イ に リ ア ル夕 イ ム で表示 し 、  各キューブがセンサ機能、  光 、 音 、 動 き の 機

能を持ち、  相互の連係で動作します。立体ディスプレイ関連では、実空間と仮想空間を融合した見せ方の

眼鏡なし立体デイ スプ レ イが 2 件あ り ま し た 。 "Augmented G r o o v e "以外に、音と映像表現の組み合せによる

展示が 2 件 あ り ま し た が 、  意図 し て い る も の が伝わ っ て き ま

せんでした 。  ホ ロ グ ラ ム の展示は 、  目を見張る品質であ り 、

視野の範囲の広さが特徴的でした。  全体を通しては、  日本の

展 示 の ア ク テ ィ ビ テ ィ が 高 い こ と が 印 象 と し て 残 り ま し た 。

"Augmented G r o o v e "の展示模様 (会場が暗かったためにうま

く 撮れ ませんで し た )  を掲載 させていただ き ます 。

また 、パネルの企画開催が A T R と し て採択されま して 、  中

津社長の企画、司会による"Exp l o r i n g  N ew  Roles for Interactive

VirtualCharacters'のテーマで、  5 名 の パ ネ ラ ーによる発表が行

われ 、  活発な質疑討論が行われました。

e特許紹介

ATR環境適応通信研究所 特許第3091453号 ( 平成 1 2年 7月  21 日)

発明者 : 野崎正典 、川合  誠

今 ま で の ア ド ホ ッ ク 無 線 ネ ッ  ト ワ ー ク におけ るルーチ ン グ

方法は 、各モバ イルホ ス ト ス テー ションの送信電力が常に一

定であるために 、  ルー ト 検 出 機 構 で タ イ ム ア ウ ト に よ るェラ
ーが発生する可能性があり 、  ま た そ れ ら の ス テ ー シ ョ ン の消

費電力を抑える こ とは困難 と されていた 。

本発明では、  ルー ト検出の際にェラ ーパ ケ ッ ト を 受 信 し た
と き は 、  自局の無線機の送信電力レベルを上昇させることに

よ っ て自局のカバーエ リ ア を増大 させてルー ト リ ク ェ ス ト の

パ ケ ッ ト を 再 送 信 し 、  ルー ト リ ク ェ ス ト の パ ケ ッ ト の 再 送 信

後にェ ラ ーパ ケ ッ ト を 受 信 し た と き は 、  自局の無線機に近い
中継局から順次送信電力を上昇させるこ とによ り中継局のカ

バーエ リ ア を増大させてルー ト リ ク ェス ト を再送信している 。

この発明によれば、  ルー ト検出時のェ ラ一発生率を下げる

こ と がで き る と と も に 、 消費電力の低減が可能 と な る 。

第1の真燒形繼

モパ イルホ ス ト ス テー シ
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t 2 0 0 0年 5月 1  日 ̃ 4 日 、  ミ ュ ンへン郊外のクロスターゼーオンで開催された音声生成国際セ ミ ナーの第3日目に、A T Rシンポジウム 「音声の進化」 を ミ ュ ンへン大学と共催で行い
ま し た 。

われわれの話すこ  と ば が 、  動物の間で行われている情報交換と  どのよ  う な類似点があって、  われわれの

こ と ばが成立する過程においてどの よ う な進化の道筋をたど る こ と がで き るのかは 、  だれもが興味を持つ

こ とではなぃでし ょ うか 。人間のこ とばと多 くの共通点を持つ発音行動は、人間とは系統のへだたった小

鳥にみ られ ますが 、  人類近縁の種である類人猿では、  かなりの言語能力を持ちながら発音行動にはなはだ

乏し ぃ と ぃ う 落差がみられます 。一方 、われわれ自身は 、情報交換 とい う必要をはるかに超えて 、無聞な

発音行動を行つている よ う に もみえ ます 。人間のか らだの何処かに 、その よ う な行動を余儀な くす る仕組

みが あ る か ら な の で し ょ う か 。  も し そ う な らば 、 その仕組みは何処にあって 、  ど の よ う に進化 し て き たの

で し ょ う か 。

2 0 0 0年 5月 1日から 4日までの 4日間、  ミ ュ ンへ ン郊外の山間にある避
暑 地 で 第 5 回 音 声 生 成 国 際 セ ミ ナ ー ( T h e 5 t h  S e m i n a r  o n  Speech
Product ion:Models  and Data) が開催されました 。その第 3日目に 、  ミ ュ

ンへ ン大学 との共催で 、 A T R シ ンポジ ウム  「青声の進化」 の講演が行わ
れました。  こ の シ ン ポ ジ ウ ム では 、  形態進化と音声との関係を中心テー

マ と し て 、  ネァンデル夕一ル人の頭,i'i'i発 達 ( フ ラ ン ス パ リ 人 類 博 物 館 の
J-L. He im博士)、  ネァンデル夕一ル人の音声生成能力 ( フ ラ ン ス I C P の
L-J . B o e 博士ほか ) 、 整長類音声の音響的 ・行動的特性 ( ア メ リ カ コー ネ
ル大のM.〇w r e n博士 )、  ヒ ト と チ ン パ ン ジーの舌筋の構造 ( A T R-I 竹 本
研究員 ) 、 舌の生理機能の進化 ( オ ラ ンダブル ッセル大の D. Demo l i n博

士) の5つの講演が行われました。 いずれ も新 し く 珍 し ぃ テーマであっ

たため 、  「音声の進化」 のシンポジウムは大変に好評を博して 、  参加者
から多くの賛辞が寄せられました 。  ネァンデル夕一ル人骨が始めて発見

された国 ド イ ッ をたずねて 、夢のふ く らむ一日でした 。

e特許紹介

Dr. Joe Perke1l(M IT)撮影

ATR人間情報通信研究所 特許第3069058号 ( 平成 1 2年 5月  1 9日 )

発明者 : フェ リ ッ ク ス ゲ ル ズ 、 フーゴ デ ガ リ ス 、 邊 見 均

月111神経系の特徴を生かした情報処理モデルと  して= ユー ラ ル ネ ッ  ト が 幅広い分野で利用 されてい る
が、  その特徴の一つである柔軟性 ・ 可塑性を最大限実現するためにほとんどの場合、  実装はプ ロ グ ラ ム

で行 なわれ る こ と が 多 か っ た 。  反面、  この実装法では月lメ'1神経系の

も う一つの特徴である超並列動作を行なえない、  ニュ ー ロ ン 数に

おいて も実際の脳ほ どの大規模なネ ッ ト ワー ク を 構築す る と 動作

が非常に遅くなるなどの問題があった。

そこでこの発明に先行する発明で、  セ ル ラ オ ー ト マ ト ン (cA )上
でニュー ラ ル ネ ッ ト を 発 生 、 成 長 、 進 化 さ せ る こ と で 柔 軟 性 ・ 可

塑性を損なわずに大規模で超並列にネ ッ ト ワ ー ク を 実装 ・ 動作 さ

せる方法を提案した。

本発明ではさ らに 、  cA中の各セルの状態表現を隣接セル各々に
対し公開する部分と周囲のセルには全 く公開しない部分とに分け

る こ と に よ って 、 C A セルの状態更新時に参照しなければな らな ぃ

パ ラ メ 一夕数 を減 ら し 、  状態更新ルールを簡単化させている。

本発明によ り 、 cA上のニュー ラ ルネ ッ ト を簡単な電子回路に よ
り 実 装 す る こ と が で き 、 非 常 に 大 規 模 ・ 高 速 で 、 か っ柔 軟 な ネ ッ

ト ワー ク を コ ンパ ク ト な装置で実現する こ と が可能にな る 。
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この号よりATRの外国人研究員支援グループ (SH IEN) の日常を連載していく  こ と と な り

ました。  私たちが、  母国を離れ気候や習慣の異なる日本で暮らす外国人研究員と触れあい

奮闘してい くなかで 、  感じたこ と悩んだこ とを綴つていきます。

ス イ ス の シ ン ク タ ン ク I M D' の世界競争力ランキング 2 0 0 0 年版による と 、  「外国人の雇用がしやすぃか」
と い う 項目で日本は 4 7 カ 国中最下位だそ う です 。 こ の こ と は 、残念な こ と ですが 、  日本人にとって日本で

働く外国の人々はまだまだ特別な存在であるこ と 、  また同時に、外国の人々にとっても  「日本 で 働 く こ と」
に私たちが想像する以上の壁があることを示すものでしょ う 。

ATRでは短期から長期雇用者まで常時70人前後の外国人研究員がいます。  SH I ENは外国人研究員とその

家族を支援する専門グループ と し て 、  ビザ手続に始まり、  到着時の宿舎説明や買い物の付き添い、  入社オ

リェ ン テ ー シ ョ ン 、  日本滞在に必要な各種法手続のサポー ト 、多種多様な相談事の相談窓口、そしてA T R
を退社し日本を離れるまでのサポー ト を一貫して行つています。  その存在が、  海外から来る側と迎える側、

両者の安心材料とな り 、  「外国人の雇用」 が少しでも自然に成 り立つてい くための一つの役割を担つていけ
れ ば一一 と 思つています 。今回は 、  初出動日の社内手続を通して日本の習慣に触れる彼らをどのよ うにサ
ポー ト し て い る か 、  その一端を紹介します。

日本には名前に  「フ リ ガ ナ」 を振る習慣があります。  名前の読み方は様々で、 予想もっかない読み方も
あるので便利な習慣ですが、  海外にはないものです。  sH I E Nが行う入社オリェ ン テ ー シ ョ ン で は 、  「お名前
の発音を確認 させ て下 さ い」 と研究員一人一人に直接尋ねます。 「レですか?レーですか ? 」 「チ ン で す
か ? ツ ィ ン で す か ? 」 な ど な ど 。  ま し て や 「ア と ェの中間」 など日本語にない発青になる と苦労します 。
そ こ ま で し て フ リ ガ ナ を 無 理 に 振 ら な く て も 、  と 思 わ れ る か も し れ ま せ ん が 、 社内の書類 、 銀行や役所の

手続などフ リガナの出番は意外に多いのです。社内手続でい う と 、  A T Rの給与支払いは銀行振込を原則と

してお り 、外国人も もちろん例外ではあ り ません 。そ こで日本の銀行に口座を開 くため 、  申込用紙のフリ

ガナ欄に記入が必要とな り ます 。その と き外国語故の微妙な発音の差違から社内と銀行で少しでもフ リガ

ナが違 う と 、 別人 と さ れ て し ま う の で注意を し な ければな り ま せん 。 そ のため 、 予めそ う ぃ う 日本の習慣

や日本語にはない発音が あ る こ と を 説明 し 、 そ う す る こ と で 物事が ス ム ー ズ に 進 み そ う な ら 、 わ ざ と 日 本

語的な発音 を聞い て も ら い 「こ れは ど う ですか ? 」  と尋ねた り も し ます 。逆に日本で何年間か暮らしてき
た人に 「私の名前は〇〇 (日本語的な発音 ) でお願いします」 と 言 われた ケー ス も あ り ま し た 。 そ れ が一
番確実で手つ取 り早い と ぃ う のです 。

フ リ ガナの他に も 、 姓 と名の順番の問題があ り ます 。 母国の習慣通 り に 「名 ・ 姓」 で銀行口座を開き、
公共料金を 「姓 ・ 名」 で申込み、  口座振替の手続を行つたら登録できずに、結局 「姓 ・ 名」 で新しぃ口座
を開いた、  なんてい う話も実際の体験談としてあ り ま した 。

「日本で暮ら し てい く う ちに様々な場面で名前を尋ねら
れ る で し ょ う 。  その時母国語の発音をして  「えっ??」 と 聞
き 返 さ れ た ら 、  〇〇 とい う 発音な ら日本人は聞 き取 りやす

いですょ」  と 一 言 ア ド バ イ ス を す る こ と も あ り ま す 。  もち

ろ ん 、  その人が実際に自分の名前を日本語的に発音するか

どうかはその人次第です。  ただ 、  日本にはどんな習慣があ

り ど ん な 場面に遭遇す る か と い う こ と を 前 も っ て 伝 え て お

く こ と で 、  日本で暮 らす 「と ま ど い」 を減らす手助けにな
る と 思つ てい ます 。

それは、 .少し く ら ぃ 本来 とは違 う発音で も気にせずどん

ど ん  「〇〇さん、  こんにちは ! !」 と 名前を呼びかけあ う こ
と で 、  コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン が 始 ま る と 思 う か ら で す 。

SHIEN 辰已真起子 入社オ リエンテー ションの模様

1 IntemationalInstitute for Management Deve1opment

ATR Tourna1 41号 AUTUMN 2000 19



e学研都市あれこれ

株式会社キネッ  ト

株式会社キネッ  ト は 、  関西文化学術研究都市を網羅するケーブルテレビ会社です。 精華町

光台の中心部にある、  大きなパラボラァンテナが特徴のオフィスを訪ね、  代表取締役常務

の野木さんにお話を伺いました。

◆キネッ  トについて教えて下さい。

キネッ トは 、 K a n s a i  Science City I n for m ation N e t w o r kの略です。名前の通り、関西文化学術研究都市のイ

ン フ ォ メ ー シ ョ ン を ネ ッ ト ヮー ク でっなぐのが、私たちの仕事です。

株式会社キネ ッ ト は平成 4 年 4 月にケーブルテレビ会社として設立されました。当時は住宅都市整備公団

(現 : 都市基盤整備公団 )直営の設備でしたが、平成5年 6月 1 8日に関西文化学術研究都市センタ一株式会
社をは じめ と し た株主で構成 され る  “ 株 式 会 社 キ ネ ッ ト ”  と し て開局いたし ま した 。木津川台 ・ 相楽ニュ

ー タ ウ ン ・ 光台の 3地区からス タ ー ト し 、開局当時は法人を含め 1 0 6 6 世帯の加入がありました 。続いて平

成8年には木津南地区、  平成1 2年には精華台地区でも事業を展開し始め、  現在の加入者数は法人を含めて

約6 0 0 0世帯にのぼります。  将来的には京都府域にある関西文化学術研究都市の地区すべてを網羅し、  32000

戸を計画対象戸数にする事を目標にしています。

◆ケーブルテレビ事業について教えて下さい。

ケーブルテレビは、  地上波に比べて圧倒的にチャンネル数が多いので、  お客様が本屋で好きな本を選ぶ

よ う な感覚で 、  自由にチャンネルを選んで楽しんでいただけるのが特徴です。  できるだけ視聴者の方々の

意見を反映した番組選びをしていますので、  ス ポー ツ ・ シネマ ・ ド ラ マ ・ 音楽 ・囲碁や旅の情報満載の世

界中のテレビ番組をご覧いただけます。

またキネ ッ ト では既存の放送再送信の他に自主放送チャンネルを持つていて 、  「M y け ぃはんな」 と い う
番組を制作しています。  こ こ で は 、  各回テーマにそった関西文化学術研究都市の施設等を訪間し地域情報

を発信してぃて 、  最近の放送では地元学校の運動会や研究施設のガーデニングなどをレポー ト し てい ます 。

このほかにも地域の掲示板をも うけており地元のサー クルなどの伝言板のよ う な役割を しています 。  まだ

ス タジオなど もあ り ませんが 、将来的にはもっ と関西文化学術研究都市のイベン ト を盛 り込み内容を充実

したい と思つています 。

◆ イ ン ターネ ッ  ト サー ビスの事業を始められたとのことですが。

これまでは 、地上の普通テレビの放送や F M放送などをそのまま送つた り 、 cs放送をデジタルで受信し
アナログに変えて各家庭に送る 、  い わ ゆ る ケーブルテレビ事業のみを展開してきま したが 、平成 1 2 年 3 月

20 ATR Jouma1 41号 AUTUMN 2000



株式会社キネッ  ト

か ら 第一種電気通信事業者となり、  8 月からイ  ンタ ー ネ ッ  ト サー ビスを開始いたしま  した。 大容量のケーブ

ルテレビ回線なら写真や動画も高速で送受信でき、  アナ ロ グ回線の イ ン タ ー ネット接続回線速度が3 0 k b p s

程度であるのに対してキネッ ト回線は1 0 M b p s で 、実に約3 0 0倍のスピー ド で デー タ の ダ ウ ン ロー ドが可能

になっています。  また、  電話回線を使わないので、  通話料がかからず、  2 4時間つなぎっぱなしの使い放題

です。8月に出した広告に対して数週間で3 0 0 0以上の問い合わせがあり、利用者の関心の高さを実感しまし

た。

◇株式会社 キ ネ ッ  ト

京都府相楽郡精華町光台7-11
TEL : ( 0 7 7 4 ) 9 5 0 5 04、FAX : ( 0 7 7 4 ) 9 5 0 0 86

http://www.kinet-tv.ne.j p

e特許紹介

◆これからのキネッ  トについて教えて下さい。

今すでに世界中の人が双方向に情報をやり と りする時

代 と な っ て い ます 。 私 た ちは 、 通信事業 を始め た こ と に

よ り キ ネ ッ ト の 提 供 す る ネ ッ ト ワー ク環境が 、お客様同

士の情報交換や、  世 界へ情報を発信する土台作 りに関わ
っ てい る こ と を 喜んでい ます 。 今後 と も 世界中の人達 と

のよ り ょ ぃ情報交換の場を提供するために、私たちは日

進月歩に発展する機器類の勉強を怠りな く して 、  イ ン タ

ー ネ ッ ト を は じ め テ レ ビ 放送のデ ジ タ ル化 な ど に も 対応

し て い き た い と 思つてい ます 。

ATR知能映像通信研究所 特許第3034 2 4 4号 ( 平成 1 2年 2月  1 8  日 )

発明者 :田 中 昭=、 岩 館 祐 一
画像における被写体の位置の修正は通常は全て手作業で行われていたが、それには煩雑な処理が必要

で、  特に視覚的にバランスの良い画像に修正するには構図に関する専門知識が要求される。

この発明は、  このよ うな課題に着目して為されたもので、画像から被写体領域を自動的に抽出し 、そ

の抽出 された被写体領域か ら構図情報を自

動 的 に 取 得 す る こ と を 可 能 と し て い る 。  よ

り 詳 し く は 、 入力画像を複数の領域に分割

して、  その分割された複数領域に対する コ

ン ト ラ ス ト パ ラ メ 一 夕 .を計測し、  そ の パ ラ

メ ー 夕 に 基 づ い て 各 領 域 が 被 写 体 で あ る か

否 か を 判 定 す る と と も に 、 被 写 体 に 関 す る

構図情報を抽出し、  更に手本 と な る 構図情

報に合わせて被写体を背景画像に適した大

き さ に 拡大縮小 し 、  その被写体を背景画像

に再配置 し て新 し ぃ 画像 を作成す る も の で

あ る 。

この発明によれば、  熱練度や専門知識がなく  ても視覚的にバランスの良い画像が作成できる 。

ATR Journa1 41号 AUTUMN 2000 21



e受 賞 等

☆(社)人工知能学会199 9年度論文賞 ( 2 0 0 0年 7月 4目 )

受 賞 功 績 受 賞 者 所 属 内 容

グループによる発散的

思考における  自律的情

報提供エー ジ ェ ン ト の

影響

西本  一志

間瀬  健二

中津  良平

ATR知能映像通信研究所

第::::研'プt室客員研究員

ATR知能映像通信研究所

第:::1111f究室室長

ATR知能映像通信研究所

代表取締役社長

発散的思考を触発するェー ジ ェ ン  ト の
実現手法とその評価にっいて述べている。
ア イ デ ィ ア 断 片 を 、 キー ワー ドの共起

共有関係に基づき空間配置するこ とで

見 い出 さ れ る ア イ デ イ ア 不 在領域 を 埋

める情報を取得する手法などの4種類の

情報検索手法にっいて被験者実験によっ

てそれぞれの手法の特性を検証し思考

支援手法に新たな知見を得た。

☆情報化月間推進会議議長表彰  ( 2 0 0 0年 1 0月 2日 )

受 賞 功 績 受 賞 者 内 容

新音声合成技術を利用

した音声コンテンツ提

供システム

どのよ  う な人の声で も合成がで き る音

声合成技術(cH A T R ) を利用して、  コン
テンツ提供者の文字コンテンツを音声

デ一夕に変換しwe b サ イ ト 連 用者に提
供するシステムを開発した 。  人間の肉

声に近い様々な音声でのコンテンツ提

供 と ぃ う 概 念 に 基 づ く AsP ビ ジ ネ スの
可能性を提案した。

国際電気通信基礎技術研究所

経営企画部開発室

8特許紹介

ATR音声翻訳通信研究所 特許第301749 2号 (平成11 年 1 2 月  2 4日 )

発明者 :高橋和子 、竹澤寿幸

人間と対話を行 う対話システム と  し

ては、  システムが質間し人間がそれに

答えるものや、道案内や操作説明のよ

うに人間の要求に対してシステムが応

答するものが存在するが 、  よ り 自然な

対話を実行するためには、  発話を連続

性のある もの と して提え 、文脈から人

間の意図を理解した り 、推測 した りす

る必要がある。  特に人間は一度しゃべ

った語句を省略した短い発話をする場
2 1

0

合が多 く 、 それに対応する  システムの実現が待たれていた。

本発明の対話システムは、  発話音声をその音声と画面上の指示内容とによって発話内容を解析し、  そ

の解析結果に基づいて応答デー タを作成して音声出力すると同時にそれに応じた画面表示をするもの

で、その特徴とする と ころは 、その解析結果と直前の応答デ一夕とに基づいて、通常会話中に省略され

る文言を補完して応答デー タ を作成す る と こ ろ に あ る 。

この発明によれば、  実質的にリアルタイムで高速で動作する相互に応答性がよい自然な流れの対話を

実 現 す る こ と が で き る と と も に 、 応 答 デー タを作成するために過去の履歴を参照するこ とな く 、直前の

応答デー タのみを参照する簡単な構成で応答性のよい対話システムが得られる。
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〇所員往来

平成 1 2 年 7 月 1 日 よ り 、  9月3 0日までの間の採用および退職の方々は以下のとおりです。

( ただし、  6カ月以上滞在の方のみ掲載)

採用年月 日 ATR所属

( 映 )第一研究室室長

(環 )第三研究室主任研究員

(環 )第三研究室研究員

( 国 )経営企画部開発室

(国) 経営企画部営業担当課長

( 言 )第四研究室研究員

( 環 )第一研究室研究員

( 映 ) 第一研究室研究員

( 言 )第四研究室室長

(環 )第一研究室主任研究員

( 映 )第四研究室研究員

( 映 )第四研究室研究員

氏 名 出 向 元 等

H12.7 .1

H12.7.1

H12.7 .18

H12.8.1

H12.8.1

H12.8.1

H12.8.1

H12.8.29

H12.9.1

H12.9.1

H12.9.18

H12.9.19

鉄谷 信二

飯草 恭一

Junwe i  Lu

矢野 寛

伊藤  隆

徳田  恵一

Alexelis Andreas

Tan Desney

田中  英輝

張 兵

King James

Peters Char1otte

NTT

CRL

オース ト ラ リ ア

NTT西日本

テ ィア イェスソ リューションビジネス

名古屋工業大学

ギ リ シ ャ

Camegie Me11on University

NHK

CRL

London University

London University

退職年月日 転 出 先

三菱電機

NHK

K D D

千葉商科大学

山口大学

京都コンピュー タ学院

奈良先端科学技術大学院大学

NTT

氏 名

田中  昭二

浦谷 則好

水口 芳彦

棚沢  順

高橋  和彦

中口 孝雄

江谷 典子

山田  節夫

A T R所属

(映 )第三研究室

( 言 )第四研究室

(環 )第三研究室

( 映 )第一研究室

( 映 ) 第一研究室

(人 )第六研究室

( 環 )第一研究室

(言 )第三研究室

H12. 7 .31

H12 .7.31

H12.8. 7

H12.9.30

H12.9.30

H12.9.30

H12.9.30

H12.9.30
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eテ ク=力ルレポー ト
A T R グループでは、 社内研究資料と してテクニカルレポー ト を作成し 、  有料で公開しており  ます。

平成1 2年 5月以降公開となったものは以下のとおりです。  すでに公開済み とな ってい る ものにっきましては下記U R L

を参照願います。

URL http://www.atr.co.jp/journal/techrep.htm

なお、 テ クニカルレポー ト に関するご質問ならびにご希望にっきましては、以下の各研究所連絡窓口へお問い合わせ

願います。

國ATR知能映像通信研究所 T 619-0288 京都府相楽那精華町光台二丁目2-2 電話 : ( 0774 )951401
E-mai1 : kikaku@mic.atr.co.jp

N0 .

M-0050
M-0051
M-0052
M-0053
M-0057

タ イ ト ル

剛球モデルに基づく遮音物体の音感実時間生成

拍手音を用いた共感の念の創出

Interactive stories in terms of form and engagement

The System Deve1opment of the Cyber Photographer Project

仲介システムにっいて

題ATR人間情報通信研究所 〒6 1 9-0288 京都府相楽郡精華町光台二丁目2-2 電話 : ( 0 7 7 4 ) 9 5 1 011
E-mai l : info@hip.atr.co.jp

N0 .

タ イ ト ル

非対称性補償形ガンマチャープフイル夕の近似精度の改善

ATR's℃AM-Brain Machine"(CBM)and ArtificialBrains
ChannelDistortion Equalization for Robust Speech Recognition

MemeStorms:A ComputationalMode1of Human Working Memory

H-293
H-295
H-296
H-300

圈ATR環境適応通信研究所 于619-0288 京都府相楽郡精華町光台二丁目2-2 電話 : ( 0774 )951501
E-mai l : t_report@acr .atr.co.j p

N0 .

AC-0045
AC-0046

タ イ ト ル

動的過程のQos分析
Latera1 Junction P1llotodetectors Grown by MBE on GaAs(311)A Pallemed Subslrates
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国国際電気通信基礎技術研究所 = f 6 19-0288 京都府相楽郡精華町光台二丁目2-2 電話 : ( 0774 )952641
E-mai1 : isd-plan@ i s d .atr.co.jp

N0 .

IS-001
タ イ ト ル

DNA Computing with Evolutionary Dynamics of Genomes:A Way to ArtificialLife Inspired Bio1ogicalComputers

国ATR通信システム研究所

国ATR自動翻訳電話研究所

国ATR視聴覚機構研究所

国ATR光電波通信研究所

国AT R音声翻訳通信研究所

T 619-0288 京都府相楽郡精華町光台二丁目2-2 電話 : ( 0774 )951162
E-mai l : shogai@ctr.atr.co.jp
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〇外部発表状況

( 平成 1 2年 4月から平成1 2年 9月末における学術論文  ・ 学会発表等一覧。 ただし 、  一部前回未発表を含む)

ATR知能映像通信研究所

1.  I v a n  P〇UPY R EV , S u z a n n e  W E G H〇 R S T ( H I T L , U n i v .

Washington),Sydney F e l s ( U BC , A T R ) : N o n-I somorphic3D
RotationalTechniques;ACM CH「2000(00.4)

2 .  Chr i s t a  S 〇MM E R E R ,  La u r e n t  M I G N〇NN E AU :

V E R B A R I UM ; C a r t i e r  F o u n d a t i o n ,〇n -1ine e x h i b i t i o n
http://www.fondation.cartier.fr1.verbarium.htm1(00.4 )

3 .  土佐尚子 : ロ ボ ッ ト と 芸術 ; 日本機械学会主催 「ロ ボ ッ ト
研究の最先端一21世紀へ向けて 一」 (00.4)

4 .  中 津  良 平 :  T o w a r d  the  Re a l i z a t i o n  o f  K A N S E l

Communications;Workshop at KIST(00 .4 )
5 .  角康之,間瀬健二:C omm u n i t y w a r e  Situated in Rea1-World
Con tex t s :Know l edge  Med i a  Augmented by Contex-aware
P e r s o n a l A g e n t s ; T h e  Fi f th  I n te rna t iona lCon fe rence  and

Exhibit ion on The PracticalApplication o f  Inte11igent Agents

and Mult i -Agents (PAAM2000) (00.4)
6. 土 佐 尚 子 : アー ト &テクノロジ一研究一芸術の科学一;関西

経団連主催大阪経済記者クラブ学研都市見学会( 0 0 . 4 )

7 .  井上正之 :感性情報処理と色あれこれ ; カ ラー & カ ラ リ ス

ト ( 0 0 . 4 )

8.  M i c h a e l A . K〇WAL SK I ,  John F . H U G H E S ( ブラウン大学 ) ,,

Cynthia B . R U BIN ( ロー ド ァ イ ラ ン ド ・ デ ザ イ ン 学 校 ) ,  Jun
〇H Y A : アー ト ・ べー ス - レ ン ダ リ ン グ におけ る視覚的グ
ルー ピングと構図制御 ;電子情報通信学会技術研究報告

IE2000-3 ( 00 . 4 )
9 .  中尾恵子 : 表 紙デザ イ ン に よ せ て ; 電 子情報通信学会情

報 ・ シ ス テ ム ソ サ イ ェティ誌 ( 0 0 . 4 )
10 .  鈴 木 良 太 郎 : 対 位 法 に 基 づ い た 映 像 合 成 ; A T R  J o u r n a 1

(00.5)

11. 竹内勇岡l J ,片桐恭弘:ユーザの社会性に基づくェー ジ ェ ン

トに対する同調反応の誘発;情報処理学会論文誌(0 0 . 5 )

12.  Christa S〇MMERER ,L a u r e n t  MIGN〇NNEAU : I n d u s tria1

Evo lu t i on ;V i s i on  Ru h r - Kunst ,Med ien , In te rakt ion (v i s ion
ruhr - art,media, interact ion)(00.5)

13. Christa S〇MMERER,Laurent  MIGN〇NNEAU:P IC〇_SCAN

interactive computer insta11ation;7Hills - Images and Signs o f
the21st Century, I I )D j ung l e ( 00 . 5 )

14. 岩舘祐一 ,井上正之 ,鈴木良太郎 :身体動作からの感性特

徴量 の 抽 出 に 関 す る 検 討 一 イ ン 夕 ラ ク テ ィ ブ ダ ン ス へ の

応用一 ; 映 像 情報 メ デ ィ ア 学会マルチ メ デ イ ア 情報処理研

究会(00 . 5 )

15. 岩 館 祐 一 : 言 葉 以 外 の メ デ ィ ア を 用 い た コ ミ ュ ニ ケ ー シ

ョ ン シ ス テ ム ; か ん さ い放送 と技術 フ ォ ー ラム20 0 0 ( 0 0 . 5 )
16. 中津良平 : A c t i v e  I mme r s i o n : T h e  N e w  Sensation Virtua1

Re a l i t y  C a n  Rea l i z e ;  Virtua1 Re a l i t y  I n t e r n a t i ona l

MeetingAmplified/Augmented Reality InternationalConference

(00.5)

17. 中津良平 : マ ルチ メ デ イ ア技術を用いた将来の通信 ; マ ル

チ メ デ ィ ア ・ バーチ ャ ル ・ ラボ開発推進協議会 ( 0 0 . 5 )

18. 宮里勉:Crea t i on  o f  Interactive Media  Content by the Reuse o f

Images ;ACM Hyperext'00(00.5)
19. 鈴木紀子 ,竹内勇剛 ,石井和夫 ,岡田美智男 : T a l k i n g  Eye:

Autonomous Creatures for Augmented Chatting;Robotics and

Autonomous Systems(Elsevier)(00.5)

20 .  鈴木紀子 , 竹内勇剛 , 石井和夫 , 岡田美智男 : 非分節音に

よる反響的な模倣とその心理的影響;情報処理学会論文誌

(00.5)

21 .  小野哲雄 , 今井備 i 太 : R o b o t  Behav io r  Generat ion Us ing

Quasi-Autopoietic System and its Soc ia lDynamics ;As ia  Fuzzy
Systems Sympos ium2000(AFSS2000) (00 .5 )

2 2. 片寄暗弘(ATR映像研/和歌山大) :  情報技術が教育をど う
変えるか ? 一音楽情報処理の一研究者として一,F JK 2 0 0 0

( 情 報 処 理学会 フ ロ ン テ ィ ア 領 域 ジ ョ イ ン ト 研 究会 ) パ ネ

ルデ ィ ス カ ッ シ ョ ン ( 0 0 . 5 )

23. 中 津 良 平 : エ ン 夕 一 テ イ メ ン ト 、  ア ミ ュー ズ メ ン ト と マ

ルチ メ デ イ ア ; 岩 波講座 : マルチメディア情報学 ( 0 0 . 6 )
24. 中 津 良 平 : 今 後 3 0 年 間 の テ レ ビ ; 映 像 メ デ ィ ア 学 会 誌

(00.6)

25.  岩 舘 祐 一 , 井 上 正 之 , 鈴 木 良 太 郎 : イ ン タ ラ ク テ ィ ブ ダ ン

スシステム 一身体動作からの感性特徴量の推定一;画像ラ

ボ(00 .6 )

26.  宮 里 勉 :  「ロコモー シ ョ ン イ ン 夕 フ ェー ス」 特集号にっ
いてSpec i a l I s s u e  on Locomotion Inter face;日本バーチ ャ ル
リ ア リ テ ィ 学 会 論 文 誌 TvRsJ巻頭言( 0 0 . 6 )

27.  Christa S〇MMERER ,Lau r en t  MIGN〇NNEAU: In te rac t i ve

Computer Insta11ations Combining Interactive Art and Artificial

Li fe;Dig ita lWare Intemationa12000(00.6)
28.  中 津 良 平 , 土 佐 尚 子 : A c t i v e  I m m e r s i o n : T h e  G o a l o f

Commun i c a t i o n s  w i t h  In teract ive  Agen t s ;Wo r k s h o p  on

Ach iev ing  Human -L i k e  Behav ior  i n  Interactive An ima ted
Agents(00.6)

29.  大橋力 ( A T R 人間研 ) , 仁 科エ ミ ( メ デ イ ア教育開発セン タ

- ) ,本田学 (国立生理学研究所) ,米倉義晴(京都大) ,不破本
義孝 (四日市大学 ) ,河合徳枝 (筑波大学 ) ,前川督雄 ,中村聡

( 福 井 医科大学 ) , 福 山英直 ( 京 都大 ) : I n a u d i b l e  High-

Frequency Sounds Affect Brain Activity:Hypersonic Effect;
J ouma1o f  Neurophysio1ogy(00.6)

30.  田 中 昭 二 : サ イ バー フ ォ ト グ ラ フ ァ ー と は ? ; 画 像 ラ ボ

(00.6)

31 .  鈴木良太郎:Danc eCanon i c a 2 0 00 ;日本映像学会第26回大

会概要集(00 . 6 )

32 .  中 津 良 平 : ネ ッ ト ワ ー ク 社 会 に お け る 生 活 ス タ イ ル は ど

うなるか ;目本映像学会第26回大会( 0 0 . 6 )

33.  片桐恭弘,下嶋篤(北陸先端大) : D i s p l a y  Acts i n  Grounding

Negotiations;Gotalog2000(00.6)

34 .  杉原敏昭 , 野間春生 , 宮里勉 : 仮想歩行環境の実現 ( 前後

編 ) ; コンピュ一夕サイェンス誌b i t 6 . 7月号(00 . 6 )
35 .  宮里勉:車椅子型T e 1-E-Me r g e装置と歩行感覚提示装置に
よ る臨場感通信介護システム ; ヒ ューマ ン イ ン 夕 フ ェー ス

学会研究会(00 . 6 )

36.  竹内勇剛 , 片桐恭弘 : 社会的 イ ン夕 ラ ク シ ョ ン におけ る ェ

ー ジ .工. ン トの個体性の帰属 ; ヒ ューマ ン イ ン タ フ ェ ー ス学

会研究報告集(00 . 6 )

37.  鈴木紀子 ,竹内勇剛 ,岡田美智男 :非分節的な音声を備え

た イ ン 夕 フ ェー スの構築とその心理的評価 ; ヒ ューマンイ

ン夕 フ ェー ス学会研究報告集(00 . 6 )

38. J i n s h an  TANG , S h i n j i r o  K AWA T〇 ,  J u n  〇HYA , R y o h e i

NAKATSU:Locat ing  Human Face in a Complex Background

Including Non-face Sk in  Co1ors;The IntemationalConference
on Imaging Science,Systems,and Technology(00.6)

39. 岩切裕哉 (豊橋技術大 ) , 門林理恵子 ,金子豊久 (豊橋技術

大 ) , 間 瀬健二 : パー ソ ナ ル ギ ャ ラ リ ー を構築可能な仮想博

物館;DIC〇M02000 (00 .6 )

40 .  野口広彰 ( A T R映像研/奈良先端大 ) ,片桐恭弘 ,伝康晴 (奈

良先端大 ) : あ ぃづち促進 ・ 抑制に対する韻律と品詞の影

響;日本認知科学会第17回大会(0 0 . 6 )

41 . 石川誠 ( A T R映像研/中京大 ) : マンガ併読による文章理解

への影響;日本認知科学会第17回大会(0 0 . 6 )
42 .  竹内勇剛 ,片桐恭弘 :社会的な人一エー ジ ェ ン ト イ ン タ ラ
ク シ ョ ンにおける個体性の帰属 ; 日本認知科学会第 1 7 回

大会(00 . 6 )
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43 .  鈴木紀子,竹内発岡11, 岡 田 美 智 男 :  ク リ ーチャの模倣行動
とその社会的存在としての認知 ;日本認知科学会第 1 7回

大会(00 . 6 )

44 .  高橋徹(奈良先端大/ATR映像研) ,竹内 11lll同l1, 片 桐 恭 弘 : W
W W 空 間 にお け る イ ン 夕 フ ェー スェー ジ ェ ン ト と の 社 会
的関係;日本認知科学会第17回大会( 0 0 . 6 )

45 .  小野哲雄 , 今 井倫太 : ロ ボ ッ ト の 心 を読む : 人と人工物の
関係性に基づく発語理解のモデル ;  日本認知科学会第1 7

回大会(00 . 6 )
46 .  角康之 , 間 瀬健二 : エー ジ ェ ン ト サ ロ ン : パー ソナルエー
ジェントを介した知識交流支援; 2 0 0 0年度人工知能学会全

国大会(00 . 7 )

47.  今井備i太, 小野哲雄 , 石里浩 (和歌山大 ) , 安西祐一郎 (慶応

大 ) : 主観的状況知覚を利用した ヒ ュ ーマ ン ロ ボ ッ ト イ ン

タ ラ クシ ョ ン ; 2 0 0 0 年度人工知能学会金国大会 (第 1 4 回 )

(00.7)

48.  川原慎太郎(ATR映像研/茨域大) ,杉原 .敏昭 , 宮 里 勉 , 下 条

誠 (茨域大 ) ,米倉達広 (茨域大 ) :仮想スポー ツ動作を用いた

奥行の知覚の評価手法の提案 ; 3次元画像コンファレンス

2000(00 .7 )

49.  間瀬健二 ,角康之 , D a v i d  MART IN (ATR映像研/京都大) , :t
井俊介 ( A T R映像研 /奈良先端大 ) :実世界指向知識メディ

ア と し て の非同期 コ ミ ュ ニ テ ィ ウ ェ ア : 情 報処理学会 ヒ ュ

ーマ ン イ ン 夕 フ .:r.ー ス研究会研究報告HI 8 9-13 ( 00 . 7 )
50 .  〇1ivier L I ECHT I , K e n j i  MASE:Pape r-based  Interface for

InterpersonalCommunication on the WWW ;情報処理学会研
究報告 ヒ ューマ ン イ ン 夕 フ ェー ス研究会(00 . 7 )

51.  米澤期子 ,間 1 i11f1健:二 :映像入力による楽器インタフ ェー ス
と音楽生成手法の検討 ;情報処理学会ヒュ ーマ ン イ ン 夕

フ ェー ス研究会研究報告HI89- 11 (00 .7 )
52.  高 橋 和 彦 , 上 村 哲 也 , 大 谷 淳 : R e m a r k s  o n  Rea1-T i m e
Human  Body Posture Est imat ion Using Neu r a lN e two r k s ;

I n te rna t iona lCon fe rence  on Engineer ing Appl icat ions o f
Neura lNetworks (00 .7 )

53.  Jinshan TANG,Ryohe i  NAKATSU,Sh i n j i r o  KAWAT〇,  J u n
〇H Y A : A  Wave l e t-Trans fo rm Based Asker  Ident i f icat ion
System for Smart Multi-point Tele-Conferences ;第28回可視
化情報シンポジウム ( 0 0 . 7 )

54 .  川 戸 慎 二 郎 , 大 谷 津 : 顔 の 検 出 ・ 追跡を目的 と し た 11儿色
分 布 の 自 動 抽 出 ; 画 像 の 認 識 ・ 理 解 シ ン ポ ジ ウ ム

MIRU2000講演論文集(00 . 7 )

55.  山添大丈 ( A T R /大阪大 ) , 内海章 ,大谷淳 ,谷内田正彦 (大

阪大 ) : 非 同期多視点画像を利用したカ メ ラ位置 ・ 姿勢の

自動校正法;画像の認識 ・ 理解シンポジウムM I R U 2 0 0 0講

演論文集(00 . 7 )

56. 岡田美智男 ,三 nl島博之(福井大),佐々木正人(東京大):  「身
体性とコンピュ一夕」 ; 「bit」 別側- 「身体性とコンピュ
ー タ」 (共立出版) ( 00 . 7 )

57.  岡田美智男 ,佐々木正人 (東京大 ) : 酔中おじさん問答一身

体 を 考 え る ! ;  「bit」 別-削- 「身体性とコンピュ一夕」 (共
立出版) ( 0 0 . 7 )

58. 岡 田 美 智 男 : 社 会 的 な 相 互 行 為 と そ の リ ア リ テ ィ を 支 え

る も の ;  「bit」 別-出t 「身体性とコンピュ一夕」 (共立出版)
(00.7)

59.  塩、願隆之 (京都大 ) , 岡田美智男 :社会的なニツチを獲得す
る 身体一構造化され構造化する身体の二重性をぃかに表

現するか ;  「bit」 別田- 「身体性とコンピュ一夕」 (共立出
版) ( 0 0 . 7 )

60.  田中昭二 ,相 1沢順 ,中尾惠子 ,  Jeffery NG:CYPHER:Cybe r

Photographer i n  Wonder Sp a c e ; S IGGRAPH2000  Emerging

Techno1ogies(00.7)

61.  中津良平 : E x p 1 o r i n g  N e w  R o l e s  f o r  I n t e r ac t i ve  Vi r tua l

Characters;SIGGRAPH2000 Pane1(00.7)

62.  制沢順 , 高橋和彦 , 坂口竜已, 大谷淳:Ne tw o r k e d  Theater:

A Mo v i e  Produc t i o n  S y s t em  Ba s e d  o n  a Ne t w o r k e d

Environment:SIGGRAPH2000,Emerging Techno1ogies(00.7)
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63 .  岡 田 美 智11111,坂本彰司,鈴木紀子:Mu u : A r t i f i c i a l C r e atures
a s  a n  E m b o d i e d lnt e r f a c e ; S I GGRA PH 2 0 0 0 , E m e r g i n g

Technologies:P〇D(00.7)

64.  I v a n  P〇UPYREV ,R o d n e y  B E R R Y ,  J u n  K U R UM I S AWA ,,

Mark BILL INGHURST(U.Wash ing ton ) ,Chr i s  A I R〇LA ( U .

Wash i n g t o n ) ,  H i r o k a z u  K A T〇  ( H i r o s h i m a  City U . ) :

Augmented Groove:Co11aborative J amming  i n  Augmented
Rea l i ty ;ACM S IGGRAPH2000 (00 . 7 )

65. Mark B I L L I NGHUR S T (ワシントン大 ) , S u s a n  CAMPBELL

( ワ シ ン ト ン大 ) , I v a n  P〇UPYREV.Kazuh iko TAKAHASH I ,,

Winyu CHINTHAMMIT (ワシントン大) ,Du f fHENDR ICKS〇N

( ワ シ ン ト ン大 ) , H i r o k azu KAT〇 (広島市大) :M a g i c  Book:

Exp1oring Transitions in Co11aborative A R  I n te r f aces ;ACM
S IGGRAPH2000 ( 00 . 7 )

66. 角康之 , 角 識 ( 通 総研 ) , 間 1頼 健:二 :出会いを支援するェー
ジ ェ ン ト ; エー ジ ェ ン ト テ ク ノ ロ ジ一最前線 ( 0 0 . 7 )

67.  制沢順: Im a g e  to Touch&Ano the r  BRA IN ;  「知覚するかた
ち」 展(00 . 7 )

68. 田中昭二 ,構 1沢順 ,中尾惠子 ,岩館祐一 : C y b e r  Ate l i e r :A

Creative Learning Environment Assisting Non-Professiona1
Mult imedia Productions;IEEE ICME2000(00.7)

69. Mark  B I L LINGHURST (U .Wa s h i n g t o n ) , I v a n  P〇UPYREV,,

Hi rokazu KAT〇(H i r o s h i m a  City U . ) , R i c h a r d  M A Y ( U .

Washington):Mixing Realities in Shared Space:An Augmented

Reality Interface for  Collaborative Comput i ng ; IEEE  I CME

2000(00 .7 )

70.  大谷淳 (早稲田大 ) , 中津良平 .川戸慎二郎 ,坂口電已 ( ソニ- ) : V i r t u a l M e : A  V i r t u a l C ommun i c a t i o n  Me t h o d  that
Enables Simultaneous Multiple Existence as an Avatar and/or

Agents ;Proceed ings  o f  I E EE  In ternat iona lCon ference  o n

Multimedia and Expo2000 (00 .7 )

71 .  小野哲雄,今井備言太:Read i n g  a Robot's M i n d : A  Mode1o f

Utte r ance  Unde r s t a nd i n g  ba sed  o n  the Theory  o f  M i n d
Mec h a n i sm ; S e v e n t e e n t h  N a t i onaI  Con fe rence  o n  Art i f i c i a l

l ntel l igence(AAAI-2000) (00.7)

72 .  中津良平 : R e c e n t  Developments in Mult i -Modal Inter faces;
Tutor ia lat  IEEE IntemationalConference on Mult imedia and

Expo(1CME) (00 .7 )

73. 鈴木良太郎 ,岩館祐一 ,美濃導彦 (京都大 ) : A  Study on  the

Rh y t hm i c  Synchron i za t i on  o f  Mu l t i m e d i a  Components ;
SSGRR2000 (00 .7 )

74 .  中 津 良 平 :  T o w a r d  t he  R e a l iza t i o n  o f  K A N S E I

Communicat ions;SSGRR2000 CD-R〇M Proceedings(00.7)
75 .  門林理恵子 ,岩切裕裁 (豊橋技術大 ) ,間瀬健二 : E n r i c h ing
the Museum Experience by Personalizing the Arrangement o f
Exhib i t ions;SSGRR2000(00.7)

76 .  杉原敏昭 ,野間春生 ,宮里勉 ,中津良平 : 1 1 1 ln1を再現可能

な歩行感覚提示装置Gss; 日本バーチ ャ ル リ ア リ テ ィ 学 会
論文誌TVRS J ( 0 0 . 7 )

77 .  Christa S〇MMERER , L a u r e n t  MIGN〇NNEAU :Mode l i n g

Emergence o f  Complexity:the Application o f  Complex System

and 〇rigin o f  Li f、e Theory to Interactive Art on the Internet;

Ar t i f i c i a l L i f e  V I I - Conference P r o c e e d i n g s ,M IT  Press,,
Camb r i d g eMA ( 0 0 . 8 )

78 .  Laurent  M IGN〇NNEAU ,Ch r i s t a  S〇MMERER :C r e a t i n g
Art i f i c i a lL i fe  for Interactive Art and Enterta inment;Al i feVII

Arti f ic ia lLi fe Conference Workshop Proceedings(00.8)
79.  杉 原 敏 昭 , 野 間 春 生 , 宮 里 勉 : コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン支援環

境 と し て の歩行感覚提示装置 ;  J T T 技 術移転の会会誌

(00.8)

80. 竹 内 勇 剛 : コ ン ピ ュ 一 夕 の 人 ら し さ と 社 会 的 イ ン タ ラ ク

ション ;筑渡大学感性評価構造モデル構築特別プロジェク

ト研究組織第 2回フォ ー ラム ( 0 0 . 8 )

81 .  野間春生 , 宮里勉 : 歩行環境提示システムのプ ロ グ ラ ミ ン

グ;日本機械学会20 0 0年度年次大会資料集(V ) ( 0 0 . 8 )



82. 内田  英子 ( A T R人間研/サンフランシスコ州立大 ) ,  四 倉 達

夫(AT R映像研/成f実大 ) , 山田 l lil: ( A TR人間研/日本大) ,森
島繁生 ( A T R映像研/成燦大 ) ,赤松茂 ( A T R人間研 ) , D a v i d

MAT S UM〇T〇 (サンフランシスコ州立大 ) : M o v e m e n t s  o f

F a c i a l E x p r e s s i o n s : P o s e d  Express ions  Ver su s  E l i c i t e d

Em o t i o n ; A PA 2 0 0 0 ( Am e r i c a n  Psycho1ogicalAssociation)

(00.8)

83. 馬 田 一 郎 . 下 嶋 篤 ( 北 陸 先 端 大 ) , 片 桐 恭 弘 : T a l k i n g

Through Graphics :An In for mationalAnalysis o f  the Mediated

Use o f  Language in Graphics Communicat ion;Workshop of

Integrating In format ion f r om  Di f f e ren t  Channels  i n  Mu l t i -
Media-Contexts(00.8)

84.  Michae1 J . L Y〇 N S , A n d r e  P LANTE ,M i y u k i  K AMACH I

( A T R人間研 ) , S h i g e r u  A K A M A T S U ( A T R人間研 ) , R u t h

CAMPBELL(Un ivers i ty  Co11ege London ) ,M ike  C〇LEMAN

(University Co11ege Lond o n ) :V i ew p o i n t  Dependent Facia1

Expression Recognition: Japanese Noh  Masks and the Human

F a c e ; C〇GSC I 2 0 0 0 : P r o c e e d i n g s  o f  t h e 2 2 n d  A n n u a l

Conference o f  the Cognitive Science Society(00.8)

85. 馬田  一 郎 , 下 嶋 篤 ( 北 陸 先 端 大 ) , 片 桐 恭 弘 : T a l k i n g

Through  Grap1-l i c s : A n  Emp i r i c a l S t u d y  o f  the Sequentia1
In tegrat ion  o f  Mod a l i t i e s ; 2 2 n d  A n n u a l M e e t i n g s  o f  the

Cognitive Science Society(00.8)

86. Michae l  J . L Y〇 N S , R u t h  CAMPBELL (Un i v e r s i t y  Co11ege

L o n d o n ) , A n d r e  P L A N T E , M i k e  C〇LEMAN(Un i v e r s i t y

Co11ege London) ,Miyuk i  KAMACH I ( A T R人間研) : T h e  Noh

Mask Ef fect :Culture and V i ew  Dependent FacialExpression

Percept ion; ISRE2000, Intemat iona lSoc iety  for Research on

Emotions(00.8)

87. 中津良平 : ( 株 ) 工 イ - テ ィ  - アー ル知能映像通信研究所の
研究業務にっいて:ATR知能映像通信研究所 ・ 講演と懇談

会(00.8)

88. 四倉達夫(ATR映像研/成111要、、大 ) , 内田英子 ( A T R人間研 /サ
ン フ ラ ン シ ス コ 州 立 大 ) , 山 田 要i ( A T R人間研/日本大 ) ,赤

松茂 ( A T R 人間研 ) , 中津良平 , 森島繁生 ( A T R 映像研 /成

践大 ) : 高速度カ メ ラに よ る動的な表情変化の分析 ; 第 5 回

日本顔学会大会 (フォ ー ラム顔学2000 ) ( 0 0 . 8 )

89. 島田和幸 (鹿児島大 ) ,田松裕一 (鹿児島大 ) ,構 1沢順 ,当摩

昭子 ( A T R映像研/奈良先端大 ) ,四倉達夫 ( A T R映像研/成

最奚大),森島繁生(ATR映像研/成1l英大 ) : 3 次元ステレオカ メ
ラ を用いた表情筋解割 ; 第 5 回  日本顔学会大会 ( フ ォ ー ラ

ム顔学2000 ) ( 0 0 . 8 )

90. Woontack W〇〇,Namgyu  K IM , Y u i c h i  IWADATE :〇b j e c t

Segmenta t i on  f o r  Z -key ing  Us ing  Stereo  I m a g e s ;W o r l d
Computer Congress2000(00.8)

91.  川戸慎二郎 ,大谷淳 : A u t o m a t i c  S k i n -co1or Distr ibut ion
Extract ion f o r  Face Detection a n d  Track ing; Internat iona1

Conference on Signa lProcess ing(00.8)
92.  中津良平 : W h a t  Is the Ult imate Form o f  Communications;
Consiciousness Reframed(00.8)

93.  鈴木良太郎 , 岩館祐一 , 美濃導彦 ( 京都大 ) : リ ズ ム情報に

基づいた映像の同期合成 ; 2 0 0 0年映像情報メディア学会年

次大会(00 . 8 )

94. Laurent MIGN〇NNEAU,Chr is ta  S〇MMERER:P IC〇_SCAN
Creating ArtificialEvolution through Body Data;Consciousness
Reframed m (00.8)

95.  米澤朋子 ,間瀬健二 : T a n g i b l e  Sound :Mus i c a l I n s t r umen t

Using Fluid Med ia ; In ternationalComputer Music Conference

2000(Proceedings ICMC2000) (00 .8 )

96. 鈴木紀子 ,竹内勇剛 ,岡田美智男 : P s y c h o 1 o g i c a l E f f e c t s

Der i ved  f r om  Mim i c r y  Vo i ce  Us ing  Inart icu late Sound s ;
PRICAI2000(00.8 )

97.  高橋徹 ,竹内勇剛 ,片桐恭弘 : C h a n g e  in Human Behaviors

Based on Affi l iation Needs - Toward the Design o f  a Socia1
G u i d e  Age n t  S y s t e m - ; K n o w l e d g e -Ba s e d  I n te1 l i gent
Engineering Systems&A11ied Technologies(KES'2000)(00.8)

98. 石川誠,三宅なほみ(中京大) ,片桐恭弘: R e a d i n g T e x t w i t h

a Comics-Based Presentation;IGC2000(00.8)
99. Yu i ch i  I WADATE ,M a s a y u k i  IN〇UE,Ryotarou  S U ZUK I ,,
Naoto H I K AWA , M a o  MAKIN〇,Yosh i n obu  KANEM〇T〇:

M I C  Interact ive Dance  System -A n  Emo t i o n a l I n t e r a c t i o n
System-;KES2000 (00 .8 )

100. 中津良平 : A c t i v e  I mme r s i o n : T h e  N e w  Sensation Virtua1

Reality Can Real ize ;KES'2000(00 .8 )

101. Laurent MIGN〇NNEAU,Ch r i s t a  S〇MMERER :De s i g n i n g

Interfaces for  Interactive A r t w o r k s ; KES 2 0 0 0  Know l e d g e

Based Engineering Systems(00.8)

102. 前田篤彦 (北陸先端大 ) ,杉山公造 (北陸先端大 ) ,間瀬健二 :

Log Analyses o f  Human Behavior on Interactive Amusement
Med ia :KES2000 (00 .8 )

103. 西村竜一 ,宮里勉 ,中津良平 :頭部近傍を通過する物体の

I確感実時間合成;  日 本 バーチ ャ ル リ ア リ テ ィ 学 会 論 文 誌

(00.9)

104. Christa S〇MMERER,Laurent  MIGN〇NNEAU:L i f e  Spacies

I I ; A r s  Electron ica2000,Spr inger  Verlag Vienna/New York

(00.9)

105. 田中昭二 , 井口征士 ( 大阪大 ) , 岩舘祐一 : A n  Attractiveness

Evaluat ion Mode l b a s e d  on  the PhysicalFeatures o f  Image

Regions; IEEE ICPR2000(00.9)
106. 高橋和彦,坂口-電己, 大谷淳 : R e m a r k s  on a Rea1-T i m e 3 D
Human  Body  Posture Est imat ion Method Using Trinocular

Images;15th InternationalConference on Pattern Recognition
(00.9)

107. 内海章 , Y a n g  H〇WARD ,大谷淳:Ad a p t i v e  Human Motion

T r a c k i n g  Us i n g  N o n - synchno rous  Mu l t i p l e  V i e w p o i n t
〇bservat ions; Internat iona lCon fe rence  o n  Pattern Recognit ion

( ICPR2000) (00.9)

108. 中津良平 : C r e a t i o n  o f  N e w  Commun i c a t i o n s  Ba s e d  on

Mul t imed i a  Techno1og ies ; l s t  I n te rna t iona lSympos ium on

User-System Interaction(00.9)
109. 中 津 良 平 , 土 佐 尚 子 :  Ac t i v e  I m m e r s i o n : t h e  G o a 1 o f

Communications withlnteractive Agents;Visua12000(00.9)
110. 野間春生 , 磯野真介 , 宮里勉 : 体感型マ ラ ソ ン中継シ ステ

ムにおける連動負荷再現のための一手法; 日本バーチ ャ ル

リア リテ ィ学会第 5回大会論文集 ( 0 0 . 9 )
111. Robe r to  L〇PEZ -GUL L I V E R . L a u r e n t  M I G N〇NN E A U ,,
Christa S〇MME R E R : V i r t u a l V i e w s  and Depth Maps  f o r

Stereo Image-based Imme r s i v e  Interact ive Env i ronments ;
VISUAL2000 (00 .9 )

112. 杉原敏昭 ,野間春生 ,宮里勉 ,川合悟 (帝塚山大 ) : 競技者の

印象を用いた仮想マ ラ ソ ン の評価 ; ヒ ューマ ン イ ン 夕 フ ェ

ー スシンポジウム2 0 0 0 ( 0 0 . 9 )

113. 米澤朋子,間瀬健二:T a n g i b l e  Sound#2 :Mus ica l Ins t rument

Using Fluid Water;Dig i ta lMedia Competit ion2000(00.9)
114. 今 井 倫 太 , 小 野 哲 雄 , 石 黒 浩 , 安 西 祐 一 郎 ( 慶 応 大 ) :

Attention Expression Mechanism for  Utterance Generat ion ;

IEEE R〇一MAN2000(00.9)

115. 宮里勉:臨場感通信介護システム一会議から介護へ一;2000

年電子情報通信学会基礎 ・ 境界 ソ サ イ ェテ ィ 大 会 A 1 4-9
(00.9)

116. 川戸慎二郎 : 顔 と目の リ アルタ イ ム追跡システム ; 2 0 0 0 年

電子情報通信学会情報 ・ シ ス テ ム ソ サェティ大会 ( 0 0 . 9 )
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ATR音声言語通信研究所

1. 匂 坂  芳 典 :  Prosody  C o n t r o l M o d e l i n g  f o r  Speech

Technologies;Speech Recognition and Speech Understanding
2 3 0 .W E-Heraeus-Seminar (00.4)

2 .  津晴実 ,河原英紀 (和歌山大 ) :時間的に非対称な群遅延特

性をもった時間引き延ばしパルスの弁別 ;科学技術振興事

業団cR EsT 「月111を 創 る」 第1回公開シンポジウム ( 0 0 . 4 )
3 .  丸本徹(奈良先端大) ,N i c k  CAMPBELL :音声合成のための

デ ー タベー ス声質ラべリング ;電子情報通信学会音声研究

会(00 . 5 )

4 .  N i c k  CAM P B E L L : S p e e c h  Database Process i ng  Too l s ;

LREC2000(00.5)  

5 .  中村哲 , 比屋根一雄 ( 三菱総研 ) , 浅 野太 ( 電総研 ) , 西 浦敬

信,山田武志(筑波大) : A c o u s t i c a l S o u n d  Database i n  Real

Environment for  Sound Scene Understanding and Hands-Free
Speech Recognit ion;LREC2000(00.5)

6 .  西浦敬信 ,山田武志 (筑波大 ) , 中村哲 ,鹿野清宏 (奈良先端

大):Local izat ion o f  Multiple Sound Sources Based on a CSP

An a l y s i s  w i t h  a Mic rophone  A r r a y ; I C A S S P 2 0 0 0 ( 6 t h

InternationalConference of  Spoken Language Processing)No.2

(00.6)

7 .  管谷史昭 ,竹澤寿幸 ,横尾昭男 ( N T T ) , 山本誠一 :音声翻訳

システム ( A T R-MATR Ix)の評価;電子情報通信学会音声研
究会(00 . 6 )

8. 丸山岳彦,谷口未希 (大阪大大学院) :  「名詞+助詞」 に見
られる韻律的車立に関する一考察 ;言語文化学会第 1 8回

大会(00 . 6 )

9.  山本誠一 :音声細訳技術の現状と今後の課題 :関西情報関

連学会連合大会(00 .7 )

10. Nick  CAMPBELL:Targe t s  for Spoken Language Processing

and speech I n te r f aces :Synthes i s ;情報処理学会音声言語情
報処理研究会(00 . 7 )

11. 武口コ - 裁 ( 名 古屋大 ) , 徳 田恵一 ( 名 古屋工業大 ) , 今 井 '宇
( N H K ) ,中村哲 ,河原達也 (京都大 ) : I C A S S P 2 0 0 0に見る世

界の研究動向 ;  情報処理学会音声言語情報処理研究会

(00.7)

12. 中村哲 : T a l k i n g  Face Generation Driven by Aud io  Speech

I n p u t  Ba s e d  o n  HMM s ;  SC I 2 0 0 0  ( T h e  4 t h  Wo r l d

Multiconference on  Systemics,Cyvernetics and Informatics)

(00.7)

13. 垣原清次 (奈良先端大 ) , 中村哲 , 鹿野清宏 ( 奈良先端大 ) :

Speech-to- face Movement Synthesis Based on Speech-Driven
HMMs;Intemat iona lConference on Mul t imed i a&Expos i t i on

2000(00.7 )

14. 金城由美子 , 柏岡秀紀 : U s i n g  Linguist ic  Know l edge  f o r

S t a t i s t i c a l P a r s i n g ; S S G R R 2 0 0 0  C o m p u t e r & B u s i n e s s
Conference(00.7)
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15. 竹澤寿幸 ,中村篤 ( N T T ) , 隅田英一郎 : A T Rの会話音声翻

訳研究用デー タ ベー ス;音声研究(0 0 . 8 )

16. 山 本 1成一: R e s e a r c h  Ac t i v i t i e s  o n  S p o k e n  Lan gu a g e
Tran s l a t i o n  Techno1og ies  at A T R ; T h e  17 th  Spe e ch

Communication and SignalProcessing Workshop(00.8)

17. 隅田英一郎 : W o r d  Al ignment Using a MATR I X ; P R I C A I-
2000 ( 6 t h  I n t e r n a t i o n a lCon f erence o f  Spoken  Language

Processing)(00.8)
18. Mi c h a e l PAUL ,隅田英一郎:Ut i l i z a t i o n  o f  Coreferences for

t he  Tran s l a t i o n  o f  Ut te r ances  Con t a i n i n g  Anapho r i c

Express ions ;PRICAI -2000(6th Internat iona lConference o f
Spoken Language Processing)(00.8)

19. 管 谷 史 1召 , 竹澤寿幸 , 匂坂芳典 , 山本誠一 : A T R-MATR Ix
と人間との音声細訳能力比較法の誤差に関する検討;  日本

音響学会2000年秋季研究発表会(00 . 9 )

20. 伊田政樹 , 松 井知子 , 中 村哲 : H M M 合 成 に よ る 環境音重

:置:音声の認識;日本音響学会2000年秋季研究発表会(00.9 )

21.  水町光徳 , 中村哲 : マ イ ク ロ ホ ン対に よ る減算型ビーム フ

ォ ーマの近接音源に対する指向特性;  日本音響学会2 0 0 0

年秋季研究発表会(oo.9 )
22 .  熊谷健一 (奈良先端大 ) ,中村哲 ,旗渡洋 (奈良先端大 ) ,鹿野

清宏 (奈良先端大 ) : H M M合成を用いたバイモー ダル音声

認識;日本音響学会2000年秋季研究発表会(00 . 9 )

23 .  西浦敬信 , 中 村哲 , 鹿 野清宏 ( 奈 良先端大 ) : マ イ ク ロ ホ ン

アレー を用いたHMMに基づく音源識別の検討 ;日本音響

学会 2ooo年秋季研究発表会(00 .9 )
24.  沖本純幸 , 山 本博史, 匂坂芳典 :仮説数による誤認識個所

推定尺度の評価 ;  日本音響学会 2 0 0 0 年秋季研究発表会

(00.9)

25.  小窪浩明 ,山本 -l専史 :木構造ネットワー ク サーチにおける

bigram factoringテーブルの削減; 日本音響学会2000年秋季
研究発表会 (oo.9)

26.  S h u w u  ZHANG ,  J insong Z H A N G , 中 村 哲 , 匂 坂 芳 典 : A

Preliminary Investigation o f  S u b-Sy11abic Modeling for Chinese
Speech Recognition Based on HMNET ;日本音響学会2000年
秋季研究発表会(00.9 )

27. 篠原直調 (豊橋技術科学大 ) , 増山繁 (豊橋技術科学大 ) , 山

本和英 :類似文の比較による省出各可能な格要素の設定;情

報処理学会自然言語処理研究会(00 . 9 )

28 .  津1時 実 , 岩 澤 秀 紀 (cR EsT ) , 河 原  英 紀 ( 和 歌 山 大 /
CREST/ATR人間研):  S TRA IGHT分析合成系における非周

期部スぺク トル平滑化の効果 ; 日本音響学会聴覚研究会

(00.9)

ATR人間情報通信研究所

K i y o s h i  H〇NDA , H i r o y u k i  H I R A I ( S a n y o ) , S h i n o b u
M A S A K I ,  Y a s u h i r o  S H I M A D A  (Takanohara  Centra1

Hospita1):Role o f  Vert ica lLarynx Movement  and Cervica1
Lordosis i n  F0 Contro1.;Language and Speech Vo1 . 4 2No . 4

(99.12)

藤井売暢 (名古屋大 ) ,石黒章夫 (名古屋大 ) ,内川嘉樹 (名古

屋 大 ) ,  青 木  猛 ( 名 古 屋 市 工 業 研 究 所 ) ,  Peter
EGGENBERGER :  動的再編成機能を有する神経回路モデ

ルを用いた歩容制御 ;  電気学会論文誌c vo1.119-c No . 1 2
(99.12)

3 .  Hiroshi I M AM I ZU ( E RAT〇 ) , S a t o r u  M I Y A U CH I ( C R L ) ,

Tomoe TAMADA (ERAT〇) , Y u k a  SASAK I (CRL ) ,Ryou suke

T A K I N 0 ( S h i r a u m e  Ga a k u e n  Co11e g e ) , B enno  P U T Z
( E R A T〇 ) , T o s h i n o r i  Y〇 S H I 〇 K A ( J E R A T〇 ) , M i t s u o

KAWAT〇(ERAT〇/ATR人間研):Human  Cerebe11ar Activity

Reflecting an Acquired Interna lMode1of  a New  Too1.;Nature
Vo1.403No.6766 (00 .1 )

4 .  Sh in i ch i  KAM〇HARA (N a g a s a k i  I n s t . A p p l i e d  Sc ience)

Yutaka ICHIN〇SE,Takashi TAKEDA(Nagasak i  Inst.Appl ied

S c i e n c e ) ,  H i d e y u k i  T A K A G I  ( K y u s h u  I n s t .  De s i g n ) :

Constuction of VirtualReal ity System for Ann Wrestling with

I n t e r a c t i v e  Evo l u t i o n a1  Compu t i n g . ;  J .  Ro b o t i c s  a n d
Mechatron ics ,Vo.12No.1 (00.2 )



5 .  Shinichi KAM〇HARA(Nagasak i  Inst.Appl ied Sci . ) ,Takashi

Y AMADA ( Y u g e  NationalCo11ege Marit ime Tech . ) ,Yutaka

ICH]lN〇SE,Takash i  TAKEDA(Nagasak i  Inst.Appl ied Sci . )

Hideyuk i  TAKAG I ( K y u s h u  I n s t .De s i g n ) : R eh ab i l i t a t i o n

Support by Multiaxis Force Display.; Jouma1o f  Robotics and
Mechatronics Vo1.12No.1 (00.2 )

6 .  Dan i e l E .CALLAN ,R a y  D.KENT(Un i v .W i s con s i n ) ,Ne l s on

R〇Y  ( U n i v .  W i s c o n s i n ) , S t e p h e n  M . T A S K 〇 ( U n i v .

W i s c o n s i n ) : T h e  Use  o f  S e l f -〇rgan iz ing  Map s  f o r  the
Classification o f  Voice Disorders.;Voice Quality Measurement

(00.2)
7 .  Akihito MIZUK〇SHI(Yamanash i  Med ica lUn iv . ) ,Tosh ih i ro

K I T AMA ( Y a m a n a s h i  Med i c a1  U n i v . ) ,  T om o h i r o

〇MATA ( Y a m a n a s h i  M e d i c a l U n i v . ) , T a k e h i k o  U E N〇

(Yamanashi Med ica lUn iv . ) ,M i t suo  KAWAT〇 and Y u  SAT〇

(Yamanashi Med ica lUn iv . ) :Moto r  Dynamics Encoding in the

Rost ra lZone  o f  the Cat Cerebe1lar F1occulus during Vertica1

〇ptokinetic Eye Movements . ;Exper imenta lBra in  Research
Vo1.132(00.3)

8.  Sa tosh i  S U Z U K I ( A T R人間研/NT T ) , H i r o s h i  A N D 〇 : A

Mo d u l a r  Ne t w o r k  S c h em e  f o r  Un s u p e r v i s e d 3D Ob jec t

Recognition.;Neurocomputing Vo1.31(00.3)
9 .  吉本潤一郎 (奈良先端大 ) ,石井信 (奈良先端大/ A T R人間

研 ) , 佐 藤 雅 昭 : オ ン ラ イ ン E M ア ル ゴ リ ズ ム に よ る 強 化 学

習法のac r o b o t制御への応用;  電子情報通信学会和文論文
誌 D-I I  Vol.J83-D-I I  No.3 (00 .3 )

10. 春野雅彦 :  ト リ ェステコー ス体験記 ;日本神経回路学会誌

Vo l . 7No . 1 ( 00 . 3 )

11.  Marc i a  R I LEY (ATR人間研/Geo r g i a  Te c h .Co l l e g e ) , A l e s

UDE ( E RAT〇 ) , C h r i s t o p h e r  G . A T K E S 〇 N ( A T R 人間研

/Georgia Tech.Co11ege):Methods for Motion Generation and

Interaction with a Humanoid Robot:Case Studies of Dancing

and Catching. ; 2 0 0 0  Workshop o n  Interactive Robotics and
Enter ta inment (WIRE-2000 ) ( 00 . 4 )

12.  Hi rosh i  AND〇 ( P R E S T〇/AT R人間研 ) : V i s u a l I m a g e r y

I n f l u e n c e s  Percep t i on  o f  3 D  S t r uc tu r e  f r o m  Mo t i o n . ;

Investigative 〇phtha lmology&Visua lSc ience,Abstract  issue
o f  ARV〇2000  Vo1.41No.4(00.4)

13. P h i l i p  M . G R 〇 V E ( A T R 人 間研 / Y o r k  U n i v . ) , H i r o s h i
A S H I D A ( A T R人間研 / R i t s u m e i k a n  U n i v . ) , H i r o h i k o

K A N E K〇 ,  Hi r o sh i  〇 N 〇 ( A T R 人 間 研 / Y o r k  U n i v . ) :
I n te rocu la r  Trans fer  o f  the Mo t i o n  Afte re f f ec t  Ind icates

Effective Binocular Field is 〇ve r60  Degrees.;Investigative

〇pht h a lmo1ogy&V i su a l S c i e nce ,Abs t r a c t  issue o f  ARV〇

2000 Vol .41No.4 (00 .4 )

14. Noriko YAMAGISHI ,S tephen  J . ANDERSON (A s t o n  Univ.) ,
H i r o s h i  A S H I D A  ( A T R人間研 / R i t s u m e i k a n  U n i v . ) :

Movement-Related Posit ionalBias:PsychophysicalEvidence
for Dissociation between Perceptiona and Action.;Investigative

〇ph tha lmo1ogy&V i sua l S c i ence ,Abs t r a c t  issue o f  ARV〇
2000 Vo1.41No.4(00.4)

15. 今井智子(国際医療福祉大) ,和久本雅彦,丹生かず代(昭和

大 ) : パ ラ ト グ ラ フ イ に よ る 構 音 の 評 価 ; 音 声 言 語 医 学

Vo1.41No.2 (00 .4 )

16. 本多清志 : x線マ イ ク ロ ビー ムによる子音調音時の舌位置
の分析;音声言語医学 vo1.41No.2(00.4)

17.  平博順(NTT ) ,春野雅彦: S u p p o r t  Ve c t o rM a c h i n eによるテ

キスト分類における属性選択 ;情報処理学会論文誌 vo1.41
No.4 (00 .4 )

18 .  川人光男:計算論的神経科学;月,i,科学大辞典(00 . 4 )
19. 赤松茂:視覚認知のモデル;月l11科学大辞典(00 . 4 )
20.  宮本弘之:見真似による学習 ;脳科学大辞典( 0 0 . 4 )

21 .  春野雅彦 :モジュラネッ ト と E Mアルゴ リズム ; 月 1当科学大

辞典(00 . 4 )

22.  鈴 木 秀 明 : A n  Approach to the B io l o g i c a lCompu t a t i o n :

Unice1lular Core-Memory  Creatures Evo lved Using Genetic
Algor i thms. ;Art i f i c i a lL i fe ,MIT Press Vo1 .5No .4 (00.5 )

23 .  Tetsuya MAE SH I R〇 , Takayuki M〇R IM〇T0 ( K a n a g a w a
Un i v . ) , K a t s u n o r i  S H I M 〇 H A R A , Y uzu r u  F U J I W A R A

( K a n a g a w a  U n i v . ) :  Kn ow l e g d e  I n f r a s t ruc tu re  f o r

Bioinformatics Based on Homogenized Bipartite Mode1.;Int.
Forum on I n f o . and  Documentation Vo1.25No.1(00.5)

24. Alain de  CHEVE IGNE (CNRS/ATR人間研) :A  Mode1o f  the

Pe r c e p t u a l A s ymme t r y  b e tw e e n  Pe a k s  a n d  Trough t s  o f
Frequency Modulat ion.;  J . A c o u s t . S o c . A m . V o 1 . 1 0 7 N o . 5
(00.5)

25.  Janet  W . S T ACK ( U n i v . V i r g i n i a ) , R i e k o  KUB〇,  John  S .

PRU ITT (M i c r o s o f t ) : Th e  Ef fect of Immers ion on  Japanese
Listeners'Labeling of American English Vowels. ;  J . A c o u s t .

Soc .Ame. ,Abs t rac t139th  Meeting Acoust .Soc.Ame.Vo1.107

No.5(00.5)

26.  Hideaki SUZUKI:Evolvab i l i ty  Analysis Using Random Graph

Theory. ; P r o c . 4 t h  Asian Fuzzy Systems Sympo s i um (AFSS
2000) (00.5)

27.  Da n i e l E . CALLAN ,A k i k o  M.CALLAN ,Ch r i s t i a n  KR〇〇S,,

Eric VATIKI〇TIS-BATES〇N:Neura lProcesses  Underlying
Perception o f  Aud i o -V i s u a l S p e e ch  Produc t i on . ;P roc . 5 th
Seminar on Speech Production:Models and Data (SPS5) , (00 .5 )

28.  Louis-Jean B〇E ( I C P ) ,  Jean-Louis HE IM (Mu s e um  Nationa1
d'Hisso i re  Na t u r e l l e ) , K i y o s h i  H〇NDA , S h i n j i  M A E D A

( CNRS/ENST ) : N e a n d e r t a lM a n  was  not Morpho1ogica11y

Hand icapped  f o r  S p e e c h . ; P r o c . 5 t h  S em i n a r  o n  Speech

Product ion:Modeland Data ,CREST Workshop on Models of

Speech Production:Motor Planning and Articulatory Mode11ing
(00.5)

29.  Ma r k  K . T I EDE . S h i n o b u  MA S A K I , E r i c  VAT IK I〇TIS-

BATES〇N:Contras t i s  in Speech Articulat ion 〇bserved in

Sitting and Supine Cond i t i on . ;Proc .5 th  Seminar  on Speech

Product ion :Mode land Data ,CREST Workshop on Models of

Speech Production:Motor Planning and Articulatory Mode11ing
(00.5)

30 .  Ha n i  Y E H I A  ( U F M G ) ,  Taka ak i  K U R A T A T E ,  E r i c
VATIKI〇TIS-BATES〇N:Facia lAnimat ion and Head Mortion
Driven by Speech Acoust i cs . ;Proc .5 th  Seminar  on  Speech

Product ion:Modeland Data ,CREST  Workshop on Models of

Speech Production:Motor Planning and Articulatory Modelling
(00.5)

31 .  Christian KR〇〇S,Takaaki KURATATE ,E r i c  VATIKI〇TIS-
BATES〇N:List in to the Face- Measuring the Face Kinematics
o f  Speech from Video Sequences.;Proc.5th Seminar on Speech

Product ion:Modeland Data ,CREST Workshop on Models of

Speech Production:Motor Planning and Articulatory Modell ing
(00.5)

32. Haro l d  H I L L ( U n i v . G l a s g o w ) , F r a n k  P〇L L I C K ( U n i v .

Glasgow/ATR人間研):Exaggerat ing  Tempora lDi f fe rences

Enh a n c e s  Recogn i t i o n  o f  I n d i v i d u a l s  f r o m  Po i n t  L i g h t

Displays.;Psycho1ogicalScience Vo1.11No.3 (00.5 )

33.  蒲池みゆき , 向田茂 ( A T R-I ) , 赤松茂 :驚きは素早く 、  悲し
み は ゆ っ く  り と 一 表出速度に敏感 な表情認知一 ; A T R

JournalVo1.39(00.5)

34 .  下原勝意 ( A T R人間研/ N T T ) : 人工生命と進化するコンピ

ユ一夕;Seagaia Meet ing2000(00.5)

35. 川人光男(ATR人間研/ERAT〇 ) ,鋼谷賢治(ATR-I/CREST),,
春野雅彦(ATR-I ) : ヒ ト 知性の計算神経科学第 1回言語に
追るための条件 ;岩波科学 vo1.70 No.5 (00 .5 )

36.  齋藤浩人 (昭和大 ) ,鈴木規子 (昭和大 ) ,藤田幸弘 (昭和大 ) ,,

難波亜紀子 (昭和大 ) ,道健一 (昭和大 ) ,高橋俊行 (昭和大病

院) ,和久本雅彦(ATR人間研/昭和大) :MR Iによる舌接触補

助床装着前後の発音時3次元声道形状の観察一舌  ・ 口底

切除症例への適用一 ; 第 1 7回日本顎顔面補綴学会総会プ
ロ グ ラ ム ・ 抄録集(0 0 . 5 )
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37. 丹生かず代 ( 昭和大 ) , 山下夕香里 ( 昭和大 ) , 和久本雅彦

( A T R人間研/昭和大) ,石野由美子(昭和大) ,今井智子(国際

医療福祉大) ,鈴木規子 (昭和大 ) ,道健一 (昭和大 ) :舌強直症

患者の構音動態の観察一下 111li運動と舌連動の同期解析法
- ; 第 5 4回日本口11空科学会総会プログラム - 抄録集(00 . 5 )

38.  金子勇一 ( 長岡技科大 ) , 中野恵理 ( A T R - I ) , 大 須 理 英子
( E RAT〇 ) ,和田安弘(長岡技科大) ,川人光男(ERAT〇/ATR

人間研):Eu l e r-P o i s s o n方程式を用いた指定トルク変化最小
軌道生成;電子情報通信学会論文誌 vo1.J83-DI I  No.5 (00 .5 )

39.  J ian-Qin LIU,Ka t sunor i  S HM〇HARA : A  D N A  Computing
Mode l f o r  the Molecular Emergence of  Genomic Dynamics.;

Abstract6thlnt.Meeting on DNA  Based Computers(00.6)

40 .  Hugo de  GAR IS ,M i ch a e lK〇RKIN (Genoby t e ) ,Fe l i x  GERS

( IDS IA ) ,No rbe r to  Ei j i  NAWA ,M i c h a e l H〇UGH ( S t a n f o r d

Un iv . ) :Bu i l d i n g  an  Art i f i c i a lB ra in  Using an  FPGA  Based

CAM-Brain Machine. ;Appl ied Mathematics and Computation,,

m (00.6)
4 1 .  Kazuyo N I U ( S h o w a  Un i v . ) , Y u k a r i  Y A M A S HIT A ( S h o w a
Un i v . ) ,Ma s a h i k o  WAKUMOT〇 ,Y um i k o  I SH I N〇 ( S h o w a
Un i v . ) , S a t o k o  I M A 1 ( I n t . U n i v . H e a l t h , W a l f a r e ) , N o r i k o

SUZUK I ( S h ow a  Un i v . ) a n d  Ken- ichi M ICH I ( S h o w a  Univ.) :
Analysis of Articulatory Movement of  Ankylog1ossia Patients-
Simultaneous Analysis o f  Mandibular and Tongue Movement-.:
Asian J .〇 r a l a n d  Maxi l1ofacia lSurgey/Abstracts4th Asian

Congress on 〇raland Maxi11ofacialSurgery No.1Vo1.12 (00 .6 )

42 .  Reiko AKAHANE-YAMADA:Sc i e n t i f i c  Inqu i ry : Improving
English Listening and Pronunciation Sk i l l s . :ATR  J o u m a l ( E )

Vo1.3(00.6)

43 .  H i r o h i k o  K A N E K〇 ( A T R人間研 / T o k y o  I n s t . T e c h . ) :

Understanding the Mechan izm fo r  Space Percep t i on . ;ATR

Jouma1 (E )Vo l . 3 ( 00 .6 )

44 .  Tsutomu 〇〇HASH I (ATR人間研/Ch i b a  I n s t . T e c h . ) , Em i

N I S H I N A ( N I M E ) , M a n a b u  H〇NDA (K y o t o  Univ ./NIPS) ,,

Yoshi1、aru Y〇NEKURA ( K y oto Univ ./Fukui Med i c a lUn i v . ) ,,
Yoshitaka FUWAM〇T〇(Yokka i ch i  Un i v . ) ,No r i e  KAWA1

(Un i v .T sukub a/FA I S ) , Tadao M A E K A W A ( A T R映像研 ) ,,
Sa t o s h i  N A K A M U R A  ( F u k u i  M e d .  Un i v . ) ,  H i d e n a o

FUKUYAMA ( K y o t o  Un i v . ) ,H i r o s h i  SH I BA SAK I ( K y o t o

Un i v . ) : I n a u d i b l e  H i g h -Frequency S o u n d s  A f f e c t  B r a i n
Activity:Hypersonic Effect.; J.Neurophysiology Vo1.83No.6
(00.6)

45 .  D a n i e l E . C A L L A N ( A T R人間研/ A T R - I ). Ray D . K E N T
( U n i v .W i s c o n s i n ) , F r a n k  H . GUENTHER ( B o s t o n  Un i v . ) ,,

Hour i  K . V〇 R P E R I A N ( U n i v . W i s c o n s i n ) : A n  Auditory -
Feedback-Based Neura lNetwork  Mode1o f  Speech Production
that is Robust to Deve1opmentalChanges in the Size and Shape

of  the Articulatory System.; J .Speech ,Language , and  Hearing
Research,Vo1.43No.3(00.6)

46.  Michael J . L Y〇N S , K a z_unori M〇RIKAWA(Ru t ge r s  Univ. ) ,,
S h i g e r u  A K A M A T S U : A  L i n k e d  Aggregate  Co d e  f o r

Processing Faces.;Pragmatics&Cognition Vo1.8No.1(00.6)
47 .  Keisuke KIN〇SHITA ,M i c h a e l L INDENBAUM(Techn i o n ) :
Camera ModelSelection Based on Geometric AIC. :Proc. IEEE

Computer Society C o n f . o n  Computer  Vis ion  a n d  Pattern

Recognit ion(CVPR2000)Vol .2(00.6)

48 .  Wako  Y〇 SH I D A (奈良先端大 ) , S h i n  I S H I I (奈良先端大/
A T R人間研 ) , M a s a -ak i  SAT〇:Recons t r uc t i on  o f  Chaotic
Dynamics Using A Noise-Robust Embedding Method. ;Proc .
IEEE I n t . C o n f . o n  Acoust ics ,Speech,and SignalProcessing
( ICASSP'00 ) (00 .6 )

49 .  Erik McDERM〇TT(ATR人間研/NTT) ,A l a i n  B配M,S e i i c h i

T E N P AKU ( A r c a d i a ) , S h i g e r u  K A T A G I R 1 ( A T R人間研

/NTT ) : D i s c r i m i n a t i v e  T r a i n i n g  f o r  La r g e  Vo c a b u l a r y

Telephone-Based Name  Recognit ion. ;Proc. IEEE I n t .Con f . on
Acoustics,Speech and S igna lProcess ing ( ICASSP'00 )Vo1.6

(00.6)
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50. 機野11券宣 , 山本光穂(A T R人間研/長岡技科大) ,  尾田政臣

( A T R人間研/立命館大) ,赤松茂:微妙な表情の生成を可能

と す る イ ン タ ラ ク テ ィ ブ 顔 画像生成 シ ス テ ム ; 映 像 情報 メ

ディア学会誌Vo l . 5 4 N o . 6 ( 0 0 . 6 )

51 . 'l1l1藤浩人 (昭和大 ) ,鈴木規子 (昭和大 ) ,藤田幸弘 (昭和大 ) ,,
道 健 - ( 昭和大 ) ,高橋俊行 (昭和大病院 ) ,赤木正人 (北陸先
端大) ,和久本雅彦(AT R人間研/昭和大) :M R撮像法を用い

た3次元声道形状の計測一舌 ・ 口底切除症例の検討一;昭

和歯学会雑誌 vo1,2 0  No.2 (00 .6 )
52 .  鈴木秀明 :夕ンパク質の進化性の数学的解析 ;第 1 2回日本

蛋白工学会年会(蛋白合同年会東京2000 )要旨集(00 . 6 )

53.  伝優子 ,正木信夫 :同音異義語における単語アクセン ト型

の発話潜時への影響;第17回日本認知科学会論文集(0 0 . 6 )
5 4 .  川人光男(ATR人間研/ERAT〇) , l11同谷資治(ATR-I/CREST),,
春野雅彦 ( A T R-I ) : ヒ ト知性の計算神経科学;電子情報通信
学会技術研究報告,NLP2000-28 ,NC2000-22 (00 . 6 )

55 .  鵜木祐史(ATR人間研/北陸先端大) ,入野俊夫(ATR人間研

/cR EsT ) : 非対称性補償形ガンマチャ ー プ フ イル夕の近似
精度の改善 :  日本音響学会1確1覚研究会資料,H -2 0 0 0 -4 2
(00.6)

56. 川人光男(ATR人間研/ERAT〇 ) ,鋼谷資治(ATR -I/CREST),,
春野雅彦 ( A T R - I ) : ヒ ト知性の計算神経科学一言語に追るた
めの条件 ;  文部省科学研究費補助金特定領域研究A、  「心
の発達 : 認知的成長の機構」 金体会議特別講演 ,ニュー ズ
レ 夕 ー No.8(00.6)

57 .  Masaom i  〇DA (ATR人間研/R i t s um e i k a n  Un i v . ) , T o k u k o

〇GAWA(R i t sume ikan  Univ. ) ,Sh igeru AKAMA T S U ( A T R人

間研) : T h e  Role  o f  FacialParts for The Recognition o f  Facia1

Expressions.;27th Int.Congress of Psycho1ogy(00.7)
58 .  Don n a  E R I C K S〇 N ( N I M E ) , K e i i c h i  T A J I M A . R e i k o

A K A H A N E - Y A M A D A ,  Tsuneo  Y A M A D A  ( N I M E ) :
Computer -A i d e d  Prosody Training f o r  Perception Eng l i sh
Syllables.: 4 t h l n t . C o f . o n  Foreign Language Education and
Techno1og_y ( 0 0 . 7 )

59. A n d rzej B U L L E R , A n d rzej  N〇W A K ( W a r s a w  U n i v . ) ,,

Katsunor i  S HIM〇HARA : S o c i a l  J u d gmen t  and  Butter f ly

Effect.;Abstracts of  the XXVI I l n t .Cong res s  of  Psycho1ogy.
(00.7 )

60. Philip SERV〇S(Wi l f r i d  Laurier Un iv . ) ,R i eko  〇SU(ERAT〇),,

M i t s u o  K A W A T〇 ( E R A T〇 / A T R人間研 ) : T h e  Neura1

Substrates o f  Bio1ogicalMotion Perception:An f M RI Study.;

Bra i n ,Behav i o r  and Cognitive Science Annua lCon f e rence
2000 (00 .7 )

61 .  Christopher G . A TK E S〇N ( A T R人間研/G e o r g i a  I n s t . o f

Tech, ) ,  J o s h  HAL E ( A T R人間研/U n i v . G l a s g o w ) , M i t s u o

K AW A T〇 ( A T R人間研 / E R A T〇 ) , S h i n y a  K〇T〇SAKA

(ERAT〇) , F r a n k  P〇LLICK (ATR人間研/Un i v . G r a s g o w ) ,,

Marc ia  RILEY (ATR人間研/Geo r g i a  I n s t . o f  Tech . ) , S t e f an

SCHAAL ( ERAT〇/Un i v . S o u t h e r n  Ca l i f o r n i a ) , Tomoh i r o

S H I B A T A ( E R A T〇 ) , G a u r a v  T E V A T I A ( E R A T 0 / U n i v .

Sou t h e r n  Ca l i f o r n i a ) ,  A l e s  U D E  ( E R A T〇 ) ,  S e t h u

V I J A YAKUMAR ( E RAT〇/R i k e n  Brain Sc ience Research

I n s t . ) :Us ing  Humano id  Robots to Study Human  Behavior.;

1l E E E  I n te1 l i gen t  Sy s t ems :  Sys t ems  Spec ia1  I s s ue  o n

Humanoids,Special Issue on Humanoid Robot ics(00.7 )

62. Peter EGGENBERGER:Evo lv ing  Neura lNe twork  Structures

using Axon a lG r ow t h  Mechan i sms . ; I EEE- I N N S-ENNS  Int .
Joint Con f . on  Neura lNetworks(00.7)

63 .  Junichiro Y〇SHIM〇T〇(奈良先端大). Sh i n  I SH I I (奈良先端
大/CREST) ,Masa-aki SAT〇(ATR人間研/CREST ) :〇n-Line
E M  Rein forcement Learn ing. ; 1 E EE- I NNS -ENNS - Int. Joint
Conf . on Neura lNetworks ( I JCNN2000) (00 .7 )

64 .  Win i f red  STRANGE (C i t y  U n i v . N . Y . ) , Re iko  AKAHANE-
Y A M A D A . R i e k o  KUB〇 , S o n j a  A . T R E N T ( U n i v . S o u th

F1o r i d a ) ,Kanae  N I S H I ( U n i v . S o u t h  F1or ida) :Perceptua1

A s s i m i l a t i o n  o f  Ame r i c a n  E n g l i s h  v o w e l s  by Japanese
Listeners.; J.Phonetics Vo1.26(00.7)



65. Hi ro sh i  〇N〇,K o i c h i  SH IM〇N〇(T o k y o  U n i v . ) , S h i n y a

SA IDA(Na t i ona l I n s t .B i o sc i .Human  Tech.),Hiroyasu UJ IKE
(Na t i ona l I n s t .B i o s c i .Human Tech.) :Trans fo rmat ion  of the

Visua1-L i n e  V a l u e  i n  B i n o c u l a r  V i s i o n :  S t i m u l i  o n
Corresponding Points can be Seen in Tw o  Different Directions.;

Perception Vo1.29No.4(00.7 )

66.  高玉圭樹寺野隆雄(筑波大) ,下原勝意: I n t e r p r e t a t i o n  by

I mp l emen t a t i o n :概念からマルチェー ジェン ト設計への試
み;20 0 0年度人工知能学会全国大会(第14回)論文集(00 . 7 )

67. 赤松茂 :顔による個人認識 ; S U T  Bu1 le t in7月号(00.7 )

68. 木下敬介 ,住田桂一 (長岡技術科学大 ) : 3 次元情報復元精

度 の 視 点 依 存 性 ; 画 像 の 認 識 - 理 解 シ ン ポ ジ ウ ム
(M IRU2000 )講演論文集(00 .7 )

69. 川人光男(ATR人間研/ERAT〇) ,銅谷賢治(ATR- I /CREST ) ,,

春野雅彦(A T R-I ) : ヒ ト知性の計算神経科学第2回小月l当が
獲得する内部モデル;岩波科学Vo1 . 70  No.7 (00 .7 )

70 .  機庭尚良 (長岡技科大 ) , 大須理英子 ( E R A T〇 ) , 中野恵理

(ATR-I ) ,和田安弘(長岡技科大) ,川人光男(ERAT 0 /ATR人
間研 ) :不完全な内部モデル表現形式による手先軌道予測

の比較検討;計測自動制御学会論文誌 vo1.36No.7(00.7)
71 .  下原勝意 ( A T R人間研/京都大 ) :人工生命と進化するコン

ピュー タ ;人工知能学会サマー ス ク ー ル 「サイバ一社会と
未来型コ ミ ュニケー シ ョ ン」 請演集(00 . 7 )

72 .  仁科繁明 ,岡田真人 ( E R A T〇 ) , 川人光男 :補完された面と

ラ ンダム ド ッ ト表面の奥行き残効に関する相互作用 ; 日本

視覚学会2000年夏期大会, vision Vo1.12No.3(00.7)
73 .  川人光男(ATR人間研/ERAT〇):Cerebe11ar  I n t ema lMode l s

for Robotics and Cogn i t ion . ;理化学研究所脳科学総合研究セ

ン タ ーサマー プログラム抄録集 ( 0 0 . 7 )

74 .  Kiyoshi H〇NDA:Visua l izat ion and Modeling o f  the Human

Speech 〇rgans.;Abstract o f  15th Japan Neurosurgery English
Forum(00.8 )

75 .  Ya s u h a r u  K〇 I K E ( T o y o t a  M o t o r ) , M i t s u o  K AWA T〇 :

Est imat ion o f  Movemen t  f r o m  Sur face  E M G  S igna l s  Using a
Neura lNetwork  Mode1.;Biomechanics and NeuralContro1of

Posture and Movement. J M  Wi n t e r s & P  Crago (Eds . ) ( 00 . 8 )

76.  Tokuko 〇GAWA(R i t sume ikan  Un iv . ) ,Masaom i  〇DA ( A T R

人間研/Ritsumeikan Univ. ) ,Sh igeru AKAMAT SU : T h e  Ro le

o f  Fac i a lPa r t s  i n  Fac i a lExpress ion  J udgemen t . ;Eu rop i an

Conference on V i sua lPe rcep t i on (ECVP2000 ) ,Pe rcep t i on ,,

Vo1.29,Supplement(00.8)

77 .  Keisuke K IN〇SH ITA .M i c h a e l L INDENBAUM(Te c h n i o n ) :
Robot i c  C o n t r o l w i t h  P a r t i a l V i s u a l I n f o r a m t i o n . : I n t .  J .

Compu t e r  V i s i o n , S p e c i a l I s s u e  o n  I m a g e -ba sed  R o b o t
Servoing. V o1.37No . 1 ( 0 0 . 8 )

78 .  Hiroshi A S H I D A : 〇pt ima lSpa t i a lFrequency  in the 〇uch

musion.;Perception Vo1.29,Supplement(00.8)
79 .  To s h i o  I RIN〇 ,  Ro y  D .  P A T T E R S〇N  ( CNBH/Un i v .
Cambr idge) :A Gammachirp Framework for Auditory Filtering:

Un i f i c a t i o n  o f  Coch l e a r  Frequency -G l i d e  Da t a  a n d
Psychoacoust ica lMasking Da t a . ; P r o c . 1 2 t h  I n t . S y m p o . o n

Hearing Common Issues in The Physio1ogy and Psychophysics

o f  Hearing(00.8)

80. Thomas S . R A Y ,  Joseph F .HART:Evo l u t i on  o f  Differentiation

in Multithreaded Digita1〇rganisms.;Proc.7th I n t .Con f .AL i f e

(00.8)

81.  Hideak i  SU ZUK I : E v o l v a b i l i t y  Ana l y s i s :D i s t r i b u t i o n  o f

Hyperb1obs in a Var iab le-Length Protein Genotype Space.;
Proc .7 th  I n t .Co n f . o n  the Simulation and Synthesis o f  Living

Systems(ALi fe  V I I ) ( 0 0 . 8 )

82.  Norberto Ei j i  NAWA ( A T R人間研/K y o t o  Univ . ) ,Ka t sunor i

SH IM〇HARA ( ATR人間研/Ky o t o  Un i v . ) ,〇 s am u  K A T A I

(Kyoto Univ . ) :〇n The Effect o f  "Stock Ale r t s ' i n  An  Agent-
Based Mode1o f  A F inanc i a lMarke t . ;P roc .7 th  I n t . C o n f . o n

The Simulation and  Synthesis o f  Living Sys t ems (AL i f e  VI I )

(00.8)

83. M i c h a e l L Y〇NS ( ATR映像研) , A n d r e  P L AN T E ( A T R映像

研 ) , M i y u k i  K A M A C H I , S h i g e r u  A K A M A T S U , R u t h

CAMPBELL (Un i v .Co11ege  o f  L o n d o n ) ,M i k e  C〇LEMAN

(Un i v .Co11ege  o f  L o n d o n ) : V i e w p o i n t  Dependent Facia1

Expression Recognition Japanese Noh  Masks and the Human

Face.: P r o c . o f 2 2nd  Con f . o f t h e  Cognitive Science Soc . (00 .8 )

84. Young-Guang ZHANG ( I n s t . S y s t e m s  S c i e n c e ,A c a d em i a
S i n i c a ) , K a t s u n o r i  S H I M〇H A R A : L o o k  F o r w a r d  f r o m

Tierra" -VirtualPrimit ive Bio1ogy. ; T h e 7th In t .Conf on T1-le
Simulation and Synthesis of  Living Systems(ALi fe  VII ) ( 0 0 . 8 )

85. 郷田直一 ,山賀陸夫 ( N H K ) , 藤井真人 ( N H K ) : 視覚の多重

色相表現モデルと画像検索への応用: 2 0 0 0年映像情報メデ

イア学会年次大会講演予稿集(00 . 8 )

86. Thomas S . R A Y : 複 雑性の進化一ネ ッ ト ワー ク テ ィ ェ ラ に
おける組織分化一 , A T RジャーナルNo . 40 ( 0 0 . 8 )

87. 川人光男(ATR人間研/ERAT〇 ) :講義1  : は じめに : 月111に
おける双方向情報処理、  識1義2 : 小月111に学習で獲得 され
る 内 部 モ デ ル ; 第 2 回 神 経 情 報 科 学 サ マ ー ス ク ー ル

( NISs2 0 0 0 ) ,講義1抄録,講義2抄録( 0 0 . 8 )
88. 四倉達夫 ( A T R 映像研 /成燦大 ) , 内田英子 ( A T R 人間研 /

S F S U ) , 山 田寛 ( A T R 人間研 / 日本大 ) , 赤 松茂 , 中津良平

( ATR映像研) ,森島繁生(ATR映像研/成要実大) :高速度ヵメ

ラによる動的な表情変化の分析 ;第 5回日本顔学会大会フ

ォ ー ラム顔学2 0 0 0プログラム予稿集 ( 0 0 . 8 )

89. 河 原  英紀 ( 和 歌山大 / C R E S T / A T R 人 間研 ) , P a r h a m

z〇LFAGHARI (名古屋大):  t更f一遲延を利用した音声の.駆動情
報の多重解像度分析にっいて :  電 気 音 響 ・ 聴覚研究会資料

H-2000-67 (00 .8 )
90 .  藤田俊史 (so n y /ATR人間研) ,安藤広志:階層モジュー ル間
の双方向処理に基づく3次元情景認識モデル ;電子情報通

信学会論文誌Vo l . J 8 3-D-I I  No.8 (00 .8 )
91.  赤 松 茂 :  ヒ ト と コ ン ピ ュ 一 夕 に よ る 顔 の 認 識 ;  l s t  i n t.
Sympo.on  User-System Interaction(00.9)

92.  Hirotaka N I I T S UMA (奈良先端大) , S h i n  I S H I I ( 奈良先端大/

A T R人間研 ) :  λ一〇pt N e u r a l A p p r o a c h e s  to  Quadra t i c

Assignment Problem.:NeuralComputation Vo1.12No.9 (00.9 )
93.  Y . G . ZHANG . T . NAGA SHIM A , 下原勝意 :  「感性」 技術に
よ る コ ン ピ ュー夕の人間化 ; P r o c . 3 r d l n t . C o n f . o n  Human

and Computer(HC-2000) (00.9 )
94.  Jean-Christophe TERR ILL〇N,Dan i e lMcREYN〇LDS (Un i v .
Lav a l ) ,Moh amed  SADEK .Yun1on g  SHENG (Un i v . L a v a 1 ) ,,

Shigeru AKAMATSU : I n v a r i a n t  Neura1-Network Based Face
Detection with 〇rthogonalFourier-Mellin Moments . ;P roc .o f

15th Int.Conf.Pattern Recognition(lCPR'2000)Vo1.4(00.9)

95. Jean-Christophe TERRILL〇N,Mahdad  N . S H I R A Z I ( K A RC ),
M o h a m e d  S A D E K ,  H i d e o  F U K A M A C H l ,  S h i g e r u

AKAMATSU : I n v a r i a n t  Face Detection with  Support Vector

M a c h i n e s . ; P r o c . o f  15th  I n t . C o n f . P a t t e r n  Recogn i t i on
( ICPR'2000)Vo1.4(00.9)

96. Akio ISHIGUR〇(Nagoya Un i v . ) ,Ke i  〇TSU(Nagoya Univ.) ,

A k i n o b u  F U J I I ( N a g o y a  U n i v . ) , Y o s h i k i  U C H I K A W A

(Nagoya Un iv . ) ,Take s i  AOKI (Nagoya  MunicipalIndustr ia1

Re s . I n s t . ) , P e t e r  EGGENBERGER : E v o l v i n g  an Adaptive

Contro11er for a Legged-Robot with Dynamica11y-Reananging
Neura lNetworks. ;Proc.Supplement SAB2000:From Animals

to A n i m a l s . 6 t h  I n t . C o n f . o n  the S imu l a t i on  o f  Adapt ive
Behavior(00.9)

97. 鋼谷賢治(ATR- I /CREST ) ,川人光男(ATR人間研/ERAT〇) ,

春野雅彦 ( A T R - I ) : ヒ ト知性の計算神経科学第3回小月 l lf、
大1llf基底核、 大月l111皮質の機能分化と統合;岩波科学 vol.70
No.9 (00 .9 )

98. 松本有央 ( A T R人間研 /奈良先端大 /cR EsT ) , 岡 田 真 人
( E RAT〇 ) ,銅谷賢治(ATR-I /奈良先端大/CREST) ,管生康子
( 生命研 ) , 山根茂 (電総研 ) , 河野意二 (電総研 ) : サル側頭葉

1 に お け る 顔細胞の集団のダ イ ナ ミ ク ス ;  第2 3回日本神経

1 科 学 大 会 ・ 第 1 0 回 日 本 'f中経回路学会合同大会 ,ブログラ
ム - 抄録集(00 . 9 )
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99. 河原英紀(和歌山大/ATR人間研/CREST ) ,Parh a m  Zolfaghari

(cIA IR/名古屋大):  不動点に基づく音源情報抽出方法の評
価 にっいて;日本音響学会確覚研究会(00 . 9 )

l 00 .  本多清志 , 正木信夫 ( A T R - I ) :可英頭調節における識頭上下
動の役割;日本音声学会全国大会(00 . 9 )

101. 河 原  英紀 ( 和歌山大 / A T R 人間研 / C R E S T ) , P a r h a m

Z〇LFAGHARI(名古屋大/CIA I R ) : フ イル夕中心周渡数から

a降1時周波数への写像の不動点に基づく F0抽出法の評価と改
良にっいて;平成12年日本音響学会秋季研究発表会( 0 0 . 9 )

102. 河 原  英紀 ( 和 歌 山大 / A T R 人 間 研 / C R E S T ) ,  P a r h am

Z〇LFAGHARI(名古屋大/CIAIR) :  糖-運延を用いた音声中の
イ ベ ン ト の表現 と 評価にっいて ; 平 成 1 2 年 日本音響学会
秋季研究発表会(o0.9)

103. 高野佐代子(CR E S T / A T R人間研 ) ,本多清志 :MR画像に基

づく母音発声時の筋長計測 ;平成 1 2年日本音響学会秋季

研究発表会(00 . 9 )

ATR環境適応通信研究所

1.  滝 口  由 期 ( 静 岡 大 ) , 劉  裝 , 大 坪 順 次 ( 静 岡 大 ) : L o w -

Frequency F l u c t u a t i o n  a n d  Frequency -L o c k i ng i n
Semiconductor Lasers wi th  Long Externa lCav i ty  Feedback;

〇pt ica lRev iew(99.10)
2 .  黒柳和良 , 大谷直殻 , 江上典文 , 富永浩司 ( 元 A T R 光電波

研 ) , 細田誠 (元 A T R光電波研 ) , 竹内  日出夫(大販市大) ,中

山 正 昭 ( 大  阪 市 大 ) :  L i g h t - h o l e  S t a r k - l a d d e r
Pho t o l um i n e s c e n c e  I n d u c e d  by  Heavy -h o l e - l i g h t -h o l e
Resonance i n  a GaAs/InAIAs  Superlattice;Physica B ( 9 9.12)

3 .  藤田和久 . P a b l o  V ACCA R〇 : V e r t i c a l a n d  L a t e r a l p - n

Junctions Made  on GaAs(n11)A Substrates using 〇nly Silicon

Dopant;Current Topics in CrystalGrowth Research(99.12)
4 .  荻野長生:C o n n e c t i o n  Estab l i shment  P r o t o c o l B a s e d  o n

Mutua lSe lec t ion  by Users and Network Providers;Decis ion

Support Systems(00.3)
5 .  田 野 哲 , 大 平 孝 : M -CMA : M o d i f i e d  Constant  Mod u l u s
Algor i thm f o r  Dig i t a lS i gna lProcess ing  Adaptive Antennas

w i t h  M i c r o w a v e  Ana1og Be am f orm i n g ; I E E E  Areospace

Conference2000(00.3)

6 .  黒 柳 和 良 , 大谷直殻 , 江上典文 ,i'永沿司 (元A T R光電波
研 ) , 細田 1成 (元 A T R光電渡研 ) , 竹内日出雄 (大阪市大 ) , 中

山 正 昭 ( 大  阪 市 大 ) :  L i g h t - h o l e  S t a r k -1adder
Photoluminescencelnduced by Hole Injection f rom a Remote

Heavy-hole State in a GaAs/InA IAs  Superlattice;Institute o f

Physics Conference Series(00.3)
7 .  Pab1o vAccA R〇 ,上荷幹彦 (同志社大 ) ,大鉢忠 (同志社大 ) ,,
谷正彦 ( C R L ) , 黒澤守久 (東京理科大 ) : L a t e r a 1  J unc t i o n

Photodetector Grown by Molecular Beam Epilaxy on a GaAs
( 3 1 1 ) A -oriented Substrate; Inst i tute o f  Physics Conference
Series(00.3)

8. 劉要, P e t e r  DAVIS :Dua lSynch ron ization o f  Chaos;Physical

Rev iew E ( 00 . 3 )

9.  劉雲 , P e t e r  DAV I S : S y n c h r o n i z a t i o n  o f  Chao t i c  M o d e

Hopping;〇ptics Letters(00.4)

10. 細田1成 (元AT R光電波研 ) ,大谷直殻 ,黒柳和良 ,堂本千秋 :

Carrier Transport i n  GaAs/AIAs  Type- I I  Superlattices under
Electric F i e l d : Sw i t c h  f rom X-X to 「、一「 Trans fer ;Appl ied
Physics Letters(00.4)

11. 神谷幸宏 , 片山正昭 ( 名古屋大 ) , 小川明 ( 名古屋大 ) , 唐沢

好男(電通大) :N ew  Configuration o f  Fu1l-blind CMA  Adaptive
Array App l i c ab l e  to Spread Spectrum S y s t em s ; A P 2 0 0 0
Mi11ennium Conference on Antennas&Propagat ion(00.4)

12. 種田和正,新上和正:De t e rm i n i s t i c  〇pticalRouting f o r T w o

Heterogeneous Para11elServers;20th IntemationalConference

on Distributed Computing Systems(1CDCS-2000) (00 .4 )
13. 大谷直殻 : 半 導体超格子におけ る電界 ド メ イ ン 形成 と 光

電流発振;固体物理(0 0 . 4 )

14.  門 洋 一 , 大 野 雄 一 郎 , 行 田 弘一 , 大 平 孝 : 受 信 電 力 と キ ャ

リ ア検出によ り自律的に中継優先度と送信電力を決定す

るルーチング方式 ;電子情報通信学会、  無線通信システム

研究会(00 . 4 )

15. 稲垣 11111 三 : 光信号処理アンテナとその応用 ; リ ア ラ イズ社
技 術 セ ミ ナー 「 マ イ ク ロ 波 フ ォ ト ニ ク ス の フ ェ 一 ズ ド ア

レーアンテナへの応用」 (00.4)

16. 原山 車久: 決定論的拡散とビ リアー ド ; 科 研費シ ンポジ ウ

ム 「拉球間題百年」 (00.4)
17. 劉裝 , P e t e r  D A VIS , 會 田 田 人 : レーザカオス同期 ; A T R ジ

ヤ ーナル(0 0 . 5 )

18. Peter DAVIS :Act i ve  Networks with Self-〇rganizing Mult i-hop
L i n k s ; 早稲田大学シンポジウム  「複雑系 : 理論と新技術」
(00.5)

19. 原山車久 :カオス系の半古典量子化 ;早稲田大学シンポジ

ウ ム  「複雑系 : 理論と新技術」 (00.5)
20 .  原 山 車 久 : 非 線 形 ウ ィ ス パー リ ン グ ギ ャ ラ リ ーモー ド ; 早

不涌田大学シンポジウム 「複雑系 : 理論と新技術」 (00.5)
2 l . 原山車久 : フ ラ ク 夕ル拡散係数 ; 早稲田大学シンポジ ウ ム

「複雑系 : 理論と新技術」 (00.5)
22. 森田真由子(早 1ll111田大 ) , 牧野浩典 (早稲田大 ) , 原山卓久 ,相
沢 洋:二(早稲田大):古1111力学における不安定性と量子準位
統計にっいての研究;早相1 I 1 l大学シンポジウム 「複雑系 :
理論と新技術」 (00.5)

23. 牧野浩典 (早稲田大 ) , 原山車久 ,相沢洋:二 (早稲田大 ) : ト ー
ラ ス と カオ スが共存する拉球系の分岐現象 と ェネルギー

準位統計 ;早稲田大学シンポジウム  「複雑系 : 理論と新技
術」 (00.5)

24.  小松 1111 彰 1素i藤 茂 , 行 田 弘 一,大平考11 : : 高次元アルゴリズ
ム に よ る EsP A R ア ン テ ナ の リ ア ク タ ン ス 最 適 化 ; 電 子 情
報通信学会、 ア ン テ ナ ・ 伝播研究会(00 . 5 )

25.  楊克虎.張毅民(V i 1 l a n o v a  U n i v . ) ,水口芳彦: S p a c e-T ime
Adapt ive  Processing Based on  Unequa11y Spaced Antenna

Array;VTC2000-Spr ing(00.5)
26. 倉林則之 , 湯 淺太 一一(京都大) , 小宮常康 (京都大 ) : プ ログラ

ムの部分移送に基づく遼隔実行機構とその知的インタフ

エ ー スへの応用;日本Lispユーザ会議( 0 0 . 5 )

27. 大平 '11f::,行田弘 - :E lectron ica l ly  Steerable Passive Array
Ra d i a t o r  An t e nn a s  f o r  L o w -Cost  A n a l o g  Ada p t i v e
Beamfom i ng ;2000  IEEE InternationalConference on  Phased

Array Systems&Techno1ogy(00.5)

28 .  大谷直殻 ,堂本千秋 .黒柳和良 , 、1:1.l 上典文 ,細田誠 (元A T R
光電渡研) :Anoma l o u s  Photoluminescence 〇riginating f r om
Resonance between X and Intermediate States in GaAs/AIA s

Superlattices; fouma1o f  Luminescence(00.5)

29.  安藤雅信 (大阪市大 ) ,中山正昭 (大阪市大 ) ,竹内日出雄 (大

阪市大 ) , 西村仁 (大阪市大 ) , 大谷直毅 ,江上典文 , 細 田 誠

(元ATR光電波研) ,三村秀典(東北大) : P h o t o l um i n e s c e n c e

and Carrier Transport Properties via thelntersubband Scattering

i n  a GaAs/A IAs  Superlattice under  Appl ied Electric Fie ld;
J o uma l o f  Luminescence(00.5)

30. 大谷直殻 , 堂本千秋 , 江上典文 , 三村秀典 ( 束北大 ) , 安藤

雅信 (奈良先端大 ) ,中山正昭 (大阪市大 ) ,細田誠 (元A T R光
電波研 ) : E l e c t r i c - f i e l d  E f f e c t s  o n  Ph o t o l um i n e s c e n c e
Properties i n  a GaAs/AIA s  Marg i n a lType- I  Super latt ice;

Physica E ( 0 0 . 5 )
31 .  M . S AGLAM ( T e c h . U n i v . o f  D ar ms t a d t ) ,M .B〇ZZ I (Un i v . o f

P a v i a ) , 堂本千秋 , M . R〇 D RIGUEZ-GIR〇NES (Tech .Un i v .
o f  D a r m s t a d t ) , L. P E R R E G R I N I ( U n i v . o f  P a v i a ) , H . L .

H A R T N A G E L ( T e c h . U n i v . o f  D a r m s t a d t ) : D e s i g n  a n d

Fabrication o f  an A1o.7Gao.3As/GaAs HBV  f o r 2 55GHz  Tripling

〇perat ion;W〇CSDICE2000(00.5)
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32 .  本多村陽 (甲南大 ) , 大西一洋 (甲南大 ) , 梅津郁郎 (甲南大 ) ,,

Pab1o Vaccaro :〇pt ica lProper t i es  o f  Se l f -assembled I nA s
Quantum Dots Grown  on GaAs(211)A Substrates;European -
Materials Research Society(E-MR S-2000) (00.5)

33 .  川合誠 (京都大 ) , 行田弘一, 野崎正典 (沖電気 ) : ワ イヤレス
ア ド ホ ッ ク コ ミ ュ ニ テ ィ ネ ッ ト ヮ ー ク (WACN e t )の トポロ

ジーの最適化;電気学会論文誌C(0 0 . 5 )

34.  神谷幸宏 :  「次世代モバイル通信の利用形態に関するフ

ォ ー ラ ム」への出展;次世代モバイル通信の利用形態に関
す る フ ォ ー ラム ( 0 0 . 6 )

35.  劉雲,Pe t e r  DAVIS:Pseudo-random Wavelength Hopping Based
on Chaos:ExperimentalGeneration and Synchronization;The

I n terna t i o n a lCon f e r e n c e  on  the Appl ica t ion  o f  Photon ic

Techno1ogy(00.6)
36 .  新 上 和 正 : 横 断 す る デ ザ イ ン ー ど ん な モ ノ が ブ レ イ ク す

る か一, 第 1 1 回 N E C ・ HPC研究会(00 . 6 )
37 .  飯野芳已,P e t e r  DAVIS:Contro1l ing Spontaneous Generation

o f  〇pticalBeam Spots in a Liquid CrystalDevice; Journa1of

Applied Physics(00.6)

38.  酒井靖夫,松田潤 :A d a p t i v e  FIow Contro l for  Mobile Video

Ter m ina ls ;Visua lCommunicat ion a n d lm a g e  Processing2000

(VCIP2000) (00.6)

39 .  Pab1o vACCAR〇 ,藤田和久 (イオン工学研) ,會田田人 :高指
数面基板上の横型p-n接合を用いた光電子デバイス ;電子情
報通信学会、 レーザ ・ 量子エレクトロニクス研究会 ( 0 0 . 6 )

40. 寺 前 裕 之 : 一 次 元 ポ リ マーのエネルギーバ ン ド 計 算 に お

ける並列処理( 2 ) ; T h e  J o uma l o f  Chemica lSo f tware(00.6)

41 .  大谷直殻 , 堂本千秋 , 西村剛太 , 會田田人細田誠 ( 大阪市

大):〇bservation o f  Anoma1ous Photoluminescence 〇riginating

f rom Higher-energy State Mixings in GaAs/AIAs Superlattices;
19th Electronic Materials Sympos ium(EMS19) (00 .6 )

42 .  堂本千秋 ,大谷直毅 ,黒柳和良 , P a b l o  vAccAR〇, 竹 内 日
出雄 (大阪市大 ) , 中山正昭 (大阪市大 ) , 西村剛太 (京セラ ) :

Intersubband Electroluminescence  using X-「、 Carrier Injection
i n  a GaAs/A IA s  Doub l e-quantum -we11Supe r l a t t i c e ; 19 th
Elect1onic Materials Sympos ium(EMS19 ) (00 .6 )

43.  田中智子 ,野田進 (京都大 ) , C h u t i n a n  AL〇NCKARN (京都

大) ,浅野車 (京都大) ,山本宗継( E T L ) : F e m t o s e c o n d  Pulse

Propaga t i on  i n  t h e 3 D  G a A s  Photon i c  C r y s t a 1 ; T h e 7 th

I n t e r n a t i o n a lW o r k s h o p  o n  Fem to s e c ond  Techno1ogy

(FST2000)(00.6)

44 .  稲垣 -1i1、三 , 胡 薇 薇 , 大 平 孝 : 複 屈 - l11r性光導波路を用いた光
波長走査ビー ム形成回路の基礎実験;  電子情報通信学会、

Mw/〇PE/MWP共催研究会(00.6 )
45 .  門 洋一, 小 管 昌 克 : 巡 回 ノ ー ド を 活 用 し た 無 線 ア ド ホ ッ ク
ネ ッ ト ワー クの一構成 ;電子情報通信学会、  無線通信シス

テム研究会( 0 0 . 6 )

46 .  原 山 卓 久 : 非 線 形 ウ ィ ス パ リ ン グ ギ ャ ラ リ ーモー ド ; 京 都

大学総合人間学部公開セミナー (00.7)

47 .  胡 微 微 , 稲 垣 業、三,水口芳彦:Bire f r i ngence  Measurernentof

Integrated Op t i c a lW a v e g u i d e  f o r  〇pt i c a l B e am  Forming
Network ;〇SA Integrated Photonics Research TopicalMeeting

( IPR2000) (00.7 )

48.  小管昌克 ,荻野長生 ( K D D ) , 連池和夫 :適応的Q o S制御方

式 にお け る 市 場 モ デ ル を 用 い た ネ ッ ト ヮ ー ク リ ソ ー ス割

り当て法の検討 ;電子情報通信学会、  コ ミ ュ ニーケ シ ョ ン

ク オ リ テ ィ一研究会 ( 0 0 . 7 )

49 .  山崎達也 , 連 池和夫 : ホーム ネ ッ ト ヮ ー クにおける通信サ

ー ビスコー デ イ ネー ション ;電子情報通信学会、  コ ミ ュ ニ
ケー シ ョ ン ク オ リ テ ィ 研究会 ( 0 0 . 7 )

50.  大平孝 : M i c r o w a v e  S i g n a l P r o c e s s i n g  a n d  Dev i c e s  f o r

Ad a p t i v e  B e a m f o r m i n g ; 2 0 0 0  I E E E  A P -S Internat iona1
Sympos ium(00.7)

51. 種田和正 : F a i r  and Stable Resource A1location Methods for

Guaranteed Se rv i ce ;2000  SCS  Sympos ium o n  Perfor mance

Eva lua t i on  o f  Computer  a n d  Te lecommun i ca t i on  Systems

(SPECTS2000) (00.7)

52.  行田弘一 ,大平孝 : D e s i g n  o f  Electronica1ly Steerable Passive

Array R a d i a t o r ( E S PAR ) A n t e n n a s ; T h e 2 0 0 0  I E EE  A P-S
InternationalSymposium(00.7)

53. Peter  D A V I S , 劉 雲 , 會 田  田人 : A d a p t i v e  S i g n a l a n d

Synchronization Generation in Chaotic 〇pticalCommunication

Dev i ce s ;The  Third Wor l d  Congress o f  Nonl inear Analysts
( WCNA-2000) (00.7 )

54 .  Pab1o VACCAR〇,藤田和久:〇ptoe lect ron ic  Devices Based

on Lateralp-n Junctions Fabricated by Molecular-Beam Epitaxy
Growth of Silicon-Doped GaAs on Pattemed(311)A-〇riented
Substrates;IEEE Jouma1of  Quantum Electronics(00.7)

55.  井上隆 ,唐沢好男 (電通大 ) : T h e o r e t i c a l A n a l y s i s  on the

Per formance o f  〇p t ima lComb i n i n g  f o r  Mul t i pa th  Wave s

Distributed in Spat ia land T ime  Domains ; IE ICE Transactions
on Communications(00.7)

56. I n go  F I S C H E R , 劉雲 , P e t e r  DAV IS : S y n ch r o n i z a t i o n  o f

Chaotic Semiconductor Laser Dynamics on Subnanosecond
T i m e  Sca les  a n d  its Po t e n t i a l f o r  Chaos  Commun i ca t i on ;

PhysicalReview A ( 00 . 7 )
57.  秋山智浩 , 稲垣惠三 , 水口芳彦 , 大平孝 :  光信号処理によ

る ロー カル信号B F Nを用いた受信アレーアンテナのビー

ム 偏 向 ; 電 子 情 報通信学会 、  AP/SAT/Mw 共催研究会
(00.7)

58.  大平孝 ,行田弘一 ,秋山章 (束工大 ) , 楊克虎 :エスパアンテ

ナの等価ウェ イ ト ベ ク ト ル と ア レー フ ァ ク 夕表現式 ; 電子

情報通信学会、 ア ン テナ ・ 伝播研究会(00 . 7 )

59.  滝沢泰久,芝公仁(立命館大) ,大久保英嗣(立命館大) :連続
メ デ イ ア 処 理 に お け る 適 応 的 ス ケ ジ ュ ー リ ン グ ポ リ シ

Adaptive Deadline Mod i f i c a t i o n ; 2 0 0 0年並列/分散/協調処

理に関する  「松山」 サマ ー ・ ワー ク シ ョ ッ プ (swoPP 「松
山」 2000 ) (00 .8 )

60.  堂本千秋 ,大谷直毅 ,黒柳和良 , P a b 1 o  vAccA R〇 ,竹内日
出雄 (大阪市大 ) , 中山正昭 (大阪市大 ) , 西村剛太 (京セラ ) :

Intersubband Electroluminescence using X- 「、 Carrier Injection
in a GaAs/AIAs  Superlattice;Applied Physics Letters(00.8)

61 .  田中智子 ,野田進 (京都大 ) , C h u t i n a n  AL〇NGKARN (京都

大 ) ,浅野卓 (京都大 ) , 山本宗継 (電総研 ) : U l t r a-short Pulse
P ropag a t i o n  i n 3 D  GaA s  Pho t o n i c  Cr y s t a 1 ; N o n l i n e a r

〇ptics:Materials,Fundamentals and Applicat ions(NL〇2000)
(00.8)

62.  楊 克 虎. 水口芳彦, 張殻民(Vi11anova  Un i v . ) : S e c t o r ize d
Space-Time Adaptive Processing for CDMA  Systems;The10th
I EEE  Workshop on  S t a t i s t i c a l S i gna l and  Array Processing
(SSAP2000)(00.8)

63. 張 毅民 ( V i 1 1 a n o v a  U n i v . ) ,  楊 克 虎 ,  Moene s s  G .

AMIN(Vi11anova Univ. ) :Trans for m Domain Array Processing

for CDMA  Sys t ems ;The10 th  IEEE Workshop on  Statistica1

S igna land Array Processing(SSAP2000)(00.8)
64. 神谷幸宏 , 田野哲 , 水口芳彦 , 片山正昭 ( 名古屋大 ) , 小 川

明 (名古屋大 ) , 唐沢好男 (電通大 ) : D e v e 1 o p m e n t  o f  a n

Adap t i v e  Array  Ba s e d  o n  S u b b a n d  S i g n a l P r o c e s s i n g ;

Internat iona lSympos ium on Antennas,Propagation and E M

Theory( ISAPE2000) (00.8)

65. 藤 野 義 之 , 水 口 芳 彦 : A  Rec tenna  Array  Mou n t e d  o n  a

Cyl indr ica lConductor  for  Wireless Power  Recept ion ;2000

Intemat iona lSymposium on Antenna and Propagat ion( ISAP

2000) (00.8 )

66. 秋山智浩 ,稲垣恵三 ,水口芳彦 : M u l t i b e a m  〇pticalSignal

Processing Array Antenna Using Opt ica lWavegu ide Arrays
a n d  L e n s ; 2 0 0 0  In terna t i o n a l S ympo s i um  on  Antenna and

Propagat ion( ISAP2000) (00.8)

67.  楊克虎 , 張 毅民 ( V i l l a n o v a  U n i v . ) , 水口芳彦 : S p a t i o -
T em p o r a l S i g n a l S u b s p a c e -Based  S u b b a n d  Space -T i m e
Adaptive Antennas;2000 InternationalSymposium on Antenna

and Propagat ion( ISAP2000)(00.8)

68.  胡 薇 薇 , 稲 垣 恵 三 , 水 口 芳 彦 : A  Nove lAna lys i s  fo rThree-
Layer 〇pticalWaveguide Using Effective-Index Method wi th

Perturbation Correct ion ;2000 Interna t i ona lSympos ium on
Antenna and Propagat ion( ISAP2000) (00.8)

ATR Journa1 41号 AUTUMN 2000 35



69. 張毅民(V i 1 1 a n o v a  U n i v . ) ,楊克 f 5 9 , 庸 沢 好 男 ( 電 通 大 ) :

Performance Analysis o f  Subband Arrays;2000 Intemationa1

Symposium on Antenna and Propagat ion(1SAP2000)(00.8)
70 .  細 田 誠 ( 大 阪 市 大 ) , 大 谷 直 毅 , 堂 本 千 秋 , 會 田  田人 :

Formation Process o f  High -Fie ld  Doma i n  i n  Superlattices
Ob s e r v ed  by Pho t o l um i n e s c e n c e  Spectra  B r a n c h ; 2 0 0 0
[nternationalConference on Sol id State Devices and Materials

( SSDM2000 ) (00 .8 )

7 1 .  種田和正 , 関戸理11金、(::11i橋技科大) : A R S : A n  Efficient Agent-
based  Rou t i n g  Sy s t em  f o r  QoS  Gua r a n te e s : C om p u t e r
Communications(00.8)

72 .  久保田和芳,P a b 1 o  VACCA R〇 ,會田田人 :格子l'1fに よ る 変
形を利用したG a A s基板上の新規な 3次元構造体の作製 ;

第61回応用物理学会学術 1111,演会(0 0 . 9 )
73 .  今 田  昌 宏 ( 京 都 大 ) , 野 田  進 ( 京 都 大 ) , C h u t i n a n

A L〇NGKARN (京都大 ) ,望月理光(京都大) ,田中智子: 2次

元 フ ォ ト ニ ツ ク 結 晶 の 単 一ク111 1 1f を用いた面出力型波長分
波器の作製;第61回応用物理学会学術議業11演会(00.9 )

74.  Pab1o VACCA R〇 ,堂本千秋 : L a s e r  Diode Using a Lateral

Junc t i on  G r o w n  by Mo l e cu l a r  B e a m  Epitaxy o n  a G a A s
( 311 )A -〇riented Substrate;第6l回応用物理学会学術高事f演会
(00.9)

75. 大西一洋 (甲南大 ) ,梅津有11期 (甲南大 ) , 稲田貢 (甲南大 ) , 杉
村 1場(甲南大) ,P a b l o  VACCAR〇:自己形成型InAs/GaAs l f :
子ドット系でのドット間電子結合によるオ f 1 1方向光伝導特

性;第61回応用物理学会学術講演会(0 0 . 9 )

76.  大谷直殻,M . R〇G〇Z I A ( PD I ) , 堂本千秋 ,西付岡 l1太 , H . T .

GRAHN(PD1 ) :GaAs/AIA s 夕 イプ 2超格子における光電流

発振の発振周波数特性;  第61回応用物理学会学術識1演会

(00.9)

77 .  谷山秀昭 , 會田田人 : 利得及び損失を有する フ ォ ト ニ ツ ク

ク リ ス夕ルに対する電磁波の伝橋特性 : 第 6 l 回応用物理

学会学術講演会 (00.9)

78 .  西村网1jJ1、1, 堂 本 千 秋 ( 京 セ ラ ) , 大 谷 直 1 設 , 會 田 田 人 , 竹 内
日出雄(大阪市大) ,中山正昭(大阪市大) :非対称::二重址子并
戸GaAs/A IA s超格子からのサブバンド間選移発光の観測 ;

第6 l回応用物理学会学術講演会(0 0 . 9 )

79.  橋爪洋平 ( 甲 南 大 ) , 大 宮 丈 1 l 1 l ( 甲南大 ) , 杉村陽 (甲南大 ) ,,

Pab1o VACCAR〇:GaAs面発光レーザからの発光一D B R酸

化依存性一,第61回応用物理学会学術 1描演会 ( 0o.9)
80. 大 宮 丈 .11l!.( 甲 南 大 ) , 橋 Jf、洋平(甲南大 ) ,本多村陽 (甲南大 ) ,,
Pablo VACCAR〇:GaA s ( 3 1 1 ) A面段差基板上に作製した横

型接合LEDの特性;第61回応用物理学会学術講演会(0 0 . 9 )

81. 細田誠(大阪市大) ,黑柳和良,大谷直殻,會田田人: 1 i益超格

子における価電子帶サブバン  ド間共鳴に影響されたホー

ル輸送;第61回応用物理学会学術講演会(0 0 . 9 )

82. 柳正秀(NTT-F ) , 植車常雄 ( N T T - F ) , 斎藤茂, 寺前橋之 : 高
次元アルゴ リ ズ ムに よ る熱源装置台数分割方法に関する

研究;2000年度日本建築学会大会(00 . 9 )

83. 大平 考::携帯型電波到来方向探知機;電子情報通信学会、

無線通信システム研究会( 0 0 . 9 )

84. Ivan H〇. Jean CAR〇N.Peter  DAV I S ,會田田人:A d a p t i v e

〇pticalWireless L i n k s ;電子情報通信学会、無線通信システ

ム研究会(00 . 9 )

85. 小抽正大 , 稲 垣 1ii、1三 ,水口芳彦 : 4 0 0  Mbit/s B P S K  Data

Transmission a t 6 0  GHz-band m m-wave  Using a Tw o-mode
Injection -1ocked Fabry-Perot Slave Laser;InternationalTopica1
Meeting on Microwave Photon ics (MWP2000) (00.9)

86. 秋山智浩 ,稲垣惠三 , 水口芳彦:Be am-Steering ofReceiv ing
Array Antenna Using Loc a l S i g n a l B e am f o rme r  by 〇ptical

S i g n a l P r o c e s s i n g ; I n t e r n a t i o n a l T o p i c a l M e e t i n g  o n

Microwave Photon ics (MWP2000) (00.9 )

87. 山出奇達也 : 多次元 ヒ ス ト グ ラ ム を用いたカ ラ一画像領域

分割手法の一提案;  電子情報通信学会、  画像工学研究会

(00.9)

88 .  大谷直殻 , M . R〇 G〇 ZIA ( P D I ) , 堂本千秋 , 西村剛太 , H . T .

GRAHN ( PD I ) : P h o t o c u r r e n t  S e l f -osci11ations i n  Weak l y
Coupled,Type-I I  GaAs/AIAs Superlattices Embedded i n  p-i-n
and n- i-n Diodes;25th IntemationalConference on the Physics
of  Semiconductors(ICPS25)(00.9)

89. Pab1o VACCAR〇,堂本千秋:La t e r a l - j u n c t i o n  Laser Diode

Grown  on a GaA s ( 3 1 1 ) A  Patterned  Substrate by Molecular

Beam Epitaxy;25thlnternationalConference on the Physics o f
Semiconductors(ICPS25)(00.9)

9o. 大西 一一一洋(甲南大) ,稲田貢(甲南大). 梅津有11郎 (甲南大 ) ,杉
村陽(甲商大) , P a b 1 o  VACCAR〇:Latera lPhoto-conductance
via In-plane Inter-dot Tunneling in Sel f-assembled InAs/GaAs
Quantum Dot Ensemble;25th lntemat iona lConference on the

Physics of Semiconductors(1CPS25)(00.9)
91.  細田11成(大阪市大) ,黒柳和良,大谷直殻,會田田人: carrier
Transport Affected by Hole-subband Resonances in a Strained
GaAs/lnA IA s  Superlatt ice:25th ln temat iona lConference on

the Physics o fSemiconductors ( ICPS25) (00.9)
92.  堂 本 千 秋 , 大 谷 直 殻 , ,11l11柳 和 良 , 西 村 同」太 , P a b 1 o
vACCAR〇 ,竹内日出雄(大阪市大) ,中山正昭(大阪市大) :
Intersubband Electroluminescence Using X- I Carrierlnjection
i n  a S i m p l e  GaAs /A IA s  Supe11 a t t i c e ; 2 5 t h  In ternat iona1

Conference on the Physics o f  Semiconductors( ICPS25)(00.9)
93. 行田弘 - , 門 洋 一 , 大 野 雄 一郎 .連池和夫 ,大平孝 : ワ イ
ヤ レ ス ア ド ホ ッ ク コ ミ ュ ニ テ ィ ネ ッ ト ワー ク :情報処理学

会、  モバイルコンピ ュ ー テ ィ ン グ と ヮ イ ヤ レ ス 通 信 研 究

会(00 . 9 )

94. 111i沢泰久 ,芝公仁 (立命館大 ) ,大久保英 i-河(立命館大):連続
メ デ ィ ア 処理にお け る 時間制約 と 通信邏延に適す る タ ス

ク ス ケ ジ ュー リ ン グ ; 情報処理学会、  数理モデル化と間題

解決研究会(00 . 9 )

95.  楊克虎 , 大平孝 : S t e a d y -State  Per f o rmance  Ana lys i s  o f
E S P A R  An t e n n a s  f o r  D S -C D M A  S i g n a l W a v e f o r m s  i n
Mult ipath En v i r o nm e n t s ;電子情報通信学会、 ア ン テ ナ - 伝
橋研究会(00 . 9 )

96 .  竹内日出雄(大阪市大) ,満 i口幸司(大阪市大) ,中山正昭(大

阪市大 ) , 堂本千秋 ,黒例 J和良 ,大谷直殻 ,會田田人 : ( n 1 1 )

面方位GaA s /rn A I A s超格子におけるコヒ ー レ ン ト フ ォ ノ
ン;日本物理学会200 0年秋の分科会(0 0.9 )

97. 岡本論士 (大阪市大 ) ,福田 一 -人(大阪市大 ) ,竹内日出雄(大
阪 市 大 ) , 中 山 正 昭 ( 大 阪 市 大 ) , 大 谷 直 殻 , 會 田  田人 :

GaAs/A IA s超格子におけるシュタルク階段状態発光 ;日本

物理学会200 0年秋の分科会(0 0 . 9 )

98.  小抽正大, 稲 垣 11111三 ,水口芳彦,大平率 : 2 モー ド注入同期

F P レーザによる60GHz帯40 0Mbp sBP SK信号伝送;2 0 0 0年
電子情報通信学会ソサイ ェテ ィ大会 ( 0 0.9 )

99. 北川美宏 ,  j 請藤茂 ,柳正秀 ( N T T-F ) ,植草常雄(NTT - F ) :高
次 元 ア ル ゴ リ ズ ム に よ る コー ジ ェ ネ レー シ ョ ン シ ス テ ム

の最適化 ; 2 0 0 0 年 電子情報通信学会 ソサ イ ェテ ィ 大 会
(00.9)

100. 胡 被 微 , 稲 垣 恵、三 , 水 口 芳 彦 , 大 平 孝 : L i N b 〇 3 Array

Waveguide w i t h  Dif ferent High Birfringence for the Use of
Steerable Multibeam Antenna ; 2000年電子情報通信学会ソサ

イ ェティ大会 ( 0 0 . 9 )
101. 秋山智浩 , 稲垣恵三 , 水口芳彦 , 大平孝 :  光信号処理によ

る ロー カル信号B F Nを用いた受信アレー ア ン テナの ビー

ム偏向;2 0 0 0年電子情報通信学会ソサイ ェティ大会 ( 0 0 . 9 )
102. 酒井靖夫,山由奇達也,連池和夫:ユーザQos測定のための
MPEG-4動画像伝送システム ; 2 0 0 0年電子情報通信学会ソ
サ イェティ大会 ( 0 0 . 9 )

103. 小代康 ( ア ン テナ技研 ) , 川 上春夫 ( ア ン テナ技研 ) , 行 田弘

- , 大 平 孝 : グ ラ ン ド 板 の 影響 を 考慮 し たェスパアンテナ
の仰角指向性の改善; 2 0 0 0年電子情報通信学会ソサイェテ

ィ大会(0 0 . 9 )

104. 恩 田 和 幸 , 仲 付 周 一 , 種 田 和 正 , 斎 藤 茂 : 通 信 ネ ッ ト ヮ ー

クの最適設計間題における設計パラ メ一夕の選択的最適

化に対する考察 ; 2 0 0 0年電子情報通信学会ソサイェティ大

会(0 0 . 9 )
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105. 大 平 孝 , 行 田 弘一 ,秋山章 (東工大 ) , 楊克虎 : エスパアンテ

ナの指向性に関する基本的定式化;200 0年電子情報通信学

会 ソ サ イ ェティ大会 ( 0 0 . 9 )
106. 大野雄一郎 ( N T T-A T ) , 門 洋 一 , 行 田 弘一 , 大 平 孝 : ア ン テ
ナ走査角対 sI N R 情報に基づくルーチング方式の性能評
価;2 0 0 0年電子情報通信学会ソサイ ェティ大会(0 0 . 9 )

107. 稲垣恵三 ,胡薇薇 , 水口芳彦 , 大平孝 : 複屈折性光導波路

を用いた光波長走査ビーム形成回路の移送特性;2000年電

子情報通信学会ソサイ ェティ大会 ( 0 0 . 9 )

108. 秋山章 (東工大 ) , 行田弘一.大平孝 ,安藤真 (東工大 ) : エス
パ ア ン テ ナ に お け る ビー ムと複数ヌルの同時形成可能性 ;

2 0 0 0年電子情報通信学会ソサイェティ大会( 0 0 . 9 )

109. 酒井靖夫、大久保英調 (立命館大 ) : マルチメディア端末に

おける適応的映像フロ一制御方式 ;情報処理学会論文誌

(00.9)

国際電気通信基礎技術研究所

1. 山岸典子 : 緑 内障におけ る オ プ ス テ ィ  ッ ク デ ィ ス ク の 構

造から視野機能への空間的マ ツ ピ ン グ ; 第 2 回 眼 科 イ ン タ

一ネット学会(ht tp : //www.opcom.gr.jp/)(00.4)
2 .  山岸 :11l、L子 :視覚における二つの情報処理 : 知覚システム
とアクシ ョンシステムの存在 ;東海心理学会 ( 0 0 . 4 )

3 .  Ke i n j i  D〇Y A  ( A T R - I /CREST ) :  Sp e c i a l i7at ion  a n d
Co11aboration o f  the Cerebe11um,the Bas a lGang l i a , a n d  the
CerebralCortex. ;NeuralContro1of  Movement2000,Sate11ite

Meeting on Computat ionalModels(00.4)

4. Kenji D〇YA ( A T R-I/CREST):What  Are the Computations o f
the Cerebe11um,the Basa lGang l i a , a nd  the CerebralCortex?;

SpecialSeminar,department o f  Phisio1ogy(00.4)
5 .  川人光男(ATR人間研/ERAT〇 ) ,銅谷賢治(ATR- I/CREST),,
春野雅彦 :  ヒ ト 知性の計算神経科学第 1回言語に追るた

めの条件;科学Vo1 . 7 0  No.5 (00 .5 )

6.  蒲池みゆき ( A T R 人間研 ) , 向田茂 , 赤松茂 ( A T R 人間研 ) :

驚 きは素早 く 、  要性、しみはゆっくりと一表出速度に敏感な

表情認知一,ATR  Jouma lVo1.39(00.5 )

7 .  金子勇一 (長岡技科大 ) , 中野惠理 ,大須理英子 ( E R A T〇 ) ,,

和田安弘 (長岡技科大 ) ,川人光男 ( E R A T〇 / A T R人間研 ) :
Euler-P o i s s o n方程式を用いた指定トルク変化最小'111,道生
成;電子情報通信学会論文誌Vo1 . J 83-DI I  No.5 (00 .5 )

8. Hironori TAKEM〇T〇(Kyoto  Univ./ATR-I ) :Morpho1ogical
Analysis a n d 3 D  Modeling of  the Tongue Musculature in the

Hum a n  a n d  Ch im p a n z e e . ; P r o c . 5 th  Speech  Produc t i on

Seminar :Models  and Da t a ( SPS5 ) ( 0 0 . 5 )

9.  真栄城哲也 :音楽に潜む右と左一音階から見た対称性 ; b i t

Vo l . 32No .7 ( 00 . 6 )

10. 銅谷賢治 : 行 動 学 習系 の メ タ パ ラ メ 夕 ; 数 理 科 学 N o . 4 4 4

(00.6)

11.  安藤広志 ( A T R - I / さきがけ ) : 3次元環境の視覚認知 : 階 層
間ダイナミクスと神経計算様式 ;束京工業大学理工学研究

科付属像情報工学研究施設特別議器準演会(00.6)

12. Hidenor i K I M U R A ( U n i v . Tok y o ) ,K e n j i  D〇YA ( A T R - l ) :

Motor Contro1:Neura lMode ls  and System Theory. ; B o o k  o f

Abstracts,14th I n t . Sympos ium on Mathemat ica lTheory and

Networks and Systems(00.6)

13. Jun M〇RIM〇T〇(奈良先端大/ERAT〇),Ken j i  D〇YA ( A T R-
I/CREST):Acquisit ion o f  Stand-Up Behavior by a Rea lRobo t
Using Hierarchica lRein forcement Learning. ; P r o c . 1 7 t h  Int.

Con f . on  Machine Leam ing ( ICML-2000) (00 .6 )
14. Sachiko K〇YAMA (N a t i o n a l I n s t i . f o r  Phys io .Sc i . ) ,H i rosh i

Y A B E ( H i r a s a k i  U n i v . ) , R e i k o  AKAHAN ] 1 i -Y A M A D A ,,
Atsuko GUNJI (Nat iona I  Inst i . for  Phys io .Sc i . ) ,R ieko  KUB〇,,

S h o k o  〇 IWA ( N a t i o n a l I n s t i . f o r  P h y s i o . S c i . ) , R y u s u k e

K A K I G I  Na t i o n a l I n s t i . f o r  P h y s i o . S c i . ) : M MM m  by the
Contrast be tween/1/and/ r/ i n 1lapanese Sub j e c t s :A  Vowe1

Masked Preceding Foreign Consonants.:Second Int.Congress

o n  M i sm a t c h  Nega t i v i t y  a n d  i t s  C l i n i c a l A p p l i c a t i o n s

(MMN2000 ) ( 0 0 . 6 )

15. Eric VATIK1〇TIS-BATES〇N:〇verv iew of Auditory-Visua1
Speech Processing . ; T a l k  a t lD IAP (Da11 e  Mo11e Institute f o r

PerceptualArtificialInte11igence(00.6)

16. Kenji D〇YA ( ATR-I/CREST/ERAT〇/奈良先端大),Kazuyuki
SAME J IMA ( ERAT〇) ,K e n-ichi KATAG IR I ( ATR人間研/奈
良先端大) ,M i t s u o  KAWAT〇(ERAT〇/ATR人間研/奈良先

端大) : M u l t i p l e  Mode1 -Based  Re i n f o r c emen t  Learn i ng .;
TechnicalReport o f  Kawato Dynamic Brain Project,KDB-TR -
08 (00 .6 )

17. D a n i e l E . C A L L A N ( A T R人間研 / A T R - I ) , R a y  D . K E N T
( U n i v .W i s c o n s i n ) , F r a n k  H . GU ENTHE R ( B o s t o n  Un i v . ) ,,

Hour i  K . V〇 R P E R I A N ( U n i v . W i s c o n s i n ) : A n  Auditory-

Feedback-Based Neura lNetwork  Mod e l o f  Speech Production
that is Robust to Deve1opmentalChanges in the Size and Shape
o f  the Articulatory System.; J .Speech ,Language ,and  Hearing
Research,Vo1.43No.3(00.6)

18. 川人光男(ATR人間研/ERAT〇 ) ,銅谷賢治(ATR -I/CREST),,
春野雅彦 : ヒ ト知性の計算神経科学 ;電子情報通信学会技

術研究報告,NLP2000-28, NC2000-22 (00 .6 )
l 9 .  川人光男(ATR人間研/ERAT〇) ,銅谷賢治(ATR- I /CREST ) ,,

春野雅彦 : ヒ ト知性の計算神経科学一言語に追るための条

件;  文部省科学研究費補助金特定領域研究A、  「心の発
達 : 認知的成長の機構」 全体会議特別講演,ニュー ズレタ
一No.8 ( 00 . 6 )

20. 鈴木秀明,嚴佐i 1 l ' (九州大) :劇的な進化を引き起こす交叉

の働き  : 遺伝的アルゴリズムの数学的解析; 2 0 0 0年度人工
知能学会金国大会(第14回)論文集(00 . 7 )

21. 川人光男(ATR人間研/ERAT〇 ) ,銅谷賢治(ATR-I/cREST) ,,
春野雅彦 : ヒ ト知性の計算神経科学第 2回一小月l11が獲得す
る内部モデル;科学Vo1 . 7 0  No.7 (00 .7 )

22.  角度島和行(奈良先端大/ERAT〇),銅谷賢治(ATR-I/cREST) ,,
川人光男(ATR人間研/ERAT〇 ) :複数モデルベー ス強化学

習におけるモジュール間の評価割り付け ;電子情報通信学

会技術研究報告,NC2000-48 (00.7 )

23.  Darrin B E N T I V EGNA ( A T R-I ) ,Chr i s topher  G . A T K E S〇N
(Georg ia  I n s t . T e c h . ) : L e a r n i n g  Tasks f r om  〇bservation.;

American Association for Art i f ic ia l Inte11igence(AAAI2000)

(00.7)

24. Ke i k i  T A K A D A M A . T a k a o  T E R A N〇 ( U n i v . T s u k u b a ) ,,

Katsunori SHIM〇HARA:Interpretation by Implementation for

Unders tand ing  Mu l t i a g en t  〇rganiza t i o n . ;Compu t a t i o n a l

Analysis o f  S o c i a l a n d  〇rganizat ionalSystems,Herb S imon

Keynote,CAS〇S Conf、erence2000(00.7)

25.  Christopher G . A T K E S〇 N ( A T R人間研 ) ,  Joshua G . H A L E

(ATR人間研) ,F r a nk  P〇LLICK(ATR人間研),Marc i a  R ILEY

( A T R 人間研 ) , S h i n y a  K〇T〇 S A K A ( E R A T〇 ) , S t e f a n

SCHAAL (ERAT〇) ,Tomoh i r o  SH IBATA(ERAT〇) ,Gau r a v

T E V A T I A  ( E R A T〇 ) ,  A l e s  U D E  ( E R A T〇 ) ,  S e t h u

V I J A Y A K U M A R ( E R A T 〇 ) , M i t s u o  K A W A T 〇 ( A T R -

I / E R A T〇 ) : U s i n g  H um a n o i d  Robo t s  to  S t u d y  H u m a n

B e h a v i o r . : I E E E  I n t e l l i g e n t  S y s t e m s : S p e c i a l I s s u e  o n

Humanoid Robotics(2000.7/8)(00.7)

26. Jun  M〇RIM〇T〇(奈良先端大/ERAT〇),Kenj i  D〇YA (ATR -
1/CREST) :Robus t  Rein forcement  Learning. ; T e c h . R e p. o f
IE ICE,NC2000-4 9 ( 0 0 . 7 )
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27.  Kenji D〇YA ( ATR-I/CREST),Kenichi KATAG IR I (奈良先端
大/ATR人間研),Dan ie lW〇LPERT( Ins t .Neuro1ogy ) ,M i t suo

KAWAT〇(奈良先端大/ATR人間研/ERAT〇) :Recogn i t i o n

and Imitation o f  Movement Patterns by a Multiple Pred i c to r-
Contro1ler Architecture.:Tech. Report o f  I E ICE ,TL2000- 11
(00.7)

28.  Kev i n  G .MUNHALL (Q u e e n ' s  Un i v . ) , E r i c  VATIKI〇TIS -
BATES〇N:The  Coordination of  Production and Perception in

Aud i o -V i s u a l S p e e c h . ; XXV I I  I n t .Congress  o f  Psycho1ogy
( ICP'2000)(00.7)

29.  櫻庭尚良 (長岡技科大 ) ,大須理英子 ( E R A T〇 ) , 中野恵理 ,,

和田安弘(長岡技科大) ,川人光男(ERAT〇/ATR人間研) :不

完全な内部モデル表現形式による手先軌道予測の比較検

討;計測自動制御学会論文誌 vo l . 36No .7 (00 .7 )
30.  真栄城哲也 ,樋口直史 ,中 「 1孝雄 ( A T R人間研 ) :楽曲の自

動表情付システムMo r PH ; b i t  Vol .32No.8(00.8)

31.  下 原 勝 11i : 進化 コンピュー タと人工月l111; ア イ キ ュ ーブ ネ ッ
ト サ マーキャンプ ( 0 0.8 )

32. 田11l 11 主 一 : ス ト レ ス ・ タ イ ミ ン グ 言 語 と モー ラ ・ タ イ ミ
ング言語の音声の リズム ; 音韻論フォ ー ラム200 0 ( 0 0 . 8 )

33.  銅谷賢治(ATR- I/CREST ) :月111における予測と文脈生成 ;日
本神経回路学会主催神経情報科学サマー ス ク ール「月111に
おける予測と文脈生成」 (00.8)

34 .  佐藤雅昭 ( IsD/CREST ) ,石井信(奈良先端大/CREST ) :予測
と推定の計算理論的基礎;  日本神経回路学会主催神経情報

科学サマー ス ク ー ル 「月111における予測と文脈生成」 (00.8)
35.  鋼谷賢治(ATR- I /CREST ) :内部モデル,  報酬予測と見まね

の計算理論;月111 と 心 の メ カ ニ ズ ム ワー ク シ ョ ッ プ ( 0 0 . 8 )
36.  H i d e a k i  S U Z U K I : C o r e  Memo r y  〇bjects  w i t h  Add r e s s

Registers Representing High-Dimens i ona l I n t e r ac t i on ;P re -
Proc .Workshop  on  Multiset Proce s s i n g (WMP-CdeA2000 )

(00.8)

37. 下 原 勝 慾 : 幕 ら し の 変 化 を 考 え る 一 コンピ ュー 夕が生活
を 変 え て い く 一, あまがさきげんき言薄座(尼 I11111il J立立花公
民館尾浜分館主催)(2000 .9 ) (00 .9 )

38. 高 ;lfi 主樹:Mu l t i a g e n t  Sys tems - A Mode rn  Approach to
Distributed Art i f i c i a l I n te1 l i gence一はどう読めば面白いか?;
コンピ ュ一夕 ・ ソ フ ト ゥ ェア V o l . 1 7 N o . 5 ( 0 0 . 9 )

39.  Takaaki KURATATE,Christopher ATKES〇N(ATR-I/Georgia
Inst .Tech. ) ,Er ic  VATIKI〇TIS-BATE S〇N :主成分を用いた
へ ツ ド マ ウ ン ト カ メ ラ か ら の 唇 抽 出 と ァ ニ メ ー シ ョ ン 応
用 ;情報処理学会技術研究報告 ,グラフイクス と C A D , 1 0 0-
14 (00 .9 )

40.  大羽成征(奈良先端大) ,石井信(奈良先端大/CRE ST ) ,佐藤

雅昭(ATR-I/cR EsT ) : V B法による混合主成分分析 ;第 2 3回
日本利l経科学大会/第10回日本神経回路学会大会合同大会

プ ロ グ ラ ム ・ 抄録集(00 . 9 )

41 .  鋼谷資治 ( A T R-I/cREST):月l111科学のためのロポッ ト一月 liliは
創つてみなぃ とわからない ;第 2 3 回日本神経科学大会 /第

1 0回日本神経回路学会大会合同大会プログラム ・ 抄録集,,

S17-5 ( 00 . 9 )
42 .  鋼谷賢治 ( A T R-I /CREST) ,川人光男(ATR人間研/ERAT〇) ,,
春野雅彦 : ヒ ト 知性の計算神経科学第 3 回小脳 、  大月l11基
底核、  大 11l11皮質の機能分化と統合 ;岩波科学 vo l .70  No.9
(00.9)

43 .  松本有央(奈良先端大/ATR人間研) ,岡田真人(ERAT〇) ,銅

谷賢治 ( A T R - I / CRE ST ) ,管生康子(生命工学工業技術研) ,,
山根茂 (電総研 ) , 河野 '1il1二 (電総研 ) :サル側頭葉における
顔細胞の集団のダイナ ミ クス ; 第 2 3回目本神経科学大会 /

第1 0回日本神経回路学会大会合同大会プログラム ・ 抄録

集(00 . 9 )

44 .  下原  勝-1設: 情報化社会は こ れ か ら ど う な る 一人は豊かに

なれるか;平成12年度園田市民大学(0 0 . 9 )
45 . Eric VATIKI〇TIS -BATES〇N,Chr i s t i an  KR〇〇S,Takaak i
KURATATE , K e v i n  G .MUNHALL (Q u e e n ' s  Un i v . ) , P h i l i p

RUBIN (Hask i n s  Labs. ) , Hani C . Y EH I A ( U FMG ) : B u i l d i n g

Talking Heads:Product ion Based Synthesis o f  Audiov isua l

Speech . ;F i r s t  I EEE-R A S  I n t . C o n f . o n  Humano i d  Robots
(00.9)

46. Eric VATIKI〇TIS-BATES〇N,Takaak i  KURATATE ,K e v i n
G .MUNHALL (Q u e e n ' s  Un i v . ) , P h i l i p  E . R U B I N ( H a s k i n s
Labs./Yale Un i v . ) : T a s k  Constraints on Robot Re a l i sm :Th e

Case o f  Talking Heads.; 1[EEE Int.Workshop on Robot-Human
Interaction(R〇一MAN2000 ) ( 0 0 . 9 )

47 .  Ke i i c h i  T A J IM A  ( ATR- I / I n d i a n a  U n i v . ) ,  Bu s h r a  A .

ZAWAYDEH ( L &H / I n d i a n a  Un i v . ) , M a f u y u  K I T AHA R A

(「ndiana Un i v . ) , Robe r t  F . P〇RT ( I n d i a n a  Un i v . ) : F i n d i n g

Acoustic Evidence for Speech Rhythm Across Languages :A

Speech Cycling Approach.; J . A c o u s t . S o c .  J a p an (E )Vo1 . 21
No.5(00.9)

48.  Darrin BENT I V EGNA ( ATR-I/Georg ia lnst .o f  Technology),,
Christopher ATKES〇N (ATR-I/Georgia I n s t . o f  Techno1ogy):
Using Primitives i n  Learning f r om 〇bservat ion. ;Proc.F i rst
1 EEE -R A S  I n t .  Con . o n  H um a n o i d  R o b o t s  2 0 0 0
(HUMAN〇IDS2000) (00.9)

49.  A l e s  U D E , C u r t i s  M A N ( A T R 人間研 ) , M a r c i a  R I L E Y

(Georgia I n s t .o f  Techno1ogy),Chrisotper ATKES〇N(Georgia

I n s t . o f  Techno1ogy) :Automat ic  Generat ion o f  Kinemat i c
Models for the Conversion o f  Human Motion Capture Data into
Humanoid Robot Motion. ;Proc.First  IEEE-RAS I n t . C o n . o n

Humanoid Robots2000(HUMAN〇IDS2000) (00 .9 )

50.  Joshua G . H A L E ( A T R -I/Univ .Glasgow) ,Frank E .P〇LL ICK
( A T R - I /Un iv . G l a s g o w ) : P l a y i n g ' S t i c k y  H a n d s " w i t h  a
Hum a n o i d  R o b o t . ; P r o c . F i r s t  I E E E - R A S  I n t . C o n . o n

Humano i d  Robo t s 2 000 (HUMAN〇IDS2000 ) ( 0 0 . 9 )

51 .  Ke i i ch i  T A JIMA , D o n n a  ER ICKS〇N (G i f u  City Women's

Co11ege),Kyoko NAGA〇(Konan  Univ.):Phonetic Analysis of

VowelEpenthesis in Native Japanese Speakers'Production of

English Words. :Proc . the14th  GeneralMeeting o f  the Phonetic
Society Japan(00.9)

52.  I s a to  K A T A〇K A  ( A T R - I/Kyoto U n i v . ) ,  Ka t s uno r i
SH IM〇HARA (ATR -I/Kyoto Un iv . ) ,M i ch i o  〇KADA ( A T R-
MIC ) ,〇s amu  KATA I ( K y o t o  Un i v . ) : A n  Interaction Design

Based on Self -Awareness Toward Emergent Communication.;
Proc .Th i r d  I n t . C o n f . o n  Human and Compu te r (HC-2000) ,,
Presentation,Abstracts and Papers(00.9)

53 .  J i a n -Q i n  L I U , K a t s u n o r i  S H I M〇H A R A : F i n e  Gr a i n e d
Molecular Computers Based on Molecular Elecronics.;Proc.
T h i r d  I n t . C o n f . o n  H um a n  and  C o m p u t e r ( H C -2 0 0 0 ) ,,
Presentation.Abstracts and Papers(00.9)

54 .  A k i k o  T〇HMA (奈良先端大 ) K a t s u n o r i  S H I M〇HARA ,,

Yoh'ichi T〇HKURA (NTT ) : I nsight into Reality through the
Creation o f  Computer Animat ion based on  the Noh  Drama

Yuk i ' . ;P roc .Th i rd  I n t .Con f . o n  Human and Computer(HC-
2000),Presentation Abstructs and Papers(00.9)

55. 本多清志 ( A T R人間研 ) , 正木信夫 :喉頭調節における韻頭

上下動の役割1日本音声学会全国大会(00 . 9 )
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編集後記
この原稿が締め切りになる 9月下旬、  よ う ゃ く 秋 ら し く な っ て 、 古 い 決 ま り 文

句の 「天高 く馬肥ゆ る秋」 とい う l 11買合いになってきました。  も っ と も 、 近 頃は競
走馬以外の馬は農家の人ですら見る機会がないのでこの言業も速からず死語とな

る の で し ょ う 。  も う 一 つ 「読書の秋」 と い う 言 葉 も あ っ て 、  こちらは秋の夜長を
読 書 で 過 ご す と ぃ う こ と だ っ た わ け で す が 、 今 様 に は 「マ ル チ メ デ ィ ア の 秋」
( DvD で も 見 ま すか ) 、 あ る い は 「I Tの秋」 ( ネ ッ ト に は ま る ? )  と な っ て い く の
かも知れません。  個人的には  「科学の秋」 が よ ぃ と 思い ます 。  科学関係の本を読
む も よ し 、 数多 あ る 科学館 を訪ね る も よ し 。 お り か ら 、 A T R の ご 近所の国際高

等研究所では、親子サイェ ン ス ス ク ー ル 「君の不思議を探そう 一 2 0 0 0年字商の
旅」 と い う イベン ト が開催されます ( 1 0 月 2 2 日 ) 。 日本人の科学離れが言われる
昨今 、みな さん も科学す る秋はいかがで し ょ う か 。

(国際電気通信基礎技術研究所総務部次長阪田)
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ATR グループのご紹介

ATR ホームページ

http://www.atr.co jp

ATRグルー プは電気通信分野における基礎的 ・ 独

創的研究の一大拠点と して内外に開かれた研究所を設

立する構想のもとに産 ・ 学 ・ 官の幅広いご支援をいた

だき1986年3月に設立しました。

ATRグループは研究活動を行つている4つの研究会

社(4R&D会社)と、既に研究を終了し成果の普及活動

などを行つている5つの成果管理会社、 およびこれら

を支援する国際電気通信基礎技術研究所の10の株式

会社の総称です。

4R&Dの研究費は基盤技術研究促進セン夕一からの
出資70 %、  民間約140社からの出資30%で構成され

ています。

国際電気通信基礎技術研究所は4R&D会社に対し、

建物スペー ス ・ 研究施設の貸与 ・ 研究者の確保 ・ 派

遺、研究資金の出資、研究企画の支援、各種事務の援

助など、総合的な支援を行うとともに5成果管理会社

に対する研究成果の管理 ・ 販売などの各種の支援を行

っています。

役に立つ様々な情報を公開しています。

今後も随時拡充予定です。 皆様のァクセスをぉ待ちしております。

ATR知能映像通信研究所 http://www.mic.atr.co.jp
ATR音声言語通信研究所 http://www.slt.atr.co.jp
ATR人間情報通信研究所 http://www.hip.atr.co.jp
ATR環境適応通信研究所 http://www.acr.atr.co.jp
特 許 と 成 果 物 http://results.atr.co,jp

ATR ジャーナル担当宛

ご連絡内容 (いずれかに印をお願いします。)

口ATR Jouma1新規購読申込
口テクニカルレポート購入申込
【テクニカルレポー ト 番号 : T R -  -

口ご意見、ご要望等

TEL
FAX
E-mail
( 0 7 7 4 ) 9 5 1 1 7 7
( 0 7 7 4 ) 9 5 1 1 7 8
editor@ctr.atr.co.jp

口送付先変更連絡
口研究用ソフトウェア購入申込
【ソフトゥェア名整理番号 :

送

変 更 後 変 更 前 変更事由

フ リ ガ ナ

お 名 前
口人事異動

口住所変更

口その他
付

先

送 り 先

会 社 名

部 署 名

役 職 名

Te1/Fax

E-maii

ご意見ご要望

●ATR ジャーナルのご購入希望、 送付先変更等をお寄せ-ドさる場合には、 上記にご記入の上、 FAx等でご送付下さぃ,
●送付先変更以外にっいては、 変更後の構1に必要事項をご記入願います,




